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不運からのはじまり




「お客様、話の途中で立ち去られては、困りますよ。はい」

　体が思うように動かない。夢の中にいるような感覚から、ふいに聞こえた男の声で、おぼろな意識が覚醒する。

　なにもない白い空間に、見覚えのあるスーツを着た上品な紳士がいた。抽選場にいたあの男だ。

「ここは？　どこだ？」

「生と死の狭間はざまです。はい」

「生と死……？」

　男の言葉に唖あ然ぜんとはするが、この状況に妙に納得している。

　あぁーー。とうとう死んだか……。

　うんうん。俺、がんばった。短い人生だったが、俺の体質からすれば、がんばったほうだとは思う。

　やり残したことはあるけれど、未練はない……はずだ。いや未練などはない！　我が人生に悔いなし！

　ざっくりと心の決着をつけたところで、男に視線を戻すと、口もとに弧を描きながら、俺を無言で見つめていた。

　抽選場にいた男が、なぜここにいる？

　んっ？　なぜここが生と死の狭間だと知っているんだ。

　そもそもこの男は何者だ？　死神か？　それとも……。

「私は生死案内人です。はい」

「生死？　……案内人？」

「はい。決められたルートに魂を送り、生をまっとうした魂を回収するのが私の務めです」

　魂を送ってそれをまた回収するって、言葉通り生死の案内人なのか。なるほど。

　先ほどまでの出来事を思い返す。
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　ハローワークからの帰り、鞄かばんをひったくられた。

　俺にとっては、まぁ日常的なひとこまだ。普段なら動揺もなく「数千円損したな……」で、あきらめがつくことだが、盗られた鞄は妹からの誕生日プレゼントだった。

　鞄だけはなんとしても取り戻さなければ！

　内心舌打ちしながら、なりふりかまわず大声を出し犯人を追いかけた。

「捕まえてくれっ！　ひったくりだ！」

　俺の声に驚いた犯人の男が一瞬うしろを振り向くが、帽子を目深にかぶっているため、顔の確認ができない。

　しかも、逃走している道はそこそこ人通りがあり、道端で立ち話をする女性や遊んでいる子供もいる。

　いつものことだが運がなさすぎる。

「待てーっ！」

　全速力で犯人との距離を詰めるが、ひったくり犯だけあって足が速い。

　息も上がり始めた矢先、犯人が細い路地に入っていく。まかれてたまるかと必死に追いかけるが、細く入り組んだ道が邪魔をする。右折した犯人を追って角を曲がると、少し先の角に男の背中が見えた。

「くそーーっ……ハァ……ハァッハァ……」

　全力で走り、男が消えた角に差しかかると勢いよく曲がったが、その先にあったのは、大きな広場だった。

　犯人の姿がない。逃げられた……。くそっ。

　脱力感と共に大きな後悔が襲う。

『大事なものは家から出さない』

　これ俺の教訓だ。

　ただ今日は『鞄なんだから外で使ってよ』との妹のたっての願いにより、家から持ち出した。肌身離さず手にし、細心の注意を払っていたのだが――。

　鞄を盗まれる直前、年配の女性が俺の目の前で道の段差につまずいた。とっさに手を出した俺は、無意識のうちにうしろから女性を支えていた。

　ひどく狼ろう狽ばいしている女性に「大丈夫ですか？」と、声をかけ、怪我がないことをさっと確認して、女性を支えていた手を離す。

「えっ、支えて、あっ、ありがとうございます」と、少し落ち着きを取り戻した女性が、事なきを得たことを理解して、俺に感謝の言葉を伝えた。




　その後何度も感謝して頭をくげる女性と別れ、すごくいい気分で俺は再び道を歩きだした。そうここで油断した。鞄への警戒を一瞬緩めてしまったのだ。

　――後悔しても、もう遅い。あのときには戻れないのだから。

　膝に手をついて肩で息をし、呼吸を整えていると、人影が近づいてきた。顔を上げると、高級そうなスーツを着こなす上品な紳士がいた。

「お客様、よろしければ一回どうぞ。はい」

　手で指し示した先には『人生ガラポン抽選会』といういかにも怪しげな会場があり、閑古鳥が鳴いていた。

　ふと辺りを見回すと、この広場には、俺とその紳士しかいない。

「帽子をかぶった男が走ってきたと思うのですが、どの方向に行きましたか？」

　はっとして、彼に尋ねる。

「お客様以外見ておりません。はい」

「そんなっ、馬鹿なっ！」

　紳士の言葉に思わず、声を荒らげた。

　姿は小さくなっていたが、たしかにこの角を曲がったのだ。

「この角から出てきませんでしたか？」

　俺は、興奮気味に、ついさっき曲がってきた角を指し示すが、紳士は頭を横に振る。

「残念ですが、お客様以外この広場に現れた方はいません。はい」

　一瞬、紳士の言葉に違和感を覚えるが、紳士が矢継ぎ早に続ける。

「さぁお客様、どうぞこちらへお越しください。はい」

「いや、抽選券もお金もないですから……」

　やんわりと断りを入れるが、紳士はいささか強引に俺を『人生ガラポン抽選会』の会場へ押し込み「遠慮なさらずにどうぞ。はい」と、ガラポンの前へ立たせた。

　嫌な予感しかしないんだが、背後からの圧力に負け、半ばあきらめた状況で、ガラポンを回す。

　ガラッガラガラガラーーーーポンッ。

　受け皿に金の玉が落ちた。

「おめでとうございます！　特賞！　異世界転生券となります！　はい！」

　カランカランと鐘の音を鳴らしながら、紳士の声がひときわ高くなった。

「イセカイテンセイ？」

「はい。異世界転生券でございます。はい」

　なんだそれ？　イセカイってあの異世界か？　ということは、テンセイは転生か？

「フッ」

　鼻で笑ってしまった。馬鹿馬鹿しい。

「お客様いかがなさいましたか。はい。どっ、どこにいかれるのですか――」

　若干戸惑う男を尻目に、足早にその場を後にする。

　とんだ詐欺師だ。なにが『異世界転生券』だ。馬鹿にするにもほどがある。

　最近の流行か、ライトノベルだったか？　信じ込ませ、なにかしらの理由をつけ高額な商品を購入させる手はずか。

　いろんな詐欺があるものだな。俺は騙だまされないけどね。……それよりも鞄だ。

　絶望的な状況に大きなため息が出る。

「はぁー……」

　おそらく妹は笑って許してくれる。それが俺には一番キツイ。

　俺の家族は、この不幸体質をあたり前のこととして受け入れてくれている。

　俺が同じ立場なら、少し距離を置くと思う。

　不幸が伝染するなんて言葉は信じないが、俺の不幸体質は異常すぎるからだ。

「あぁーー!!」

　嫌な思い出を打ち消すように声を出した瞬間、大きな地響きと共に地面が割れ落ち、意識を失った。




＊＊＊




　そうだ、あのとき俺の足もとの地面が割れ、逃げる間もなく落ちたんだった。

　慌てて体を確認するが、どこにも損傷がない。

　かなり深く落ちた気がしたが、そうでもなかったの……か？

　いや、ここは生と死の狭間だ。意識だけがあり、肉体と切り離されている可能性が高い。落ちてかすり傷もない状況がそれを表している。

　まだ死んでいない可能性があるのか？　昏睡状態か？

「いえいえ、お客様は死にましたよ。はい」と、男がタイミングよく言葉を発する。

「運悪く地面が割れ全身強打の即死です。はい」

　全身強打の即死……。

　落ちた瞬間の記憶は鮮明だが、幸か不幸か痛みの記憶がない。

「今のお客様は霊魂の状態でございます。本来なら具象化せず、発光したものとなりますが、今回はイレギュラーでございまして、今世の姿でこの場に存在しております。またお客様の心の声は私には聞こえております。はい」

　だよなーー。さっきから絶妙な間で返すから、もしかして心の声聞こえている？とか思ったりもしていたが、まじかっ！

　でっ、本来は具象化するはずがない魂が、イレギュラーで存在する事情があるってことですね。生死案内人さん。

　生死案内人は、深く頭を垂れる。

「大変申し訳ございません。実はお客様が今世で誕生された時、過去の不運とほかの転生者の不運を背負ったまま転生なさいました。事務のミスで、通常の四十倍の不運値が、お客様に加算されていたのです。はい」

「はぁああーーーー!?　不運値四十倍って！　えっ!?　まじかっ！　えっ、えっ、えー！　倍とかじゃなくて？　いやいやいやいやいやいや、ミスどころじゃないっしょ！　桁数あきらかにおかしいんですが。四十倍って即死っしょ！」

「はい。しかしながらお客様は幸運値も高く、通常なら転生して即死してもおかしくない不運値でしたが、つい先ほどまで人生をまっとうされたのです。はい」

　生死案内人の言葉に唖然とする。

　四十倍の不運値をカバーするほどの幸運値って、いったいどうなっているんだ？　それって無駄じゃないか。

　ふと過去の不幸な出来事が走馬灯のごとく駆け巡る。

　物心がついたときには、俺はほかの子とはなにかが違うのだと自覚するようになった。

　一番古い記憶は、幼稚園での初めてのお遊戯会前日、友達と園内で遊んでいたら、階段からすべり落ちて、骨折した。お遊戯会は、もちろん欠席だったし、楽しみにしていたぶん、ひどく落ち込んだ。母が『次があるから、今回はあきらめようね』と、優しく諭してくれたことを覚えている。

　ただ俺に次はなかった。事あるごとに病気や事故で欠席し、幼稚園の行事に一度も参加することなく、卒園した。

　小学校への進学も兄と同じエスカレーター式の学校に入学する予定だったが、受験前日にインフルエンザになり、試験を受けることができなかった。

　結果、三兄妹で、同じ学校に通うことはできず、俺だけ小中高と別の学校に通うことになった。

　近所の子供たちと同じ学校なので、俺は不満もなく、むしろ仲がよかった子と同じ学校に進学することを喜んでいたが、周囲の大人たちの反応は違い、悪意のある言葉を直接言われたこともある。

　そのたびに両親や兄妹が反論して、俺を守ってくれた。

　あぁ、そうだ。

　中学時代、初めての彼女ができ、妹に都度相談して妹の意見を優先していたら、『このシスコン野郎』と罵られて振られ、翌日には学校中で俺がシスコンだという噂が広まっていた。

「それは不運ではなく、自業自得です。はい」と、生死案内人から的確なツッコミが入る。

　俺の回想に、ツッコミ入れるのやめてくれる？　生死案内人さん。

「失礼しました。はい。回想を続けてください。はい」

　そういえば、学校行事で唯一行けた修学旅行は、悪天候が重なりほぼホテルの中だったが、友人たちと修学旅行という時間を共有できた喜びに満足していた。

　あれ？

　高校剣道のインターハイでは、準決勝直前に配られたお弁当で、出場選手の中で俺だけが食中毒になり、救急車で運ばれたけれど、最後のインターハイで事前に何事もなく準決勝まで進めた事実に歓喜した。

　あれれ？

　本命大学の受験当日、大雪に見舞われ、交通が麻ま痺ひして、会場に着いた時には一教科の試験が終了していた。記念受験だと気持ちを切り替え、残りの試験に挑んだ。その帰り交通事故にあって、浪人を覚悟したが、悪天候で試験に遅れた人やあきらめた人が多かったようで、本命学部ではなかったが、第三希望の学部に補欠合格していた。

　ストレートに大学進学できたことが、奇跡だと、家族みんなで喜んだ。

　ちょっと待て。回想して思ったんだけど、俺、不運自体を体質だと受け入れて、その後起きた小さな幸運を噛みしめていたのか？

　いやいや、交通事故に食中毒、ほかもろもろ……を回避したわけではないんだよ。

「これでも大変苦労いたしました。お客様が誕生された後、すぐに魂を回収して正常値での再転生ルートでの修正するはずでした。しかし厄介な高幸運値のため、魂を回収できませんでした。そこで私は何度も地上を訪れ、お客様の〝人生軌道修正〟を行いました。はい」

「いやいや厄介って思っていても、当事者前に口にしちゃダメっしょ」

「申し訳ございません。つい本音が出てまいりまして。はい」

「本音ですか……そうですか」

「はい。本音でございます。はい」

　生死案内人の潔さに、高まった気持ちが冷めていく。

　たしかにその高幸運値、本人の俺でさえ厄介だと思うわ。うん。これ以上詰め寄れないわ。

　冷静さを取り戻し、頭を切り替え、気になった部分の質問をする。

「人生軌道修正とは？」

「はい。不運で生じた事実を半強制的に修正変更したのでございます。最近ですと痴漢冤えん罪ざいです。人生軌道修正を施さなければ、冤罪が証明されず、迷惑防止条例違反で捕まっておりました。はい」

「一度は捕まりましたから。奇跡的に動画を撮っていた人がいて、誤認逮捕であったと証明されたけれど、会社は実質解雇。『君の普段からの行動に非があるから、痴漢冤罪なんてことになるんだ』と罵った上司との縁が切れて清々しましたけどね」

　痴漢冤罪とわかり、周りが同情的な中、クソ上司のあの発言。

　それ以前から、俺に相当な嫌がらせをしていたが、痴漢の件で勢いづき、リストラ候補に俺の名をあげて、辞職に追い込んだのだ。

　もっとも、その前に退職願を顔面に投げつけてやったけど。

　会社は中小の中小、給料も福利厚生もそこそこよく、同僚も先輩も後輩も悪くはなかった。

　ただ直属の上司運だけがなかったんだよ俺。部署異動ごとにひと癖ふた癖ある上司にあたり、最後があれだ。

　これも四十倍の不運値が関係しているのかね。はぁー。

「さようでございます。直属の上司の部分のみ不幸値がかなり影響していたようですね。はい。そのほかは幸運値がカバーされ、そこそことなったようでございます。ちなみに会社解雇についても修正はされております。痴漢被害者の女性のご家族が冤罪を被ったお客様を不ふ憫びんに思われていたので、こちらで軌道修正を行いました。そのためお客様の再就職先は某企業に決まっておりました。はい」

　あの事件後、ダメもとで採用試験を受けたあの企業か。死んでから再就職先が決まったと聞いても微妙だが、コネ入社の部分を差し引いても、ほんの少しうれしかったりもする。

　今まで疑問だったことも解決した。

　不幸な出来事の後、必ず好転した。あれは生死案内人のフォローだったのか。

　不思議だったんだ。不幸体質は認識していたが、大きな事件ほど悪い方向には向かわず、むしろいい方向に向かい、結果、『ついてなかったな』程度で毎度終わった。

　ん？　感謝するべきなのか……？

「お客様、思考中に大変申し訳ございませんが、私の話を進めさせていただいてよろしいでしょうか。はい」

「悪い、続けてくれ」

「ありがとうございます。話の続きですが、お客様は本日の魂の回収と転生のリストに名がございました。しかしながら転生先の記載がございませんでした。このようなことは、私が生死案内人となり初めてのケースでございます。どのような対処をすればいいのか迷っていたところ『ガラポン』が登場しました。はい」

「はぁ？」

「人生軌道修正用の最終抽選仕様のガラポンでございます。はい」

「えっ……」

「生前のお客様に引いていただく必要がございましたので、少々無理をしましてあの空間をつくりました。はい」

　あの空間？　あの広場か。あぁそうかと、あの違和感に合点がいく。

　生死案内人はあのとき、『現れた方はいません』と言った。

　あの場所はつくられた異空間だったのか。そりゃー、犯人いないわ……。

「申し訳ございません。魂の回収時間が迫っていたため、半ば強制的にあの空間をつないだのです。はい」

「なぜ謝る？」

「私が空間をつながなければ、お客様は犯人を捕まえておりました。あの角は袋小路でございますから。はい」

「そうか……死ぬ前に鞄を取り戻せたのか」

「はい。申し訳ございません」

「ん？　待てよ。死因は、全身強打の即死だったよな。あの場所が異空間なら、俺はいつどうやって抜け出したんだ？」

「お客様が、広場を後にした時点で、現実世界に戻っております。私の力では、お客様をあの空間にとどめることはできませんので。はい」

「なるほど。まぁ、すぎたことを言ってもしかたないしな。で、あのガラポンの結果が異世界転生券だったよな？」

「さようでございます。『特賞の異世界転生券』でございます。はい」

「特賞をやけに押しますね」

「それはもちろんでございます。まず魂は本来それまでの記憶が消えてから転生いたします。しかしながらお客様は存命時に異世界転生券を獲得しましたので、即転生が可能です。すなわち、前世の記憶が残ったまま異世界に転生します。ただしお客様の前世の名は記憶から消去しております。はい」

　生死案内人の言葉通り、自分の名前を思い出そうとするが、思い出せない。なぜか名前がないことに違和感を覚えない。不思議なことにないのだと素直に受け止められる。

「名の消去はいろいろと理由がございますが、長くなりますので割愛させていただきます。はい」

「違和感ないから別にいいが……」

「ありがとうございます。では説明を続けます。お客様が転生する世界は前世の世界とは異なり、魔法とスキルがございます。はい」
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　魔法がありスキルもある世界か……。魅力はあるが、できるならあの家族がいる『地球の日に本ほん』に転生したい。

「異世界でないと転生できないのか？」

「はい『異世界転生券』でございますので申し訳ございません。はい」

「ちなみに拒否権は……ないんだよな？」

「そうですね。仮に通常ルートで、記憶が消えるまで待って転生されたとしても、同じ異世界へ転生することとなります。はい」

「拒否権なしか……だとしたら即転生したほうがいいよな？」

「もちろんでございます。前世の知識が生かせます。はい」

「知識が役に立つのか？　どんな世界なんだ？」

「転生先の世界は、中世ヨーロッパのような世界観であり、多種族が存在しております。もちろんお客様は人族として転生します。はい」

「中世ヨーロッパ……」

　若干不安を感じる。風呂とかトイレとか、その他もろもろ……。便利かつ衛生的な日本育ちだから、適応するまでかなり大変なのではなかろうか。

「お客様が想像しているほど、不便ではございません。そこはうまく魔法が活用されておりますので。はい」

「なるほど！」

「お客様には、ただ異世界へ転生していただくわけではございません。特賞特典で少々能力値を上乗せする成長促進スキル、そのものの価値を判断、評価する鑑定眼スキルを付与し、全属性、十二種類の魔法を適合、異世界特典で言語のスキルを付与しております。成長促進と言語は自動スキルです。はい」

　おぉ！　ここで特賞特典きました！　成長促進と鑑定眼、かなり使えそうだ。

　しかも魔法が使えて全属性適合ってすごくないか。

「また生前ご迷惑をおかけしたお詫わびとして、転生祝福の加護を与えております。はい」

　迷惑料で加護をいただきました。ありがとうございます。

「私からの説明は以上でございます。お客様があの空間から立ち去られたときは大変困りましたが、無事説明ができてひと安心でございます。はい」

　突如、ピピピピピピピピ……と電子音が響き渡る。

「時間がきたようです。それではお客様よき転生を！　はい！」

「はっ!?　急すぎるだろっ！　まだ聞きたいことが――」

　最後の言葉は声にならず、強制的に意識が落ちた。
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　目覚めると、誰かに抱かれているようだった。

　視界がぼやけて、状況を把握できないが、人肌を感じる。

　真上から女性の声が聞こえた。

「リア様、元気な男の子ですよ」

　重心が急に不安定となり、温かく心地よい優しさに包まれる。女性の腕からリアと呼ばれた女性の腕に移されたのだ。

「やっと会えたわね、私の坊や」

　頬を数回なで、額にやわらかいものが落ちる。

　リアとは、今世の俺の母親のようだ。その腕の中は、懐かしい匂いが鼻孔をくすぐり、心地よい安あん堵ど感と満足感に浸る。

　一生ここにいたいと、願ってしまう。俺、幸せだ。もう転生とかどうでもいいや……。

　思考が停止し、うつらうつらし始め、しばらく幸せな世界の中をまどろむ。

　体が宙に浮く感覚に、ハッと意識が浮上する。この幸せな世界から遠のいていく。

　嫌だ！　思わず抗議の声をあげた。

「ぁ……ぁ……あぅ！」

　自分が発した言葉にならない声に驚いて、眠気も吹っ飛んだ。

　赤ん坊のため、声帯がうまく使えない。言語スキルが、付与されていても、発声面の技術が備わっていないため、言葉にできないのだ。

　あたり前か……。俺、赤ん坊なんだ。記憶を持ったまま、まじで転生したよ。

　生死案内人の説明、じつは半信半疑だった。あの場面で疑う余地はなかったけど、都合がよすぎたのだ。

　実際に経験すれば、無駄話せず、いろいろと詰めておけばとの後悔もあるが、どちらにしろ時間切れで、強制退場だった。

　心残りは、前世の家族に別れを伝えられなかったことだ。

　事故死だから、その機会はないけれど、生死案内人に、手紙などを託せたかもしれない。

　俺が、突然死んで迷惑をかけただろうな。感謝しかないが、名前が消えた影響か、家族との思い出も、気持ちも、希薄になっている。

　おそらくこれは、転生したからだ。

　新しい人生に、前世の記憶はあるが、感情が伴わないのだ。もう記憶ではなく記録だ。自分を構成する性格や精神年齢は、そのままだ。不思議な感覚だけれど、違和感はない。俺であることには、変わりないのだ。

　さて、気持ちを切り替えて、現状を把握しよう。

　転生先が、成人男性なんてうまい話はなく、現状の俺は、生まれたての男児だ。

　うん？　ちょっと待て!?　うわぁー。……気づいてしまった。

　誰しも経験し、生きるためには必要なことだが、母乳やオムツの経験は、記憶から抹消できないものかと思う。

　はっははは……。そこだけ切り離すことは、難しいよね。

　まさか転生のアドバンテージが、最初に悩む要因になるとは。精神年齢が高い分、受け止めるのに時間がかかりそうだ。

　現実を直視する間に、母親との対面は終了となったようで、一定リズムの振動に、どこかに運ばれていると感じた。

　視力が発達していないので、視界がぼんやりとしか見えない。

　この状態だと、なにも情報が収集できないな。新生児の間は、行動に移せないか……。

　あっ、そうだ！　生死案内人から付与されたスキルを活用しよう。

　特典でもらったスキルは、言語、成長促進、鑑定眼だ。

　言語は、自動的に使用されている。彼女たちの会話を理解できているので、問題はないようだ。

　成長促進は、後々活躍するスキルだ。

　鑑定眼。これだ！　早速使って……。

　スキルの使用方法を聞いていないぞ！

　言語と成長促進は、自動スキルだ。鑑定眼は、どう考えても手動スキルだ。もし自動なら、そこら中を自動鑑定して、過剰な情報量で、俺がプチパニックを起こしているはずだ。手動となれば、普通はあれしかない。無理だとは思うが、お約束の方法を試してみる。

「ぁ……ぅぁ」

　ですよね。やはり言葉を発することはできない。

　だとすれば、心で念じるしか方法はないが、おそらく対象を認識して念じればいいと思う。

　都合がいいことに、俺は運ばれていて、視界いっぱいに、ひとりの女性を認識できる。

　この絶好の機会を逃すことはしない。視界いっぱいの女性を意識して、心の中で『鑑定眼』と念じた。

　突如、頭の中にステータスが表示された。




　**********************

　アンナ・テレマン　女　45歳

　種族：人間

　職業：侍女長

　Ｌｖレベル：15

　ＨＰヒットポイント：70／70

　ＭＰマジックポイント：40／40

　魔力：35

　攻撃：38

　防御：53

　敏びん捷しょう：58

　幸運：39

　魔属性：水

　戦闘スキル：体術６

　魔法スキル：水魔法３

　技能スキル：家事７、料理４、作法６、執事５

　**********************




　おぉー。成功した！

　ステータスは、ゲームの世界と同じ仕様だ。

　ＨＰとＭＰはわかる。ほかの内容もだいたい理解できるな。スキルも知識内にあるものだ。

　よかった。理解できる範囲での鑑定結果に、心底安堵する。

　残念なことに、俺の知識は、某有名ゲームを簡単に攻略したぐらいしかないのだ。

　こんなことなら、前世の妹が、推薦していた転生もののラノベシリーズ、後回しにせず、読破すればよかった。後悔先に立たず。

　知識がないものは、どうしようもない。今できることをしよう。何事もポジティブにだ。

　まずこの世界の基準がいるな。

　手始めに、周囲の人の情報を取得して、統計を取ることから始めよう。幸い記憶力は、人並み以上にいいので、困らないはずだ。

　前世の俺なら、手っ取り早く、本で知識を取得することを選択するが、読むことすら不可能だ。

　あっははは。行きづまり感ハンパねぇーー。けれど、楽しみは多いぞ！

「アンナ！」

　前方からの甲高い声に反応して、アンナはその場で立ち止まる。

　パタパタとした足音が間近まで近づき止まると、アンナが、落ち着いた口調でたしなめた。

「マリアンネ様、淑女はいかなる場所でも優雅に、廊下を走ってはなりません。上品にかつスマートに歩くのです」

「ごめんなさい。つい、ついね。アンナたちの姿を見つけたら、駆けだしてしまったの。次からは気をつけるわ。だから、今回は大目に見て、お願いよ」

　マリアンネと呼ばれた少女の幼さ残る声と言動から、とても愛らしい姿が、想像できた。

　俺の姉さんだろうか？

「先日十二歳のお誕生日を迎えられて、その所作に感動いたしましたのに。日常生活が、所作に出ることをお忘れなく」

　十二歳の少女に、日常での所作を強いるのか、まるで貴族の世界だ。

「はい。わかったわ。普段から気をつけるわ。ねぇ、それよりも、私たちの弟を見せてちょうだい」

「まったく、仕方がありませんね」

　やはり俺の姉のようだ。

　アンナのあきれた口調や言葉の節々から、ふたりの会話は、侍女と令嬢の関係というよりは、家族のような親しさが感じ取れる。とてもいい関係性なのだと、うかがえた。

「ありがとう。アンナ。大好きよ。うわぁ、この子が、私たちの弟なのね。うふふ、かわいい。お母様と同じ銀髪で紫の瞳！　お兄様たちが見たら溺愛するわね」

　えっ、ちょっと待って。

　マリアンネからの外見報告に唖然とする。

「はい。そうですね。リア様に大変似ておいでで、旦那様も大変お喜びでした」

　アンナがそれに同意して、両親が喜んでいるとの補足も入り、若干だが、アンナの声のトーンが上がったように感じる。

「お母様は、ご無事？」

「はい。とても元気にされております」

「そう！　それはよかったわ！」

　母上の体調がいいことを聞いて、マリアンネの弾んだうれしそうな声が聞こえるが、俺は外見のくだりからそれどころではなくなっていた。

　転生先が、中世ヨーロッパのような世界観だと、生死案内人の説明にもあったので、外見も洋風だろうと、予想はしていた。その中でも銀髪で紫の瞳というのは、珍しいのではないかと思う。

　なんとなくだが、母上は、外見も内面も、ズバ抜けて美しい人だと思う。

　あの抱擁力の持ち主が、不細工だとは想像しがたいし、俺の勘では、極上の美人のはずだ。

　父上とは対面していないので、容姿の判断もつかないが、アンナが侍女長ということは、父上は、おそらく貴族ではないかと、判断できる。

　貴族のイメージで浮かぶのは、お金と権力があって端整であることだ。ごく一部にブ男はいるが、ほぼ美形のはずだ。

　今ある情報と前世の知識から想像するに、俺の容姿は……。

　あまりうれしくないな。贅ぜい沢たくだと我わが儘ままだと罵られてもいい。ブ男より、美男のほうがいいに決まっている。

　偏見があるかもしれないが、銀髪に紫の瞳って、美少女なら許容範囲だが、男でその外見はイタい人に見える。

　俺の見方が偏っているのかな。いや、そんなことはないはずだ。

「ぁ……あぅっ」と、思わず声が出た。

「あら、どうしたのかしら？」

「マリアンネ様に、ご挨拶をされているのではないでしょうか」

「まぁ！　うふふ、私があなたのお姉さんよ」

　的外れのふたりの会話に抗議をしたい。

　おっ！　視界にふたつの輪郭が認識できる。

　俺が、声を出したことにより、少女マリアンネとの距離が、さらに近づいたようだ。

　今なら鑑定眼を使える可能性が高い。

　少女の影を意識して『鑑定眼』と念じると、突然視界が暗転した。




　気がつくと、フワフワとした暖かいものの上に寝かされていた。

　ベッドかな？　周りの気配をうかがうが、誰もいないようだ。

　そういえばさっき……。えーっと、鑑定眼を実行して、意識が落ちた……？

　赤ん坊の体力では持たず、疲れて寝てしまったのかもしれない。

　それにしては、突然すぎるような気もするが、そこを掘り下げても、答えは出ない。精神年齢が高い赤ん坊なんて、前代未聞だもんなぁ。

　それより、少女の鑑定は、失敗したのか？

　んーー……。理論的に考えれば、成功するはずだったんだが、マリアンネの情報を確認した記憶がないことからすると、失敗したのだろう。

　鑑定眼は名の通り、目で対象物を認識して実行するものだと考えている。だけど、俺は赤ん坊で、視力が発達しておらず、対象物をはっきりと捉えることができない。そのため、複数人いる状況では対象を特定できずに失敗するか、その場全員の情報が取得できるかだと、予想した。結果、失敗したことになる。

　んーーーー。わからないなぁ……。

　たしかにふたつの影を認識したが、マリアンネを意識して、鑑定眼を実行した。

　アンナの時と同じく、個人を特定したので、失敗するはずはないと思っていたのだが。

　この理論に自信があったんだけどなぁ。

　やはり視力が発達していないことが、致命的だったのかと思う。

　そうなると、次は俺自身だ。能力の把握は不可欠だ。

　自身に向けて『鑑定眼』と念じる。




　**********************

　ジークベルト・フォン・アーベル　男　０歳

　種族：人間

　職業：侯爵家四男

　Ｌｖ：１

　ＨＰ：８／10

　ＭＰ：50／１００

　魔力：１００

　攻撃：10

　防御：10

　敏捷：10

　幸運：２００

　魔属性：全属性

　身体スキル：毒耐性５・麻痺耐性４・状態異常耐性３・闇耐性３・呪耐性７

　上級スキル：鑑定眼〈極〉

　固有スキル：言語完全理解〈極〉・成長促進〈極〉

　加護：転生祝福

　称号：幸運者

　スキルポイント：１０００

　**********************




　さてさて、いろいろと突っ込みたいステータス内容だ。







[image: ]







　時間はたっぷりあるので、ゆっくりじっくり確認しますかね。

　俺の今世の名前は『ジークベルト・フォン・アーベル』。元日本人からすると、横文字にかなりの違和感があるが、まぁこれもいずれ慣れるだろう。

　侯爵家の四男で、俺の知識に間違いがなければ、侯爵の地位はかなり高いはずだ。

　マリアンネが『姉』と名乗っていたから、今把握できるだけで、俺のほかに四人以上の兄姉がいることになる。

　身の回りのものの感触からして、不自由なく養えるほどの裕福さと見た。

　次はステータスの確認。

　魔力とＭＰが非常に高いのは、全属性の適合が影響しているためだと想定。

　幸運値が２００と、ほかと比べてずば抜けて高いのも、称号『幸運者』が関与していると思われる。

　そのほかは、アンナの数値よりも低いけれど、赤ん坊として普通なのかはわからない。

　いや、レベル１に対して攻撃などが10というのは、アンナの数値と比較しても高いのかもしれない。

　まぁ、いいか。今それを気にしてもなにもできないし、そこはおいおいでいいや。

　ＨＰが減っているのは、体力を少し消耗しているのかもしれない。

　普段の生活で自然に下がるのか。戦闘などで、攻撃されないと数値に変化がないと勘違いしていた。

　完全なるゲーム脳だ。ここはゲームではなく、現実世界だと、頭では理解しているつもりだったが、スキルやステータスなどのファンタジー要素に、どうも浮き立っている。

　気持ちを引き締めないと。ん？　ＭＰが半分なのはなぜだ。

　考えられる原因は、鑑定眼だが……。

　んん？　なんだこれ？




【鑑定眼：鑑定より多くの情報を得られる上位スキル。鑑定10で取得可能。ＭＰ消費50】

　突然、頭に甲高い音が鳴り響き、鑑定眼の詳細が表示される。

　びっくりした！　ほぼ身動きがとれない体だが、一瞬ケツが浮いたぞ。

　はい。鑑定眼の超便利機能発見！　知りたい情報を選択すると詳細な内容がわかるようだ。

　この情報から、鑑定眼のＭＰ消費は50であることが判明。ＭＰ消費量が多いか少ないかは、下位スキルの『鑑定』を使用して比べてみよう。

　鑑定スキルは未取得だけれど、鑑定眼の下位スキルなら鑑定使えるよね？

【下位スキルの使用は可能】

「ピコ」という電子音と共に、下位スキルの情報が表示される。

　おぉーー！　ヘルプ機能発見！

　鑑定眼、かなりの便利スキルだ。情報収集の救世主ともいえる。

　これで、動けない赤ん坊の間も、時間を有効活用できるし、ありがたい機能だ。

　ん？　ＭＰの表示内容……。

【ＭＰ：精神力、魔法・スキル使用時に必要となる。０になると気絶する】

　それでさっき気絶していたのか。

　鑑定失敗という問題ではなかった。しかし鑑定眼の使用には、これから気をつけよう。むやみに使って、たびたび気絶していたら、体が持たない。

　さぁ、気を取りなおして次にいこう。

　多数のスキルが付与されているが、これも特賞特典なのか？

【特賞特典は、鑑定眼〈極〉・成長促進〈極〉・全属性の魔法】

【身体スキルは、母胎内での成長時に取得】

　ヘルプ機能、ありがとうございます。

　それにしても、生まれつき毒と麻痺、状態異常に、闇と呪の耐性を持つ身体スキルがあるなんて、どういうことだ。どれも関わりたくない厄介なものばかりだ。

　母上が、俺を身ごもっているときに、なにかをしていたのかな？

　あぁー、思い出した！　貴族は耐性をつけるために毒を服用することがあり、妊娠中にも服用して、胎児にも耐性をつける習慣があったと、大学時代に昔の文献で読んだことがある。

　所持して悪いスキルではないし、むしろ備えあれば憂いなしだ。まぁ後々必要となることは避けたいけどね。

　次は一気に確認します。




【成長促進：レベルアップごとに基本値を最大値で付与し、プラス10もしくは１００を固定で加算】

【言語完全理解：全言語の読・書・聞・話を完全に理解できる】

【転生祝福：転生者特典！　スキルポイントの振り分けができ、スキルを取得できる】

【幸運者：最強運を持つ者に与えられる称号】

　ツッコミどころ満載なんですが……。

　まず成長促進だが、生死案内人の説明では、少々能力値を上乗せするスキルとの話だったが、レベルアップごとに、基本値が最大値で付与されるって！　もうこれだけでチートじゃないか！

　ところで、基本値はどれぐらいなんだ？

【レベルアップごとに付与される基本値は０－10であり、各個人の才能に準ずる。ただし、幸運値に関しては、才能は関連せず、その時々で上下する。そのため幸運値は、非常に上がりにくく、初期値の者も少なくはない】

　なるほど。基本値は、各個人の才能に左右されるのか。

　ただし俺は、才能の有無に関係なく基本値の最大値、つまり10が毎回付与され、それに加えて10もしくは１００が加算されると。レベルが上がれば上がるほど、常人離れするんだな。

　はっはは……。

　言語完全理解も下手したら、いや下手しなくてもチートスキルだ。

　例えば未解読の古文書も、楽々読めるし書けるんだ。この世界の言語がどれぐらいあるかわからないが、俺は勉強する必要もなく会話ができる。

　うわぁー。人生堕落しそう。

　次は加護の転生祝福。

　もらったときは、おまけ程度にしか考えていなかったが、スキル取得ができるのは、大変有能な加護だ。

　これそもそも加護なのか？　スキルのような気もするが、そもそもスキルってなんだろう？

【スキルは、項目ごとに設定されている一定以上の経験値を習得することで付与される。スキルの有無で、その分野における能力が格段に違う】

　なるほど。スキル取得は、かなり大変なんだな。

　だが俺は、スキルポイントで簡単にスキル取得ができる。

　だけど、そのスキルポイントの取得方法は、楽ではないはずだ。

【スキルポイントの取得は、レベルアップ時、戦闘経験値より取得可能】

　当分ポイント取得は、難しそうだ。となれば、今あるスキルポイントを大事にしないとね。

　ところで、俺のスキルで一番高いのは、呪耐性７だが、極はどの程度のものなんだ？




　**********************

　スキルレベルには段階があり、以下となる。

　１　初級

　２　初中級

　３　中級

　４　中上級

　５　上級

　６　最上級

　７　達人級

　８　名人級

　９　超人級

　10　伝説級

　極きわみ　神級

　**********************




　安定のヘルプ機能。助かります。

　はい、特賞特典すべて神級でした。チートスキルのはずだ。

　驚きは、呪耐性７の達人級だ。

　苦労せずにスキル取得できていて、とてもありがたいが、母上はどんな修練をしたのか……。聞きたいような、聞きたくないような。

　最後の幸運者はどう考えても、前世関連だよな。生死案内人が説明していた厄介な高幸運値が、関係しているよね。

【幸運者は、ジークベルト・フォン・アーベルの初期設定！　ラッキー！】

　ヘルプ機能!?　壊れたのか？　壊れたんだな！

《ヘルプ機能は正常です》

　自動回答しやがった。

　俺の初期設定ってことは、前世での厄介な高幸運値は、この称号が関係しているのか？

　いやまさか転生すれば、毎回リセットされる……よね？

　魂の記憶は消えるって言っていたしね。称号だけが消えないなんてないよな。

《称号の幸運者だけは未来永劫消えません。ただし悪徳を積み重ねた場合、特例で削除されます》

　再びの自動回答。

　ちょっと待てぇー。意思があるのかヘルプ機能！

《…………》

　そこ無回答かーっい！

　自動回答ツールでも備えつけられているのか？

《正解です！》

　絶対意思あるだろ！










事前情報




「リア、体調はどうだ」

　心地のよい昼下がりのひととき、母上の寝室でふたり、なにをするわけでもなく過ごしていた。

　その静寂の中、ご機嫌をうかがうように、渋い声が部屋に響きわたった。

　この渋い声の持ち主は、俺の父上、ギルベルト・フォン・アーベルである。

　父上のステータスは先日『鑑定』で確認したところだ。




　**********************

　ギルベルト・フォン・アーベル　男　37歳

　種族：人間

　職業：侯爵、マンジェスタ王国第一騎士団副団長

　Ｌｖ：57

　ＨＰ：４９３／４９３

　ＭＰ：１３５／１３５

　魔力：１４５

　攻撃：３９２

　防御：４０３

　敏捷：４１２

　幸運：１０２

　魔属性：火・土・炎・雷

　**********************




　父上のステータス情報から、ここがマンジェスタ王国であることがわかる。

　建国からの歴史が長く、王政ではあるものの、世界でも有数な大国家である。

　父上はそのマンジェスタ王国の筆頭侯爵であり、第一騎士団副団長でもある。

　実力は折り紙つき、将来の総そう帥すい候補で、近々団長に昇進することが決まっている。

　この情報は、ヘルプ機能から得たものである。

　それよりも『鑑定』でヘルプ機能が使えたのには驚いた。『鑑定眼』の機能だと思っていたよ。

《特例です》

　鑑定の消費ＭＰは５。鑑定眼の消費ＭＰ50と比べると、かなり使い勝手がいい。

　このＭＰ消費量の差は、そこで得られる情報量の差である。

　たとえば、人物を鑑定するとしよう。鑑定だと対象者のステータスの限られた情報しか得ることができないが、鑑定眼だとすべての項目と詳細情報を得ることができる。

　ちなみに俺の鑑定のスキルレベルは、鑑定10に相当する。上位スキル所持者のため、下位スキルでも、高レベルでの鑑定が可能なのだ。

　鑑定が使用できるとわかり、すぐに調子に乗った。視界に入ったものすべてを鑑定した結果、次から次へと新しい情報が頭に入り、とうとう整理ができなくなり、情報の垂れ流し状態となった。

　記憶に自信があっても、これほどの情報量は、さすがに無理だ。

　さてどうするかと思案していたら、ヘルプ機能から救いの手が差し伸べられる。

　鑑定で得た情報は、ヘルプ機能の中に保存され、俺が必要とする際にヘルプ機能から情報が提供されるとのことだった。

　はぁーと、思わず感嘆する。死角なしのスキルだと感心していると、これも特例とのことだった。

　結論としては、鑑定10の情報が確認でき、消費ＭＰも少なく、特例でヘルプ機能が使えるということだ。鑑定を普段利用することにした。

「ギル、とてもいいわ」

　うふふっと、かわいらしい声が、頭上で響く。

　俺は今幸せの国の中にいる。赤ん坊生活で精神を削られている俺の唯一の癒やし時間だが、毎回毎回計ったように、子こ煩ぼん悩のうで愛妻家でもある父上ギルベルトが訪れる。

　邪魔だとは少しも思ってませんよ。えぇ、本心ですとも。ただこの正確さには驚きますけどね。

　多忙な執務の合間に、抜けてくるようで、執事ハンスに「やはりここでしたか」と、強制連行されるのは日常。

「ジークも元気そうだな」

　父上、今朝もお会いしましたよ。

　アンナが止めているにもかかわらず、俺を抱き上げ、無言で上下に振り、怒られていましたね。

　おそらく、高い高いをしたんだと思いますが、まだ首すわってませんから！　頭がもげて死ぬかと思いました。反省してますよね!?

　ゴツゴツした手が、遠慮がちに俺の頬をなでる。

　まぁ悪くはない。欲を言えば、その繊細さを今朝出してほしかった。

　父上は、慎重派らしいが、母上や俺に関しては、たちまち我を忘れるようだ。

　頭上でふたつの影が重なる。

　俺には見えてません。邪魔もしません。ただ、このダダ漏れの甘い空気は感じ取れてしまうので、勘弁してほしい。

　夫婦仲がいいのは、もちろんいいことだ。

　そう、すごくいいことだ。

　だが！　だが！　だがぁー！　俺のいないところでやってくれーー！

　俺の心の叫びを無視して、両親はとても仲睦まじく、甘々の雰囲気のまま、たわいもない話をする。これも普段通りである。

　そして俺は、両親の会話に耳を傾けるような、無粋なまねはしない。まぁ眠気に勝てないので、物理的にできないんだけどね。

　例のごとくうつらうつらし始める。両親の会話は子守り歌で、幸せの国の心地よさが、さらに強固な眠りを誘う。

　気づくと九分九厘が、ベッドの上だ。まじ完敗です。

「ジークも一ヶ月を過ぎたし、鑑定はどうするの？」

　母上のなにげないこの質問から、ふたりの空気が一変した。

　その変化に母上の腕の中にいた俺が反応すると、それに気づいた母上が、優しく体をさすってくれる。

「ゲルトの件で鑑定師は信用できない。ヴィリバルトに頼んでいる」

「そう。ヴィリーなら安心ね」

　母上の安心した声と父上の硬い声から、ふたりの中ではとても深刻な話なのだと感じ取れた。

「あぁ。ヴィリバルトはディライア王国を訪問中だ。帰国後の鑑定となる。早くて一ヶ月後だな」

「サンドラ様のご出産がもうすぐだものね」

　話題が変わり、空気が少し和らいだ感じがする。

「出産後の経過連絡の任務と鑑定も請け負っているようだ」

「あら、鑑定眼持ちは大変ね……」

　母上が心配すると、すかさず父上が母上のそばに寄り添う気配を感じた。

「リアが気にすることではないさ」

　幸せの国に滞在中で、寝落ち寸前だったが、気になるワードが次々に出てきたので覚醒した。

　まず、ゲルト。

　兄姉の中で唯一対面したことはないが、俺の兄らしい。

　特待生で魔術学校に通っており、麒き麟りん児じと称されているようだ。

　誕生時の鑑定でなにかあったようだが、詳細は不明。

　次にヴィリバルト。彼は、父上の年の離れた弟で、第三魔術団所属の騎士だ。

　魔術に長たけており、適応属性も多く、上級属性も複数所持している。

　外見と実績から『赤の魔術師』『赤の貴公子』との二つ名があるようだ。

　いまだ独身で、貴族女性からの人気も非常に高く『赤貴公子会』という名の会があるらしい。

　燃えるような赤髪と赤い瞳、貴族の中でもひときわ端整な顔立ちが、その特徴をさらに印象づける。また戦勝の実績から過激なイメージがあるのに反し、本人は冷静で落ち着きのある性格。そのギャップが人気となっている。また物腰もやわらかく、洗練された動きがさらに人を魅了するようだ。

　兄弟仲はすこぶる良好で、侯爵家にはよく滞在しており、お世話に慣れているはずの侍女たちが、ヴィリバルトから漂う色気で一瞬失神するそうだ。

　それからサンドラ。彼女は、我が国の第一王女で隣国のディライア王国の国王の正妃として嫁いでいる。

　臨月に入り、近く、第一子が誕生する予定である。王女時代に、赤貴公子会を発足させたひとりであり、初代会長だったとの噂うわさもあるらしい。

　これらの情報は、すべて侍女たちから仕入れた。皆、俺が赤ん坊だからと油断して、ありがたいことに雑談が多くなるのだ。特に叔お父じの情報は、詳細に入る。

　そして両親の会話で、一番注目したのが、叔父ヴィリバルトが『鑑定眼』持ちであると判明したことだ。

《貴族は生後一ヶ月ぐらいに鑑定師を呼んで、魔属性を確認することが習わしです》

　突然、ヘルプ機能の言葉が頭の中に流れてきて驚く。

《貴族の多くは魔属性を所持しており、適応属性を把握することで、子に初級魔法を覚えさせます。魔力があっても、魔属性を所持していなければ、魔法は使えません。魔属性のない子は、スキル取得を目指し教育転換されます。この鑑定は近年『お属初め』と呼ばれ、とても重要視されています》

　お属初めの情報に、ヘルプ機能が暴走したのかと焦ったが、父上が訪れる前に鑑定を起動していたことを忘れていた。

《失礼です》

　あっ、へそを曲げるのは待って欲しい。もう少し詳細なお属初めの情報を教えてほしい。謝るからね。この通り。

《……許しましょう。お属初めはの結果は――》

　なるほど。ヘルプ機能から嫌がらせかと思うぐらい多くの情報を得ることができた。

　お属初めの結果は、各家で対応が違い、貴族の第一子は、公表することで跡継ぎが魔属性を所持していると証明する。貴族は魔法が使えてあたり前というのが一般論で、魔属性がないものは家督が継げないという厳しい世界でもある。

　しかし、貴族の家に生まれたとはいえ、魔属性がない子もいる。理由はいろいろあるが、多くは両親の片方が、貴族出身でないことだ。その子が第二子以降なら、スキル教育を徹底し体面を保つ。だが、第一子は悲惨だ。家の面汚しだと親族中に罵られ、スキル教育はされるが、成人までに病死することが多い。なかには分け隔てなく立派に育てる家もある。

　貴族家にとって魔属性はそれだけ重要なのだ。

　魔属性の属性数は平均一・五であり、属性は遺伝することが多い。

　通常属性は、火・風・土・水・光・闇・無

　上級属性は、炎・雷・氷・聖・呪

　上級属性は、後天的に取得する者が多い。

　まれに先天的に上級属性を所持している者がいるらしく、その者は、神童・麒麟児と称されることが多いそうだ。

　予想でしかないが、ゲルト兄さんは、先天的に上級属性を所持していると思われる。ゲルト兄さんの侍女情報、極端に少ないんだよね。鑑定で掘り下げてもいいけど、本人と会ってからにするつもりだ。

　これらの情報から察するに、全属性所持などありえないのだ。

　魔力の高さゆえ、家や王国から期待されて縛られるのはごめんだ。俺は、自由気ままに普通の生活がしたい。そこで転生祝福の加護から有効なスキルを取得しようと思いつき、隠蔽スキルにたどり着いた。

　隠蔽スキルは、自分のステータスを思うように変更できるスキルだ。例えば、俺の名前を変更することも可能だし、取得スキルを消すこともできる。ただし、ステータスに表示されているものが対象で、ステータスに表示されていないものを隠蔽することはできない。

　転生祝福の加護で取得できるスキルは、レベルでの解放条件がある。例えば、鑑定スキルを取得するには、解放条件のレベル10に到達している必要がある。解放条件をクリアしていると、スキル名がグレーから黒く表示され、取得できるようになる。隠蔽スキルは、すでに黒く表示されていて取得可能だった。

　いつ誰に鑑定されるかわからないため、以前からヘルプ機能と相談して、隠蔽５を取得する予定だったが、『お属初め』の情報と、叔父の『鑑定眼』持ちが発覚したため、隠蔽５では欺けない可能性が出てきた。。

　そもそも鑑定スキルの取得は難しく、鑑定師になる人間は少ない。その特性から一般的な鑑定師の鑑定レベルは、鑑定３が平均的である。

　ちなみに自身のステータスは『ステータス表示』で確認できる。

　ヘルプ機能でこの情報を知ったとき、崩れ落ちた。実際は崩れ落ちないが、精神的に折れた。

　日々知識を蓄えていた。

　ヘルプ機能は鑑定の情報内でしか、応答がない。そのため消費ＭＰが高い鑑定眼を自身に実行し、情報を掘り下げて、残りのＭＰで鑑定を使用していた。

　消費ＭＰを意識しながら、少しでも多くの知識を得るため、取捨選択していたのだ。

　それが、それが！　『ステータス表示』でステータス確認ができるなんて！

　便利だ。だが、その情報をなぜすぐにくれなかった。俺の努力、返してくれーーーー。

　半日やさぐれていたが、俺の努力は無駄ではなかった。万能なヘルプ機能でも、魔力を使用していないステータス表示では、ヘルプ機能が使えないことがわかった。

《精進いたします》

　精進してできるものなのか。

　最近では魔道具が発達し、冒険者ギルドなどの登録時に活用できるよう、簡易版だが第三者がステータス確認できるものもあるらしい。

　また魔道具は便利だが値段も高く、その機能性はピンキリで、魔属性の有無にかかわらず誰でも使用可能なものと、特定の魔属性が必要なものがある。

　少し話が脱線してしまったが、どのレベルの隠蔽スキルを取得するかだ。候補として隠蔽10もしくは隠蔽〈極〉をあげたい。

　事前に確認した取得スキルポイントはこれである。




　**********************

　取得に必要なスキルポイントは、以下となる。

　スキル取得には、取得レベルまでの合計Ｐが必要である。

　１　10Ｐ

　２　20Ｐ

　３　30Ｐ

　４　40Ｐ

　５　50Ｐ

　６　60Ｐ

　７　70Ｐ

　８　80Ｐ

　９　90Ｐ

　10　１００Ｐ

〈極〉　４５０Ｐ～

　**********************

　要するに――。

　隠蔽10を取得するには５５０Ｐ、隠蔽〈極〉を取得するには１０００Ｐが、必要ってことだ。

　俺が持っているスキルポイントは１０００なので、どちらでも選択することができる。

　隠蔽10を取得するか、隠蔽〈極〉を取得するか悩ましいところだ。

　隠蔽〈極〉は、最強だがスキルポイントがゼロになる。隠蔽10はそこそこの力だがスキルポイントは４５０残せる。

　迷わず選択ができる決定的な情報があればいいんだが……。

　ここはひとつ、教えてヘルプ機能様！

『鑑定眼』発動！

　鑑定眼を欺ける隠蔽スキルのレベルは？

《通常の鑑定眼であれば、隠蔽10で対応可能です。ただし、実施者と対象者のレベル差が大きい場合や、実施者の取得スキルによる環境で、隠蔽10にて対応できない可能性あります》

　微妙だな。

　叔父のレベルや取得スキルはわからないが、まずレベル差はどれぐらいなんだ？

《レベル差は50以上です》

　うわぁー。また微妙な数字だ。

　父上のレベルは57。今は騎士団の副団長だが、団長への昇進が決まっているし未来の総帥候補でもある。普通に考えて、魔術団の騎士である叔父が、父上以上のレベルだとは考えにくい。父上と年が離れていることを考えても、レベル50は超えていないと推測する。

　騎士の条件のひとつに、最低レベル20が必須とはあるが、なんせ一般人の平均はレベル10ですから。

　そうとなれば、あとは、取得スキルによる環境だよな。

　曖昧な説明ですな……。どの取得スキルが影響するのか。

《実施者の取得スキルの環境によるため、回答不可です》

　えっ!?　まさかの回答不可です。

　ヘルプ機能でもわからないことがあるのか。

《不確かな情報の中での回答となるため、予測も含め何百通りもある情報を表示しますが、よろしいですか》

　すみませんでした。遠慮しておきます。

《わかればよろしい》

　んーー。これはもう、隠蔽〈極〉の選択しかないかな。

　念のため、もう一度内容を確認する。

　ん？　通常の鑑定眼？

《例外は、特賞特典で付与された鑑定眼です》

　ここで特賞特典、再登場です。俺のスキル、チートすぎる。

　なるほど、これも環境ですね。

　もしかして、対応できない可能性があるスキル環境って、考慮しなくてもいいぐらいのレアケースなのか？

《正解です》

　おぉー。やはりそうか。そうなると振り出しに戻るんだけど……。

《あとはご主人様の選択です》

　そうだけど、決め手がないから、決断ができない。

　うーん……まだ時間があるからよく考えよう。

《はい。ご主人様。一緒に考えましょう》

　ほんとヘルプ機能は、頼りになるな。

　鑑定を重ねるうちに、ヘルプ機能が進化したようで、会話が成り立っている。進化条件は教えてくれなかったが、俺が成長するにつれて、できる機能が増えるそうだ。

　あっ、そういえばスキルポイント１０００は、どこからの付与だろう。

《生死案内人の心配りです》

　これも特典かと思っていたよ。

　生死案内人、ありがとうございます。










お属初め




『お属初め』の日がとうとうやってきた。

　俺は子供用ベッドに寝かされており、そばには母上がいる。

　母上は、落ち着かないのか、俺のベッドの脇を行ったり来たり、時には俺を抱き上げたりしている。

　執事のハンスが、叔父の訪問を伝えると「すぐ戻る」と、父上が部屋を出てからだいぶ時間が経っている。

「遅いわね。なにかあったのかしら？」と、母上がこぼすと、トントンと扉をノックする音が聞こえた。

「はい。どうぞ」

　母上の返事と共に、扉がゆっくり開き、複数の気配を感じる。

「義ね姉えさん、ご無沙汰しています」

「ヴィリー、元気そうね」

「えぇ、義姉さんも元気そうで安心したよ。相変わらず美しいね」

「ありがとう。お世辞でもうれしいわ」

「私は世辞は言わないよ。美しい人に美しいと称しているだけだよ」

　ヴィリバルト叔父さん、初見ですが、侍女情報とだいぶ違いませんか。

　なんだかチャラ男臭がします。

　そして横にいる父上から相当な威圧を感じます。

「兄さん、挨拶だよ」

「わかっている」

「嫉妬深い夫を持つと大変だね、義姉さん」

「うふふ、うれしいわ」

「リア」

「はいはい。ここでイチャつかないでくださいね」と、叔父がふたりの間に入ったようだ。

「わかっている」

　父上の口調が、邪魔をされて少しふて腐れていた。

　慣れって怖いよね。

　この程度のイチャつきならもうスルーできますよ。

　いつでもふたりの世界へ入りますからね。

「それでは、今日の主役君と対面いたしますか」

「ヴィリバルト、優しく扱えよ」

「わかっていますよ。まだ赤ん坊なんだから、丁重に扱いますよ」

「なんだ」

「なるほど。兄さんのことだから、首もすわっていないジークに高い高いとかして、乱雑に扱ったとアンナに怒られたんですね」

　叔父さん正解です！　現場見ていたんですか！

　俺は半分意識が飛んでいたけれど、もうこってりぽってり絞られていましたよ。

「見ていたのか!?」

「兄さん、私は任務で昨日帰国したばかりです」

「わっ、わかっている」

「ギル、ヴィリーには勝てないわ」

　会話しか聞こえない状況だが、なんとなく把握はできる。

　父上、先ほどまで目が泳いでいましたね。母上の参加でこの話が終わったと安堵しましたね。

　ええぇ、えぇーー、まだ二ヶ月の付き合いですが、俺にはわかりますよ。

　叔父は一歩引いて、事の成り行きを静観する。これがアーベル兄弟の日常であると、この数分の会話で察しました。

　視界に細長い影が入る。

　父上とは違う、大きく繊細な手が頬をなで、俺を抱き上げた。

「はじめまして、ジークベルト。叔父のヴィリバルトだ」

　まだ視力は、顔を詳細に把握できないが、父上と同じ鮮やかな赤は認識できる。

「義姉さんに似ているね。男にしておくのはもったいないね」

「そうだろう」

「うふふ、そうでしょう。私と同じ色の髪に瞳なの。ほかの子供たちは、アーベル家の遺伝子を引き継いでしまったから、とてもうれしいわ」

「義姉さんの色は珍しいからね」

　母上と似ているのは、すごく光栄なことだけど、ますます容姿確認したくないなぁ……。男にするにはもったいない愛らしい顔立ちってことですよね。

「うふふ。ジークがもし女の子だったら、ブルーのドレスが似合いそうだわ」

「かわいいと思うぞ」

　父上そこは賛同しないで、反論して！

「ジークベルトには華があるから、シンプルなドレスでも似合いそうだね」

「あら、それもいいわね」

　母上！　叔父と一緒に女の子の服を検討しないで。

「一度着せてみようかしら？」

「うっ、ううう」と、そろそろ我慢ができなくなり、俺はぐずり始めた。

　楽しそうに会話を続けていた大人たちが、はっとしてそれに気づくと、慌てて俺のご機嫌を取る。

「あらあら、どうしたのかしら？」と、母上の腕におさまると、安堵感から気持ちが落ち着く。

「ジークベルトは、男だから、我慢強いな」と、父上が、俺の頭を優しくなでる。

　父上、そのフォローは今さらです。

　俺が落ち着いたのを確認して、母上から叔父のもとに戻される。

「今から君に『鑑定眼』を使うね、特に体が痛くなるとかはないから安心してね」

　ようやく本題に入り、赤ん坊にも意外と紳士な叔父に、評価を上げる。

　隠蔽スキルよ、うまくやってくれぇー。まじでなんとかしてくれよ。頼むぞ！

　うまく隠蔽ができていれば、叔父に見えるステータスはこれのはずだ。




　**********************

　ジークベルト・フォン・アーベル　男　０歳

　種族：人間

　職業：侯爵家四男

　Ｌｖ：１

　ＨＰ：10／10

　ＭＰ：10／10

　魔力：50

　攻撃：10

　防御：10

　敏捷：10

　幸運：２００

　魔属性：火・風・土・水・無

　身体スキル：毒耐性５・麻痺耐性４・状態異常耐性３・闇耐性３・呪耐性７

　称号：幸運者

　**********************




　魔属性は、実用を考えて通常属性の七個から選択して五個。

　本心は、光と闇も加えたかったが『将来全属性所持の可能性あり』なーんて、大騒動になる気配がしたので断念。

　そもそも隠蔽スキルを取得した意味がないしね。

　あとは、ＭＰを十分の一に、魔力を半分にして隠蔽した。

　魔属性が五個も適応されて、魔力が低いのはどうかなぁと思い、平均より上の50にしてみた。

　幸運値はそのままで、『幸運者』という称号から察してくれると期待。

　称号を残した理由は、今後の行動で『最強運』だからと、周りが納得してくれれば重畳。

　加護と特賞特典でもらったスキル、スキルポイントは完全に隠蔽した。これを隠さずになにを隠すのかとなるよね。

　母胎にいたときに取得した身体スキルだけは、いっさい隠蔽しませんでした。

　母上ががんばってくれた証あかしですしね。

「ふーん」

　叔父から、なんとも捉えがたい声が聞こえた。

　隠蔽失敗したのか!?

　変な汗が出てくる。不安で、やばい。泣きそうだ。

「ヴィリバルト、鑑定はどうだったんだ」

　父上の問いに、叔父が淡々とした声で答える。

「魔属性は火・風・土・水・無だよ」

「光・聖属性はないのか」

　あれ？　期待と違う反応だ。

　いくぶん父上のトーンが、落胆しているような気がする。

　魔属性の数で多少驚くかなと思っていたが、追加属性の確認があり、しかも上級属性の聖が含まれている、まさかの展開です。

　父上の言葉からして、選択属性間違えたか？

　だけどアーベル家は、火属性を多く輩出する名家である。上級属性を選択するなら炎と考えていたが、なぜ聖なのか？

「ないよ。代わりに幸運者の称号付きで、幸運値が２００だよ」

「幸運値２００!?」

　父上の驚きの声が、部屋に響きわたる。幸運値でその反応は想定外のものだ。

　幸運者の称号があるからすんなり受け入れられると思っていた。なにがいけなかったんだ。

　父上が驚きのあまり、俺たちに急接近していたようだ。

　近い近いですよ、父上！

「落ち着いて兄さん」

　興奮した父上を抑えるように、冷静な声で叔父がたしなめた。

「悪い」

「あくまで推測だけど幸運者の称号が、幸運値に影響していると考えられるよ。幸運者の説明は『最強運を持つ者に与えられる称号』とあるからね」

「そう……か」

　叔父の推測を聞いても、父上の様子は変わらず、あまりよくない結果だったのだと悟った。

「兄さん、驚くのはまだ早いよ」

　叔父から追い打ちをかけるような言葉が出ると、興奮を抑えきれない声で父上が問うた。

「まだなにかあるのか!?」

「落ち着いてくださいね、魔力値が50でした」

「なんだって！」

　その驚きようは、幸運値の比ではなく、絶望に近い空気が周囲に漂った。

「この理由はわかりません。お手上げです」

　叔父さん、そこはなにかしらの理由を推測してください。あなただけが頼りなんですよ。

　魔力値50は、数値が高すぎたようだ。半分ぐらいなら許容範囲だと思って設定したけど、隠蔽スキルに気を取られて、貴族の赤ん坊の平均値は調べてなかった……。

　うおぉーー。やっちまった感がハンパない。

「まぁ難しい顔して、ギル、ギル？　聞こえてないわね」

　この重い空気を変えるように、ひときわ明るい声が聞こえた。

　今まで傍観していた母上が、父上に寄り添い声をかけるが、なにかを考え込んでいるようで、父上からは反応がないようだ。

「衝撃だったんだと思うよ。この顔はなにを言っても無駄ですよ」

「そうね。ヴィリー、鑑定は以上かしら？」

　すかさず叔父からフォローが入ると、母上はそれを肯定して叔父に向き合った。

「さすが義姉さん、少しも動揺はしてないね。それとも想定の範囲内だったのかな」

　母上の落ち着いた態度に、叔父が少し面食らったように問う。

「あらすごく驚いているわよ。でもそうね、ジークは私にとって特別だから、なにを聞いても受け入れられるわ」

　安定した母上の口調に、場の空気が和らいでいくのがわかった。

　まさかの設定ミスをする息子ですが、優しく包み込んでください。

　叔父よ。今すぐ母上に俺を渡しなさい。

「なるほど。あとは身体スキルですね。毒・麻痺・闇・呪・状態異常の耐性を取得している。これは義姉さんががんばったからだね」

　母上の説明に、叔父は納得したようで、淡々と耐性の話をして母上を褒めた。

「そう！　ジークに耐性スキルがついたのね！　うれしいわ」

　一段と高い声に、母上がとても喜んでいるのがわかる。

「耐性スキルは取得するのが難しいスキルだからね」

「耐性スキルがついていたのか」

　おお。父上、再起動！

　父上、フリーズするほどの衝撃を与えてしまい、大変申し訳ありません。猛省中です。今後このようなことはないよう、精進しますので、許してください。

「兄さん、思っているよりも早く復活したね。考えはまとまったのかな」

「あぁ、悪い。公表の件を考えていた」

　叔父の問いかけに、父上はひとつ息を吐いてその考えを述べた。

「そう。兄さんは公表しないと断言していたけど、考えが変わったんだね。私はジークのためにも公表するべきだと思うよ」

　公表？　お属初めの結果内容のことか。

「覚悟は決めた。全力でジークベルトを守る！」

　父上の力強い宣言は頼もしいが、その内容はあまりよろしくない。

　公表することで、父上が覚悟するほどのことが、俺に生じるらしい。

　トラブルを起こす可能性があるなら、公表やめましょうよ。

「兄さん、別にすべてを公表しろとは言ってないよ。魔属性だけ公表すればいい」

「だが」

　父上の戸惑いを遮るように、叔父が提案する。

「公表はあくまでも任意だ。先のゲルトの件で、注目度は高いだろう。だけど魔属性の適応数だけで満足するよ。誰も魔力値や幸運値の異常に気づく者なんていないし、アーベル家の公表を疑う者はいないよ。心配なら私が『守り』の魔法でジークを鑑定できないようにするよ」

「それはそうだが、万が一のことを考えれば――」

　叔父の提案に、不安が残ると伝える父上。それを受けた叔父が言葉をつなげ説得する。

「わざわざ騒動を増やす要因をつくらなくていいよ。それに成長すればレベルなどでごまかしがきくし、称号もその際ついたことにすればいい」

「ギル、私もヴィリーの意見に賛成よ。魔属性だけの公表でいいと思う。ほかのことは、今ここにいる三人だけの秘密にすればいいわ」

　さらに母上からも叔父の提案に賛同するとの声が出た。

「リア」と、少し弱々しい声で、父上が母上を呼ぶと、それに応えるように、母上が「ジークを騒動に巻き込みたくないわ。ゲルトを守れなかったことを今も後悔しているの」と断言する。

　夫婦の会話の流れから、父上の判断を察した叔父が、さらに提案をする。

「魔属性の適応数だけでも魔術省は動くよ。だけど問題はない。魔属性は私のお属初めのときと同じだから、対応を父さんに聞けばいいよ」

「父上にか」

　意外な人物の名に、父上は少し驚いたようだ。

「うまく対応すればゲルトみたいにはならない。珍しいよね、父さんがこの場に出席しないなんて」

　叔父の疑問に、母上が答える。

「お義と父う様たちは、魔法都市国家リンネに滞在されているわ」

「リンネにかい？　最近はよく国を離れているけど、また遠い場所へ行ったね」

　祖父母の滞在先を聞いた叔父は、口調からわかるように、ふたりの行動にあきれたようだ。

「国王に代わり臨時の特派大使として訪問している。賓客だと喜んでふたつ返事だった」

　それに気づいた父上が、補足しながら会話に加わった。

　叔父の機転から、話題が俺から祖父母の話に変わり、俺の『お属初め』は終了したようだ。

　話の流れから、どうやら魔属性のみの公表になったようだ。

　魔力値と幸運値は、異常値だったんですね。

　叔父は、レベルが上がればごまかしがきくと言っていたが、俺には成長促進があるので、隠蔽スキルにがんばってもらおう。

　両親や叔父の態度からして、気になるのはゲルト兄さんの件だ。

　ゲルト兄さんは、属性鑑定の結果、なにかしらの騒動に巻き込まれて、両親が守りきれなかった。そこに魔術省が関わっているのは、間違いない。

　ゲルト兄さんが特待生で魔術学校に所属している件が、これにつながっているのだろう。

　ゲルト兄さんにいまだ会えない理由もここだな。

　なんとなくだが、俺は騒動に巻き込まれない気がする。祖父の対応もそうだが、最強運がいいように作用しそうだ。

　で、俺が注目したいのが『魔法都市国家リンネ』だ。

　今のところリンネの情報は、マンジェスタ王国から遠い場所とだけしかないが、名前の通り魔法に精通しているのだろう。

　魔道具なども多く作製していそうだな。

　いつか行くのが楽しみだ！

　魔法といえば、叔父の『守り』の魔法だ。

　この世界の魔法は、大雑把に言えばイメージ。

　同じ魔法名でも多種あり、その効果はいろいろだ。

　例えば『癒やし』なら、麻痺や毒、状態異常の完治も、怪我などの緩和や全快も同じ名前である。

　術者のイメージによって魔法は行使され、効力はその熟練度と魔力の数値、レベルによる。

　怪我の全快をイメージして『癒やし』を行使しても、術者の魔法レベルや魔力が低ければ、怪我の緩和程度になるんだそうだ。

　叔父の『守り』は、魔法を阻害するものだ。まぁほかにも使えるんだと思う。

　ということで叔父を鑑定してみよう！

　興味本位だが、叔父のスキル等はすごそうなので、鑑定眼を使用する。

　叔父に『鑑定眼』と念じる。

「ん？」

「どうした？　ヴィリバルト」

「今、魔力が動いた」

　魔力を感じるんですか、叔父様！

　やばい。見えてないが、叔父が俺をすごく見ている気がする。

　叔父怖いです。

　怖い。怖い。怖い。この人怖い。

　赤ん坊になってから、感情の起伏が激しい。

　少しでも、不安などを感じると、泣きたくなる。いや泣く。

　赤ん坊の防衛機能だ。もう制御不能です。

「ぅうっうぎゃあぁーーうんぎゃーあぁーーーー」

「あらあら、ジークがこんなに泣くなんて珍しいわね」

　幸せの国が迎えに来ましたが、なかなか落ち着きません。

　いったん、泣きだすと満足するまで泣き続けます。

「あぁーー、失敗した。嫌われたかな」

「お前が怖い顔してジークを見るからだろ」

　叔父が落胆した声を出し、父上が素早く原因であるだろうその顔を指摘する。

「魔力の痕跡を探っていたんですよ。ジークの周辺に散らばっていたのでね」

　叔父のまとっていた雰囲気が、やわらかくなった。父上がそれを察して尋ねる。

「わかったのか」

「はい。犯人は扉の向こうにいます」

　叔父が言葉を発した後『ガチャ』と扉が開く音がした。

「マリアンネ！　テオバルト！」

　父上にしては、やけに驚いた声をあげた。どうやら想定していた相手と違っていたようだ。

「「お父様、ごめんなさい」」

　ふたりの反省した声が部屋中に重なり聞こえる。

　母上の腕の中にいた俺は、「あらあら、困ったわね」という、周囲に聞こえないほどの小さなつぶやきをはっきりと聞き取った。その声色は、つぶやきとはいえ、うれしそうだった。

　しばらくして、叔父が優しい声で、テオ兄さんに尋ねる。

「テオ、『報告』の魔法を使ったね」

　すると姉様が慌てた声で、自身に非があるのだと謝罪し、テオ兄さんも、自身に非があると主張した。

「ヴィリー叔父様、私がお願いしたの。ごめんなさい」

「違います。姉様は悪くない。僕が勝手に使ったんだ」

　姉弟愛があふれているそばで、俺は少し落ち着きを取り戻した。

　なにがどうあれ、助かった。まじで助かりました。

　俺の『鑑定眼』と、テオ兄さんの『報告』が、同時期に使用されたのだと考える。

『報告』は、風属性の魔法で、周囲にあるものの情報を大まかに取得したり、声を運んだり聞いたりできる魔法だ。

　それにしても、まさか叔父が、魔力を感知するなんて、想像していなかった。

　しかも使用した魔法を特定できるとは、驚きだ。

　鑑定眼を使用したの……バレてないよね。ＭＰは消費するけれど、魔力を使用しないスキルだからバレてないよね。

「マリー、テオ、怒っているわけではないんだよ。『報告』の魔法を使った理由を教えてくれるかな？」

　叔父が、諭すようにふたりに尋ねると、テオ兄さんが話しだした。

「ヴィリー叔父さんごめんなさい。ゲルトと同じようなことだけは、ジークには絶対させたくなかったんだ」

　テオ兄さんの声や口調から、強い意志が感じられる。

「ゲルトは、五歳で強制的に魔術学校に入学させられた。入学年齢を満たしていないのに特例だと、父様たちが邪魔できないよう公表までして。しかも優秀な魔術師の育成のためと入寮を促し、屋敷にはほとんど帰さない」

　うわぁ、ひどい話だな。

　五歳で両親と離ればなれは、かなりつらい状況だし、屋敷に帰さないのは、里心がついてしまうからだろう。ゲルト兄さんに同情してしまう。

「今は喜んで勉強や研究をしているけど、当時は母様に会いたいってよく泣いていたんだ」

　そりゃ五歳だし、泣くのはあたり前だ。周囲の環境から強制的に喜ぶように仕向けたんだ。その教育方針を考えると、末恐ろしいな。

　テオ兄さんは、たしか十歳だったはず。魔術学校に通える年齢だから、学校でゲルト兄さんと頻繁に会っているんだな。

「ただ上級属性の雷を所持していただけで、家族と離されて、孤立させるなんて、かわいそうだ。だから僕、盗み聞きは悪いことだとわかっていたけど『報告』を使って、ジークの属性を確認したかった」

　テオ兄さんは、終始はきはきとした言葉で事情を説明して、とても潔く感じた。

　続けてマリー姉様が話しだした。

「お父様は魔属性を公表しないとおっしゃっていたわ。でも先生方が大変期待されていたの。また魔術学校に特待生が現れるんじゃないかって。公表しなければ、強制的に鑑定師を派遣しようって話しているのを聞いてしまったの」

　なんだって!?　強制派遣だとっ！

　この場合の派遣だと、魔術省が関わってくるのかもしれない。魔術学校にそれだけの強制力はないだろう。権力って恐ろしい。

「だから鑑定結果を聞いて、もし上級属性を所持していたら、お父様を説得しようと話し合ったの」

　だんだんとマリー姉様の言葉尻が弱くなっていく。とても不安だったことがわかる。

「でもアル兄様はその必要はないと賛成してくれなかった。お父様たちが、守るから大丈夫だと。それでも私、心配で……」

　言葉に詰まったマリー姉様のそばに、俺を腕にかかえた母上が寄り添った。

「ふたりともジークを心配してくれたのね、うれしいわ。でもアルベルトの言う通り、大丈夫よ。お父様やヴィリーが必ず守ってくれるわ。だから安心してね」

「「お母様、ごめんなさい」」

　母上の慈愛に満ちた声に、ふたりの緊張が解けたのを感じた。

　今世もいい家族に囲まれて、俺はすごく幸せです。




◇◇◇




　それからしばらくして、子供たちと少し離れた場所で、ギルベルトとヴィリバルトが、談笑していた。

「――ということですよ、兄さん」

「うむ」

　ヴィリバルトの話にギルベルトが、うなずく。

「それにしても子供たちは、ずいぶん優しく成長したね」

「あぁそうだろう。自慢の子供たちだ」

　ヴィリバルトの子供たちの評価に、ギルベルトは満足そうに同意する。すると突然、横から声がした。

「だけど、それとこれは別よ」

　兄弟の話しの輪にリアが加わる。ギルベルトがリアのそばに寄り、自然な動作でリアの腰に手を置き、支える。

「義姉さん、いいのですか子供たちを放っておいて」

　ヴィリバルトの配慮に、リアは微笑みながら答える。

「今はジークに夢中だからいいの。それよりもあの子たちには罰が必要よ」

「リア」と、ギルベルトがたしなめると、リアは首を横に振り、言葉を続けた。

「ダメよ、ギル。優しさをはき違えたら。あの子たちはまだ十二歳と十歳の子供よ。大人に守ってもらう必要があるの」

「それはそうだが」

　ギルベルトの煮えきれない態度に、リアは少し声を強めて話す。

「ゲルトのことは、私たち大人の失態よ。子供たちに心配させたことは反省しなければならないわ。だけど、あの子たちが、大人の話に首を突っ込んだことは別よ。いつでもいい話で終わるとは限らないわ。いけないことをするとどうなるか、身をもってわからせる必要があるの」

「義姉さんに賛成だね」

　なにか含みのある笑みを浮かべながら、ヴィリバルトがリアの意見に賛同し、言葉を続ける。

「その役目、私に任せてくれないかい？　もちろん無理はさせないけど、二度と同じことはしないと後悔させるよ」

「あら？　どういった内容かしら」

　大人たちが、着々とお仕置き計画を立てているのを、子供たちはまだ知らない。










叔父




　お属初めから数ヶ月、魔属性のみ公表したが、魔術省は動かなかった。

　父上と叔父の行動は早かった。

　叔父の『報告』で、リンネ訪問中の祖父へ緊急連絡をした。

　それを受けた祖父は『移動石』で極秘帰国。

　今後の対応を話し合い、祖父は誰にも気づかれることなく、『移動石』で、またリンネへと戻っていった。

『移動石』とは、市場で売買されている使い捨ての魔道具だ。その形状は丸く手のひらサイズにおさまる。その中には、特定の国や地域への『移動魔法』が刻まれており、使用者のイメージする場所に転移できる。その価格は最低でも金貨十枚からと高く、移動距離と人数で値段が上がっていく。

　ちなみに金貨一枚で日本の一万円ぐらいとなり、庶民の一ヶ月の生活費は、平均金貨六枚程度だ。『移動石』がいかに高いものかわかると思う。

　俺のお属初めの結果は、昼寝をしていたわずか数時間で、魔属性のみ公表することで話がまとまったようだ。

　話の内容は、なにも知りません。情報収集なんて馬鹿なまねをするはずがありません。

　この件の当事者だが、俺は保護される立場の赤ん坊だし、寝ていたのでなにも知らないし、聞いていない。

　世の中、知らないほうがいいことはあると思うんだ。

　ねっ、ヘルプ機能！

《はい。ご主人様はなにも調べていません。私も、なにも調べておりません。アーベル家が、恐ろしいなんて思ってもおりません。今後も、誠心誠意ご主人様にお仕えいたす所存です》

　優秀なヘルプ機能がここまで断言しているんだ。

　俺たちは、なにも知らない。それでいい。

　ただ今後、俺が祖父と父、叔父の三人を敵に回すことは、絶対にない。

　また魔術省には、アーベル家から相当な圧力がかかったことは間違いない。

　それにしてもスピード解決だった。祖父が『魔法都市国家リンネ』に滞在していたことが大きいと思う。

　今回活躍した『移動石』は、その数が極端に少なく、そもそも一般に流通されていない。

　その理由は、魔道具に刻まれている移動魔法にある。移動魔法は、どの国でも国家最高レベルの魔法であり、各国で使える術者は数人である。

　しかも、術者がその場所を訪れていない場合、移動魔法は使えない。

　また術者の魔力により、移動可能な距離と人数が決まるため、魔道具作製も難易度が上がるのだ。

　祖父が滞在しているリンネは最初に『移動石』を作製した国である。そのため、『移動石』の在庫数も多く、貴族や商人などは特別に購入できるのだ。

　まぁ俺は移動魔法を取得する予定なので、購入する機会はないと思う。

　無属性の空間魔法６を取得すれば、使用できるとの情報だ。

　ただ叔父が、現時点で移動魔法が使えないことに少しばかり不安を感じる。

　ほかのスキル取得より、習得難易度が高いのは想像がつくが、ほかになにか条件があるのかもしれない。

　なぜ叔父を引き合いに出すかというと、リアルチートだったからだ。

　叔父の鑑定結果を再び確認するため、ステータスの履歴を引っ張り出した。




　**********************

　ヴィリバルト・フォン・アーベル　男　26歳

　種族：人間

　職業：マンジェスタ王国第三魔術団隊長

　Ｌｖ：52

　ＨＰ：３６５／３６５

　ＭＰ：４５２／４５２

　魔力：４３６

　攻撃：３２７

　防御：４０６

　敏捷：３２２

　幸運：１５４

　魔属性：火・風・土・水・無・炎・雷・氷

　戦闘スキル：剣４・短剣３・弓６

　魔法スキル：火魔法７・風魔法10・土魔法７・水魔法８・炎魔法２・雷魔法４・氷魔法５・生活魔法５・空間魔法３・精霊魔法３（隠蔽）・魔力制御７・無詠唱

　身体スキル：身体強化７・毒耐性３・麻痺耐性４・状態異常耐性４・物理攻撃耐性５・魔法耐性３・火耐性５・風耐性７・炎耐性１・魔力察知５・気配察知３・危機感知３・索敵５・心眼２・覇気１・気品６・色気４

　技能スキル：鑑定10・隠蔽10（隠蔽）・作法５・騎乗４・言語５・魔道具作製２・料理１

　上級スキル：鑑定眼〈極〉・幸運２

　加護：精霊の友（隠蔽）

　称号：強者

　魔契約：風精霊（隠蔽）

　**********************




　二十六歳で、レベル50超えていましたよ。

　スキル数もさることながら、スキルレベルの高さに絶句。

　スキル取得って、難しいはずなんだが、叔父の各パラメーターの数値を確認するとさも当然！　みたいな感じに見える。

《称号『強者』が関係しています。『強者』は、ステータス補正、スキル取得補正をするため、通常よりは安易にステータスレベルが上がり、スキル取得が可能です。ただ、ヴィリバルト・フォン・アーベルのステータスは、『強者』の補正があったとしても、異常です》

　ヘルプ機能に異常と言わしめるチート叔父……。

　おぉー、怖っ。

　しかもレベル差52。ということは――。

《隠蔽10では、対応できませんでした》

　ですよね。

　隠蔽〈極〉取得してよかった。

　ほかのスキルも気にはなる。

　なるが、それよりも、魔契約である。

《魔契約とは、魔獣・聖獣・精霊との従属契約です》

　叔父、風精霊と契約しているようです。

　隠蔽していますが、俺の鑑定眼では確認できる。

　精霊との契約は大変貴重だ。

　そもそも精霊は、気まぐれであり、人に姿を見せることもまれだ。

　魔契約をする方法はふた通り。魔力契約と真ま名な契約となる。精霊との契約は、真名契約が主だ。まれに上級魔獣などもこの方法で契約できるらしい。真名契約とは、その名の通り、真の名前を教えてもらう。

　言葉では簡単だが、精霊との信頼関係を築かなければならない。

　精霊がなにを好み、なにを求めるのか、曖昧な条件の中、精霊が姿を見せ、言葉を交わす。

　そこには好意と好奇心と気まぐれがある。

　精霊に好意を持たれる基準はなんだろう。

《精霊にもよりますが、澄んだ心の持ち主が好意を持たれる傾向が強いです》

　澄んだ心の持ち主？

　えーっと……。どこ？

　いやいや、きっと精霊の基準が叔父なんだ。

　かなり広範囲の澄んだ心の持ち主が対象なんだ。

　初見でのチャラ男臭と腹黒さのイメージが強すぎるので、偏った見方をしている。

　気をつけないと。

　それに叔父は、悪人ではなく、善人であることはわかっている。

《精霊の好みにもよります》

　ヘルプ機能から追加が入りました。

　そうだよねー。よかった。俺の偏見かと思ったよ。叔父の風精霊は変わった好みの持ち主なんだなぁ。

　一方の魔力契約とは、契約者が従属魔法を発動し、従属側、つまり精霊が契約者の魔力を受け入れる方法だ。しかし近年、精霊の姿を見かけることは、ほぼなくなった。なぜなら、精霊自身がその姿を見せなくなっているからだ。

　環境のせいもあるが、一番の理由は七十年前に横行した精霊狩りだ。

　魔法が使えない者が、精霊と契約した場合、精霊魔法が使えるようになり、その魔法は契約精霊の力にもよるが、属性魔法より効力が高いものがほとんどだ。

　それを知った当時の人々は、精霊との契約を欲した。魔契約ではなく、半ば強制的に奴隷術を施した精霊用の魔道具が作製された。

　ある程度力がある小精霊や中精霊、大精霊には効果がなかったが、弱小精霊の多くに被害が出た。

　これを知った精霊たちは、激怒し、膨大な力で天変地異を起こし、国々は荒れた。

　当時、魔契約をしていた精霊使いたちが、各国で捕まった弱小精霊を解放したが、精霊と人には大きな溝ができた。

　その後、世界各国でこの魔道具の使用は禁止されたが、闇の一部ではいまだ取引されている。

　また魔道具の作製方法、作製者は不明だが、作製者は闇精霊と契約をしていたとの噂がある。

　叔父が隠蔽している理由はわかる。

　風精霊との魔契約など、トラブルの要因でしかないのだ。

　叔父が俺のお属初めに、精霊を伴っていれば、俺が言葉を理解していることがバレていた可能性が高い。

　精霊は好奇心が旺盛だ。そのものの真実の姿を見ることができる。

　俺のように、体と精神年齢の差があきらかに違うものに興味を持つのはあたり前なのだ。

　精霊は念話も使えるようなので、声をかけられれば、俺は一〇〇パーセント応答していた。つまり、精霊がいたら叔父にバレていたし、鑑定眼を使用したこともわかっただろう。

　しかし――結果論にすぎないが、俺は難を逃れた。

　ヘルプ機能の情報をまとめると、俺は精霊と魔契約できる可能性が高いことがわかった。

　物事はポジティブに考えるべきだ。好奇心がそそられる存在に精霊たちは、興味を持つし、積極的に話しかけてくるだろう。

　ただ、人と契約する精霊もいるが、ほとんどの精霊は、主にエルフと魔契約を結ぶ。

《エルフとは、外見は端整で、耳が長く尖とがっており、長命とされます。精霊の森の奥に集団で暮らしており、多種族との交流は盛んではありません》

　ヘルプ機能の情報からもわかるように、エルフについては、この世界でも前世で得た知識通りの生き物ようだ。

《精霊の森とは、土大精霊が加護している森。多くの精霊が存在します。深奥は大結界があり、その先は精霊村につながります》

　あぁー。頼んでもいないのに、追加情報が入りました。

《精霊の森とは――》

　ヘルプ機能、繰り返さないでいいよ。今は必要ないからね。

《緑に囲まれた素晴らしい場所です。ご主人様のお役に立ちますので、行きましょう》

　やけに推すね。だけど俺は、身動きのとれない赤ん坊だよ。掘り下げもしないよ。

《ちっ》

　精霊が多い環境に入ればおのずと魔契約も結びやすいな。

　エルフが精霊魔法と縁があるのはこれが理由ですかね。

《エルフ誕生時に精霊の祝福があり、祝福をした精霊と最初の魔契約を結びます》

　ほほおー。

　エルフと精霊の絆きずなが深いってことですね。

　すべてのエルフが精霊魔法を使用できるってことか。

《まれに祝福がないエルフがいます。また魔契約できるだけの魔力がないエルフもいます》

　祝福がないエルフは不運としか言えないが、後々挽回ができそうだ。

　だが、この恵まれた環境で、魔力がないエルフって残念すぎる！

　俺だったら、嫌だな。

　残念エルフに会う機会があれば、優しくしてやろう。










侍女との攻防戦




　こんにちはー。

　現在俺は、高速ハイハイで目的の場所へ向かっています。

　今日こそは！　今日こそは！　本棚に！

　あの宝の山に行くんだ！

　俺の意気込みが伝わっているのか、体もついてくる。

　高速ハイハイができるようになってからは、さらに行動範囲が増えた。

　ただ外敵はいる。『ガチャ』と扉の音が聞こえた。

　まっまずい！　やつが来た！

　逃げろー。身を隠す場所！　ねぇーーーー！

「あらあらジークベルト様、またベッドから下りたんですね。元気でなによりです」

　侍女アンナが笑顔で、俺を捕獲する。

「あぁ！　あぁぁあうっ」と、腕の中で反抗してみるが、アンナは気にもとめず、ベッドへ下ろす。

　今日も敗北でした。

　子供用ベッドの横が、大きなソファだったため、一度脱出路を確保すれば容易にベッドから下りることが可能となった。

　頻繁に脱出するようになった俺に侍女たちは、ベッドとソファを離すという大暴挙に出た。

　だが俺はあきらめなかった。少々危なくはあるが、赤ん坊の握力の強さを信じ、体を打ちながらも脱出。

　それを目撃した侍女たちが小さく悲鳴をあげ、次の日には、ベッドが定位置に戻りました。

　ただ自由に動き回れるのがあだとなり、侍女の監視の目が強くなった。

　少し動けば「ジークベルト様、ベッドに戻りましょうね」とスタート地点に戻される。

　チッ、優秀な侍女め、もう少し隙を見せなさい。

　俺が本を掴つかんで離さなければ、無理やり取り上げることはせず、そのまま放置してくれることがわかった。

　あの本棚には俺が求めてやまない初級魔法の本がぎっしりとあるのだ。

　くっ……。作戦を練りなおす必要があるなっ。なんとかして侍女たちの裏をかかなければ。

　ある日、ベッドの端に光属性の初級魔法の本が置いてあった。

　母上が忘れていったようだ。

　姉様用の教材を探しにきた母上は「マリーの光魔法の修練に役立つかしら」と、俺の部屋にある本棚から数冊出していた。

　その一冊だった。しかも初級である。

　このチャンスを逃してたまるものかと慌てて確保しページを開いた。

　久々の本の感触に感動する。

　古本独特の匂いが、鼻孔をくすぐり、この世界でも同じ匂いがするんだなーと感心する。

　んーー。悪くない。

　スキル取得には、ある一定以上の修練がいる。

　魔法の場合、初級魔法を繰り返し行い、スキル取得するのだ。

　光属性の初級魔法は『光明』と『癒やし』の二個である。

　無難に『光明』を選択する。

「あら今日はベッドにいらっしゃると思ったら、ご本をお読みだったんですね」

　アンナの声に、はっとする。

　本に集中しすぎて、アンナが部屋に入ってきたことに気づかなかった。

　あっ、あぶねぇー。

　久々の本がうれしくて周囲の気配を探ることを忘れていた。

　魔法を試す前でよかったー。今後は注意しよう。

「ジークベルト様には、その本は少し難しいですわ。こちらの本と交換しましょうね」

　アンナが絵本と魔法書を交換しようとするが「あぅ」と、強く本を握る。

　この本だけは渡せない。絶対に死守だ。

「まぁ、お気に召しているんですね」と、アンナがあっさりと手を引く。

　あれっ!?　簡単に魔法書が手もとに残った。もう少し攻防があるかと思ったが……。

　なるほど。俺が興味を示したものは、危ないものでない限り、取り上げないんだな。

　だとすれば、確保さえできればこちらのものだ！

　先にある本棚を見る。攻略方法を確認して、次の機会をうかがおう。

　それよりも今は手もとにある魔法書だ。アンナが退出したことを確認して、魔法書に戻る。

『この本は、光属性に適性がある人が、光魔法を取得するためのものです。適性がない人は読むだけ無駄です』

　うわぁーー。冒頭から強烈な言葉が書いてある。

　たしかに魔属性がなければ、光魔法は取得できないけれど、無駄とまで書きますか。

　知識ぐらい……。使用できなければ、知識も意味はないか。

　無駄。妥当な言葉かもしれない。

　冒頭から突っ込みつつ、本を読み進める。

『まずは、魔力を感じましょう。体の奥にある魔力を体内に循環するイメージをします。体が熱くなれば、うまく循環ができています。それが魔力です。この循環を魔力循環といいます。魔力循環は、魔法を使用する上で必要です。魔法を初期で失敗する理由は、魔力循環ができていないのです。魔力循環できるよう繰り返し練習しましょう』

　本に書かれている通りに魔力を意識してみると、体がポカポカと温かくなってきた。

　これが魔力循環。この感覚を忘れないようにしよう。

『魔力循環がうまくできるようになれば、次は魔法です。魔法はイメージです。イメージが明確であればあるほど魔法の精度は上がります』

　指先に光る玉をイメージし『光明』と念じる。

　すると、ポワーンと小さな玉が指先にできてすぐに消えた。

　ありゃ、簡単にできてしまった。

　初めての魔法なのに、感動がまったくない。
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　一瞬すぎて魔法を使った実感がないんだ。

　気を取りなおして、次は、目の前に光る玉を複数イメージし『光明』と念じる。

　ポワン、ポワン、ポワンと目の前に光る玉が現れては消える。

　おぉー。これはなかなか。ということは……これもありか。

　今度は、前世で見た蛍の幻想的な光景を鮮明にイメージして念じたら、ポン、ポン、ポン、ポンと眼前に光が広がる。

　やはりそうか！　暗闇なら完全再現ができていたな。

　この世界の魔法は、イメージがすべてだと言っても過言ではない。

　もちろん魔力も重要だが、同じ魔法名でもイメージによって効果が変わる。

　これは前世の知識がある俺にはかなり有利な条件だ。

　しかも、明確なイメージができるため、精度もかなり高い。

　よし！　次は魔力循環を高めることを意識して、強い光をイメージし『光明』と念じる。

　ピカッと、白い強い光が部屋全体を一瞬覆う。

　まぶしっ。目がチカチカする。

「「「ジークベルト様！　ご無事ですか！」」」

　侍女たちが慌てて、部屋に入ってくる。

　やべぇー。やりすぎた。魔法使ったのがバレる!?

　ここはなんとかしなければ……。

　頭の中をいろんな不安が駆け巡る。やばい泣きそうだ。

　いや、このまま泣いてしまおう。

「うっうぅ、うぎゃあぁーー」

「びっくりさせてしまいましたね。申し訳ございません」

　泣いている俺を抱き上げ、律儀に謝罪する侍女。

　みんな、ごめんねと、心の中で反省しつつ、侍女たちの様子をうかがう。

「どこも異常はありません」

「こちらも異常はありません」

「おかしいわね。部屋が一瞬光ったように見えたのだけど」

「「私も見ました」」

「もしかすると外かしら。マリアンネ様が光魔法の修練をされていたわね」

「はい。本日はお庭で修練されています」

　侍女たちは、ひと通り部屋を調べ、異常がないと確認すると、光魔法の修練をしていたマリアンネの魔法であろうと結論づけた。

　マリー姉様、ナイスアシストです。

　侍女たちは、泣き寝入りした俺をベッドに戻し、部屋を出ていく。

　あぶねー。調子に乗りました。

　魔法の威力は、スキルレベルと魔力だ。魔力循環を高めることで、イメージした光より、より強い光を発するのではないかと考えた。

　読みはあたったが、俺の魔力を侮っていた。

　純粋に魔力だけで、あれだけの光を発するとは、予想していなかった。

　これは魔力の制御も修練しなければならないなっ。うれしい課題ができた。

　次は魔法の持続だが、これも魔力循環を高めることで継続することがわかった。

　持続時間の制御も、魔力制御ができるようになれば解決だ。

　一応『癒やし』も試してみる。

　小さなやわらかい光が体に降り注ぐと、少しだけ疲労がとれたような感じがした。

　おぉー。これも成功した。でも効果はわかりにくいな。

　いざ必要なときに失敗しないよう、また精度を上げるためにも、最低一日一回は『癒やし』を使うべきと判断する。

　あれやこれやと、試しているうちに、その晩に光魔法を習得した。

　始めたら止まらないんですよ。

　光魔法を取得した日からスキルレベルを上げるため、毎日ＭＰが枯渇するまで『光明』を実行した。

　俺には、時間だけはあるからね。

　レベルアップはなかなか難しく、光魔法２になるまで、数百回ほど『光明』を成功させた。

　苦労したぜ。

「最近のジークベルト様は、おとなしいですね。アンナさん」

「奥様の本がいたく気に入っているようなの。絵本をお持ちしたのだけど興味を示さないのよ」

「ジークベルト様は、奥様が大好きですものね」

　母上大好きっ子ってバレてるよ。

　侍女たちよ。期待を裏切って申し訳ないが、そろそろ次の魔法書を読みたいのだ。

　できれば、空間魔法！

　今から修練すれば『移動』の魔法がそうそうに使えるはず。

　俺の部屋にある本棚は魔法関連の書物が多く保管されている。

　目指すは本棚！　無属性の初級魔法の本！

　侍女たちが退出して、しばらく様子をうかがう。

　うん。もう大丈夫だろ。

　今からだと、夕食の時間まで侍女たちは訪れない。

　時は満ちた。作戦開始！

　ソファへダイブ！

　このダイブする瞬間が一番緊張する。

　着地を失敗したことはまだないが、失敗したら床に直撃だ。

　想像するだけでも、痛いっ。

　使えるようになった『癒やし』の魔法で治療すればいいのだが、痛いのはやはり嫌だ。

　それに大惨事になったら大変だ。

　まぁ『幸運者』の称号が守ってくれると勝手に確信しているんだけどね。

　ソファから床へは、うしろから慎重に下りて……よし！

　前方よーし。左右敵なーし。

　目指すは本棚！　前進あるのみ！

　ハイハイ中です。

　しばらくお待ちください。

　途中、障害物の机があるが、俺には関係ない。

　机の下を華麗にスルー。

　目的地！　隊長！　目的地が近づいてまいりました。

　あと数ハイハイのところで、突然、体が浮いた。

「ジークベルト様、お夕食のお時間まで寝ましょうね」

　なぬっ!?　なっ、なななぜっ、なぜここにいるアンナ！

　思わぬ伏兵に驚く。

　本棚が……本棚が遠のいていく……。

　定位置に戻された俺はアンナを軽く睨にらみつける。

「あぅ」

「かわいい顔してもダメですよ。本日は夜に奥様と旦那様が訪れる予定ですので、たくさん寝ておきましょうね」

　やわらかい布団をかけられ、トントントンとリズムよく体を叩たたく。

　絶妙なトントンだが、そんなことで俺は寝ないぞ。

　魔法書の確保は、今日はあきらめるとして、光魔法の修練だ。

　んー？　ん？　んん！　こっ、この布団は！

　最終兵器『子供用安眠布団』ではないかっ！

　アンナ！　魔道具を使うなんて卑ひ怯きょうだぞ。

　くっ、寝るものか……。

　ね……ねてたまる……か。ねっ……ねな……い……ぞ……。




　**********************

　子供用安眠布団

　効果：安眠

　説明：あら不思議！　どんなお子様も布団をかけただけでグッスリ安眠！

　**********************




　その日から、侍女たち、いやアンナとの勝負が始まった。

　そして今日も挑む！

　空間魔法の取得を目指して！










母との日常




「ジーク、こっちよ」

　母上の呼びかけに、ソファを掴みながら、ゆっくりと横へ進む。

　高速ハイハイのおかげか、全身に筋肉がつき、一歳の誕生日前に、つたい歩きができるまでに成長した。

　アンナたち侍女との勝負は、俺が立つことで終わりを迎えた。

　歩行練習の一環として、部屋の中を自由に動いている。

　本棚も近づき放題です。ただ身長が足りず、欲しい本は獲得できないでいる。

　勝負の結果は、一勝したとだけ伝えておこう。敵は強かった……。

　その際に、無属性の初級魔法の本を手に入れた。

　しかしそこには、お目あての空間魔法ではなく、主に生活魔法のことが書かれていた。

　一般的に周知されている無属性の魔法は、生活魔法と空間魔法だ。

　生活魔法は、ほかの属性魔法と比べてとても簡単に取得可能なので、それを学ぶ人は多く、そのため関連本も多く発行されているようだ。一方、空間魔法はその難しさから、すぐに断念する者が多く、そのぶん関連する本の数も少ない。

　ただ我が家には、空間魔法の本はあると思う。

　そして、なんとなくだが、俺は魔法書を読まなくても空間魔法で初めに覚える『収納』や『移動』の魔法を使えるんじゃないかと、最近思い至った。

　魔法書は、その魔法の特徴と注意点が掲載されていて、失敗例や成功例を基に、いかに効率よく取得するかを細々と丁寧に書いてある。

　要は魔法のイメージだ。

『収納』は亜空間を『移動』は座標をイメージすればいいのではないかと考えている。

　まぁ消費ＭＰが不明な場合、気絶する可能性があるので試していませんけどね。

　あれ？　ヘルプ機能様に掘り下げれば、消費ＭＰわかるかも……。

　いやその前に魔力が足りないだろう。

　俺の目的である『移動』の魔法だが、国家最高レベルの魔法と謳うたっているだけではない。

　取得の難しさの要因の一点は魔力だ。

　空間魔法６で取得可能なのは、スキルレベルでその人の魔力を補う役目もあるからだ。

　逆に空間魔法１でも魔力値さえあれば取得は可能だ。

　個人によっては、空間魔法10でも使えないこともあるらしい。

　そもそも『移動』の魔法を使用できる術者は、魔力が非常に高い。

　魔法スキルの取得はある一定の魔力値によって可能となる。

　例えば生活魔法の取得には魔力値10以上が必要となる。

『洗浄』の魔法は使えるが、生活魔法のスキル取得ができない者もいるのだ。

　スキル取得有無で効果は大きく異なるので、レベル上げと修練はかかせない。

『洗浄』は生活魔法の中でも初級の魔法である。

　これが、すっごーく役に立っています。

　この世界のお風呂事情だが、庶民は体を拭くか、公衆浴場に行くか、『洗浄』の魔法を使うかである。

　経済的な順は、体を拭くことで、次は洗浄の魔法だ。公衆浴場を利用することは、かなりの贅沢となる。

　しかし我が家には各部屋にお風呂があり、魔石でお湯も沸かし放題だ。

　お風呂が大好きな俺としてはありがたい。ただ今は幼児のため、満足いく入浴ができないことが、不満ではある。

　石せっ鹸けんなどもあるにはあるが、技術が発達しておらず、その効果はいまいちで、それでも贅沢品にはかわりがないが、とても不満だ。

　そこで重宝するのが『洗浄』の魔法だ。

　この魔法のすごさは、お風呂に入った後の爽快感が体に走り、お風呂に入ったと思える満足感が味わえる。

『洗浄』魔法を生業としている者もいるぐらいだ。

　もう救世主とはこのことだと思った。

《ご主人様の『洗浄』ならではの効果です。一般的な『洗浄』は、その術者の魔力やスキルレベルにもよりますが、このような効果はありません》

　ヘルプ機能からツッコミが入りました。

　俺のイメージが魔法に反映されているのね。

　この世界の人が、俺と同じイメージを持つことは、今のお風呂事情では難しいよな。

　まぁそれはさておき『洗浄』の魔法はとても有意義である。

　毎日、お世話になっています。

「ねぇジーク、内緒だけど」

「うー？（なんでしょう）」

　母上のそばまでたどり着き、ただいま休憩中です。

　つたい歩きは体力を消耗します。

　侍女たちはお茶の用意で、今は母上と俺しか部屋にいません。

「あなたには、自由に生きてほしい。貴族であることにとらわれないで、自由に羽ばたいてほしいの」

「まんーま、うぅ！（母上、もちろんそのつもりです）」

「そう。わかってくれるのね。これは母としての助言よ。あなたはこれから多くの出来事を経験するでしょう。その中には理不尽なことや不条理なこともあります。判断を間違えることもあるでしょう。でもその判断を後悔することはしないで。あなたはそのときの最善を選択したのだから。前を向きなさいジーク。そして誰よりも強く優しくありなさい」

「うぅ（わかりました）」

「私の愛しい子、私はいつでもどんなときもあなたの味方です」

「まんーま、うぅ？（母上、どうしたのですか）」

　母上は、感極まった様子で、俺を強く抱きしめた。

　今までも「内緒ね……」と話し、母上の身の上や父上とのなれ初め、俺に対する渇望、この世界の価値観などを教えてくれた。
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　話が終わると抱きしめる。このパターンが定番だった。

　ただ今日は様子が違ったように見えた。

　父上のもそうだが、母上のステータスを『鑑定眼』で見たことがないと思った。

　今さらＭＰ50を消費して確認する必要もないし、鑑定で魔属性やレベルは把握ができている。

　母上の魔属性は、光と水であり、レベル18。二属性適応は平均で、レベルは平均より少し高いが、貴族では無難なほうだ。

　叔父ヴィリバルトのようなリアルチートはそうそういないし、今は魔法の修練が大事だ。

　取得した光魔法と生活魔法のスキルレベル上げに、全ＭＰを使用中だ。

　正直、ほかの魔法を使用したいのも山々だが、ＭＰが１００しかない現状で手を出すのはどうかとの結論に至った。

　ＭＰ10が初期値であることからすれば、贅沢な悩みなんですけどね。

　レベルが２になれば、各パラメーターの数値が上がるため、この悩みもほぼ解決する。

　俺には基本値を最大値で付与し、プラス10または１００が加算される『成長促進』がある。

　おそらくＭＰと魔力値はごくまれのプラス１００になると予想している。

　魔物退治、早くしたいな。

　侍女たちが部屋に戻ってきた。

　母上の腕から解放され、顔を覗のぞくが普段通りの美しい母上だった。

　気のせいかと安堵し、ソファに座りなおす。ここからはおいしいお茶タイムだ。俺は飲めないけどね。

「奥様、今日は北国アイリスより仕入れました紅茶でございます」

　侍女が机の上に紅茶のカップを置き、紅茶を注ぎながら言う。紅茶の原産国を聞いて、母上が少し驚いた顔をする。

「アイリスの紅茶は大好きよ。でも手に入れづらいのではなくて」

「旦那様が奥様のためにお取り寄せされました」

　侍女の回答を聞き、母上がとてもうれしそうに破顔した。

「ギルにお礼を言わないといけないわ」

「内密にとのことです」

「まぁ、すごく喜んでいたと伝えてくれる」

「もちろんです」

　母上は侍女の返事を聞いて微笑むと、紅茶のカップを手に持ち、口をつけた。

　その上品かつ優雅な動作は、父上を虜にする母上の魅力のひとつだ。

　いつもと同じ、優雅なお茶の時間が始まった。

　やはり、俺の気のせいだったようだ。

　気持ちを切り替え、貴重な情報源である母上と侍女の会話に耳を傾けつつ、効率的な歩行訓練に知恵を絞るのだった。

　俺は、この選択を後で後悔することになる。

　もうすぐ俺は一歳の誕生日を迎える。










事件




　突然のことだった。

　その日、朝起きて、母上の部屋に向かうため、侍女たちの迎えを待っていた。

　午前が終わりかけたその時、部屋の扉が開いた。

　テオ兄さんが、肩を震わせながら、そこに立っていて、よくないことが起きたのだと理解した。

　そこで初めて、母上が亡くなったことを告げられた。

『落雷』

　脳天に直撃した攻撃は、俺の全身を痙けい攣れんさせ、意識が途切れた。
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「「「ジーク！」」」

　マリアンネは、ぐったりしているジークベルトに駆け寄り、全力で『癒やし』を施す。

「お願い。ジークまで連れていかないで『癒やし』『癒やし』『癒やし』」

　マリアンネの悲痛な叫びにも似た声が、部屋中にこだまする。

「ゲルト、なにをしたのかわかっているのか！　『聖水』」

　テオバルトは、誰よりも先に『落雷』の術者であるゲルトに詰め寄るが、マリアンネの治療魔法だけでは心もとないと判断し、ジークベルトへ水魔法の『聖水』を施すため、ゲルトから離れた。

「貴様、なぜこのようなことを！　やはり貴様は！」

　同じくゲルトへ詰め寄ったアルベルトは、これ以上の攻撃を避けるため、ゲルトに威圧をかけ、押さえつける。

　そこには家族の情はなく、最愛の弟を傷つけた犯罪者を捕縛するアルベルトの姿があった。

「姉上！　兄上！　なぜわかってくれないのです。ジークベルトさえいなければ、母上は死なずにすんだのです」

　ゲルトの叫びに、アルベルトとテオバルトが反論する。

「貴様、なにを馬鹿なことを言っている！」

「ゲルト、正気なのか！」

　部屋の様子がおかしいと気づいた侍女たちが慌てて部屋へ入室しようとするが、ひとりまたひとりと、扉の前で立ち止まり、唖然とする。

　そこには、鬼の形相をしたアルベルトが、ゲルトを床に押さえつける姿があった。そして黒く焼け焦げた跡が点在しているソファに、ジークベルトが横たわっており、マリアンネとテオバルトが、必死に治療魔法を施していた。

　なにかあったことは明確だ。だが、アーベル家の優秀な侍女たちでさえ一瞬躊ちゅう躇ちょする光景だった。

　侍女長のアンナが素早く状況を理解し、侍女たちへ指示すると、各自が機敏な動きを見せる。

「旦那様へ至急連絡を！　『癒やし』『聖水』の魔法が使える者は前へ！」

「「「「はい」」」」

「ジークベルト様！　『聖水』」
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　アンナは後悔した――。

　お子様たちだけにするのではなかった。

　普段からジークベルト様を見るゲルト様の様子は尋常ではなかった。

　ゲルト様のリア様への執着心は、この屋敷では知れ渡っていたが、それは単に母親を愛する子供のものとして認識されていた。

　ジークベルト様が生まれ、リア様の関心が、ゲルト様から弟へ移ることは仕方がないことだ。末弟ができた戸惑いと子供の単なる嫉妬だと、アンナは流していたのだ。

　リア様に顔向けができない。

　長年おそばに仕え、何事にも公平なあのリア様が、はばかることなく愛情を注いだジークベルト様に、危害を加えるはずがないと、なぜ思ったのか、後悔しても悔やみきれない。

　ジークベルト様、我が主の至宝。神よ、どうか再び奇跡を。

　――アンナは祈らずにはいられなかった。
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「ジーク、がんばるのよ」

　マリアンネは、ＭＰ枯渇寸前だった。

　このままでは意識が途切れる。

　もう少し、もう少しなのだ。お願い持ちこたえて……。

　最後となるだろう治療魔法を使用する直前、ひときわ強い治療魔法が、ジークベルトの体を包む。

　土色だったジークの顔に変化が現れ、徐々にだが赤みが戻る。

「マリー、よくがんばったね」

「ヴィリー叔父様……」

「もう大丈夫だからね」

　ヴィリバルトは優しくマリアンネの手に触れ、『聖水』と再び治療魔法を施す。

　マリアンネは、安堵からその場に崩れ落ちた。

　助かったんだわ。ジークベルトはもう大丈夫。

　自然と涙があふれてくる。マリアンネとしては、淑女が人前で泣くなどはしたない。だけど止まらないのだ。

　スーッと流れるマリアンネの涙をすくい上げた指先の主ヴィリバルトは、ひどく冷たい表情をして、ジークベルトの顔、首、胸、腕、足と、体の各箇所を丁寧に確認する。

　その動きに迷いはなく、最小限の負担で済むよう、気遣われている。

　ジークベルトがとても大事なのだとわかる。

　そして――心火を燃やしていた。

　その様子を、治療魔法をかけていた侍女たちやテオバルトも見ていた。

　誰も口を開かないが、気持ちは全員一致していた。

　母親を亡くした一歳の子供への仕打ちに、身勝手極まりない犯人への激しい怒りが沸き起こり、次はないと守る決意をする。

　ジークベルトの呼吸が戻り、体には異常がないことを確認したところで、ヴィリバルトはジークベルトを抱き上げた。

「兄さん、ジークは私が引き取ります」

「あぁ、頼む」と、ヴィリバルトと一緒に駆けつけ、今はゲルトを押さえているギルベルトがうなずいた。その背中は、どこか後悔しているようだ。

「マリー、君も一緒に来なさい。立てるかな」

「はい。ヴィリー叔父様、ひとりで立てます」

　ＭＰ枯渇寸前の体は、意志とは別に油断すればフラフラと倒れてしまうほど、精神をすり減らしていた。

　だが、マリアンネは、アーベル家の娘である。

　そこらの淑女とは鍛え方が違うのだ。気合で立ち上がり、ヴィリバルトのうしろに続く。

　部屋を出る間際、マリアンネはゲルトに視線を向けた。

　憎悪に満ちた目が、叔父の腕にいるジークベルトを静かに捉えていた。

　ああーと、絶望に近い声が出そうになるが、ぐっとこらえる。今、取り乱すことは許されない。

　もう修復が不可能なのだ。ゲルトにどのような言葉を告げても、その憎悪が消えることはない。

　なぜそうなったのかは、わからない。

　お母様の死にジークベルトが、関係するなどありえない。

　そもそもお母様は、ジークベルトが誕生する以前より体調を崩されていた。

『長くはない』

　何度この絶望の言葉を聞いただろう。医者も匙さじを投げた状態だったのだ。

　その中で、ジークベルトの誕生は奇跡だった。

　お母様の体調も以前より格段によくなり、この奇跡に誰もがジークベルトに感謝した。

　ここ数年、ほぼ面会謝絶だったお母様が、私たちのために時間を割いてくれ、多くの思い出を残してくれた。

「これもジークベルトのおかげね」と、お母様自身が、奇跡はジークベルトが起こしたと、確信に近いなにかを感じているようだった。

　末弟が皆から愛され、とても大事にされる理由の一端はこれなのだ。

　奇跡の確証などどこにもない。

　だけど、私たちはこの奇跡をジークベルトがもたらしたものだと思っている。それが永遠に続かないこともわかっていた。

　それなのに……。

　ゲルトは見当違いな憎悪を抱き、抵抗する間もなく不意打ちで殺そうとした。

　なんて身勝手な行動だろう。

　マリアンネはゲルトの心情を理解することなど、到底できない。

　兄弟間で憎しみ合うなんて悲しすぎる。

　だけど、ジークベルトを守ると、お母様に誓ったのだ。

　マリアンネは、意を決して声に出す。

「お父様、今後ジークにはゲルトを近づけないでください」

「姉上！」

　ゲルトの悲痛な叫びが聞こえるが、マリアンネの決意は固い。

「ゲルト、私にはジークをこれほどまでに憎む理由がわからないわ。お母様の死にジークベルトは関係していない。それだけは断言できる」

「みんな騙されているんだ！」

「やれやれ、誰に仄ほのめかされたのか。これは調べる必要があるね」

　普段と変わらない口調だが、ヴィリバルトの赤瞳は静かに怒気を帯びており、ギルベルトへ目を向ける。ギルベルトは、無言でうなずいた。

　マリアンネは静かに宣言する。

「ゲルト。どのような理由があれ、あなたがしたことは、殺人未遂よ。私はジークの味方よ。今後、ジークを傷つけることがあれば、私はあなたを許さない」

「姉上！　どうして、誰もわかってくれない！」

　ゲルトは絶望に顔をゆがめる。

　だが、その場の誰もがゲルトの主張に肯がえんじなかった。

「マリー、さぁ行こう」
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　ヴィリバルトに促され、マリアンネはその場を後にした。
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　目が覚めると、俺はベッドの上にいた。

　意識が朦もう朧ろうとしている。

　俺は再び目を閉じ、なにが起きたのか、少しずつ記憶をたどる。

　母上が亡くなってから一ヶ月、『最後の別れ』をした。

　日本の四十九日みたいなものだ。

　儀式が終わり、兄姉だけ部屋に戻された。そう兄姉が揃そろったのだ。

　その時――ガタガタと全身が揺れ始めた。

　マリー姉様に手を引かれ、ソファに座った。

　ゲルト兄さんがマリー姉様を呼び、俺がひとりになった瞬間、『落雷』の魔法が俺の脳天に落ちた。

『生きている』喜びと『死んでいた』恐怖が交差する。

　殺意を抱かれた恐怖が全身を覆い、『あっぁあーーーー』と、声にならない声が部屋中に響く。

『ジーク！　大丈夫よ。もう大丈夫だからね』

　マリー姉様の涙声は、耳に聞こえるが、なにを言っているのか把握できない。

　混乱と共に、精神が病んでいく寸前、意識が明瞭に戻る。

　叔父が『聖水』を施していた。

　全身が温かなものに包まれ、気持ちがだんだんと落ち着いてきた。

　周囲の様子も確認できるまでに回復し、俺の手をギュッと強く握っていたマリー姉様の泣き顔を見て、明日はひどく腫れるだろうなと、見当違いなことを考えていた。

　俺の視界いっぱいに赤い髪が入った。

『ジーク、私がわかるかな。わかるなら返事をしてほしい』

『はぃ』

『うん、大丈夫そうだね。気持ちを落ち着かせる魔法を使ったからね』

　叔父の繊細な手が、俺の髪をゆっくりととかす。

　ここは安全だ。ここに敵はいない。

　心底安心して、瞼まぶたを閉じる。

　ゲルト兄さんとは数回対面しただけだが、俺が嫌われているのは明白だった。

　初対面では顔を認識できなかったが、雰囲気で察した。

　母親を取られた子供の嫉妬だと、時間が経てば解決するだろうと、安易にしか考えていなかった。

　それはほかの兄姉がとても好意的に、俺に接してくれていたからだ。

　特に長兄アルベルトの溺愛はすごかった。

　十五歳の差が影響しているのだと、それだけであると信じたいほどだった。会えば全身を抱きしめられ、顔中にキスの嵐。

　片時も俺を離さないその態度に、母上も父上も毎回苦笑いをしていた。

　だがゲルト兄さんは、回を重ねるたび、態度が悪化していき、母上が『困ったわね』と嘆いていた。

　あぁ、この人とは、どんなに努力をしてもわかり合えないのだ。相性がすこぶる悪いのだと感じた。

　そう悟ったのは、三回目の対面だった。

　ゲルト兄さんが母上の目を盗み『お前さえいなければっ』と、動けない俺になにかを仕掛けようとした。

　母上がゲルト兄さんの変化に気づき、事なきを得たが、もうあのときには予兆があったのだ。

　俺は兄弟でこのような関係はよくないと思ったが、解決の糸口が見つからない。長期戦と考え、極力近づかないでおこうと決めていた。

　まさか、殺意を抱かれるほど、憎まれていたとは想定外だった。

　俺がなにかしたのだろうか。死に際まで、母上を独占したのは、悪かったと思う。

　だけど、知らなかったのだ。母上が不治の病に冒されているなんて、わからなかった。

　いつでも美しく元気だった。体が弱いのであろうとは、周りの態度や様子で認識はしていた。

　もし俺が『鑑定』ではなく『鑑定眼』を使用していれば、母上の病を治せたのだろうか。

　原因をヘルプ機能に追及させ、特効薬を手に入れることもできたかもしれない。

　もしくは、事情を父上に話し、俺のチートスキルで母上を治すスキルを獲得できたかもしれない。

　いや、もしかしたら、なにもできなかったかもしれない。だけど知らないでいるよりも知っておきたかった。

　母上の様子がおかしいと気づいたあの日、ＭＰの消費量や修練なんて考えず『鑑定眼』を使用する選択をしていれば――あのときの選択を後悔した。

『あなたはそのときの最善を選択したのだから。前を向きなさいジーク』

　母上の声がした。

　はっとして瞼を開け、周囲を見るが、叔父とマリー姉様が心配そうに俺を見ていた。

「まーねぇー。じょうぶ（マリー姉様、大丈夫です）」

「うん、よかった。ジークは私が絶対に守るから安心してね」

「あーとぉー。じょうぶ（ありがとう。でも大丈夫です）」

「心配はいらないよ。『監視』の魔法を使うからね。ジークにゲルトが近づけば、私や兄さんに報告が入るようにする。もう二度とこのようなことは起こさせない。だから安心しなさい」

「でもそれでも、ジークは私が守るわ」

「そうだね。心強いよ、マリー」

「ヴィーお、まーねぇー、あーとぉー。（ヴィリー叔父さん、マリー姉様、ありがとう）」

「ジーク少し眠りなさい。急激な回復を施したんだ。体がまだ追いついていないはずだ。マリーも限界近くまで、魔法を行使したんだ。少しでいいから眠りなさい。私がそばにいるからね。安心しておやすみ」

　叔父はそっとマリー姉様を俺の横に寝かせ、布団をかけた。
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「ジークベルトは、大丈夫なのか」

　ヴィリバルトが執務室に入ると、ギルベルトが開口一番にジークベルトの状態を確認した。落ち着いた口調だが、ギルベルトがジークベルトをとても心配している様子がわかる。

「精神的に疲れて、今はマリーと一緒に寝ているよ。念のため確認したけれど、後遺症はない。マリーたちの適切な処置のおかげだよ」

「あぁ、感謝している」と、その報告を聞いたギルベルトは合わせた指先を額につけ、静かに目を閉じた。しばらくして、ヴィリバルトが本題を切り出した。

「兄さん、ゲルトはどうなの」

「ダメだ。なにを言っても聞く耳を持たない。ジークベルトへの恨みつらみだけだ」

「鑑定もしたけれど『洗脳』はされていないよ」

「そうか……」と、ギルベルトの落胆した声がやけに大きく室内に響いた。

「外部からの魔道具の干渉も考えられるけれど、私が結界を張っている屋敷内にまで影響があるとすれば、日常的に汚染された可能性も低いながらあるよ。魔術学校が怪しいね」

「だろうな。父上がこの件を聞いて、ゲルトを引き取ると言っている」

　唐突な申し出に「また父さんは……」と、ヴィリバルトはあきれた様子を隠せない。

「俺は、その提案をのむつもりだ。厳しい決断かもしれないが、我が家の敷地内には、二度と入れない。どのような結果であってもだ。まずは魔術学校の内部を洗い出す。協力してくれ、ヴィリバルト」

　ギルベルトの強い意志を感じとったヴィリバルトは、家長の判断を優先した。

「了解です」

「調査の結果、考えたくはないが、万が一、ゲルト個人の感情から生じたのであれば、俺はさらなる決断をしなければならない」

　ギルベルトは苦渋に満ちた表情をしながらそう告げると、ヴィルバルトが冷静に告げた。

「兄さん。私たち大人にも責任はあるさ」

「あぁわかっている。ゲルトは我々大人の被害者でもある。俺は教育を間違えてしまった。アルベルトにも協力はしてもらう」

　意外な名前が出たことに、ヴィルバルトは一瞬驚くが、平然たる態度で了承した。

「アルベルトは、知っているんだね。了解したよ」










テオの秘密




　俺とゲルトの確執が浮き彫りになった落雷事件を機に、俺は強くなる決意をする。

　今ある環境を存分に活用することにした。チート上等だ。

　人目を気にするのをやめた俺の行動は、侍女たちをいささか困惑させたようだった。

　しかし、優秀な侍女たちは、順応が早かった。

　まず戦闘能力を上げるため、戦闘スキルを取得しようと試みたが、幼児には難しかった。

　訓練するにも体が小さすぎて、武器を構えることもできない。武器を所持しない体術なども体が持たない。

　そこで基礎だけでもと考えたのだが、未熟な体が対応できるほど、甘くはなかった。

　次に身体スキルはどうだろうと考えたが、実戦と経験が必要であるため、これも断念した。

　そして頼りにしたのが、魔法書だ。部屋にある魔法書を読みあさった。

　また、知識本もいくつか見つけ、読破する。

　あれから一年半以上経ち、俺は流りゅう暢ちょうに話せるようになり、侍女たちとのコミュニケーションも円滑になった。

　屋敷内なら自由に歩けるようになり、書庫の存在を知る。

　そこに毎日入り浸ることになるが、目標である『強く』には、ほど遠かった。

　魔法の修練は続けているが、ＭＰにも限りがある。上位の魔法スキル取得には、魔力値が足りず、足踏み状態なのだ。

　ここ数日、書庫に入ると、本を読まずに考え込むことが多くなった。

　もっともっと修練がしたい。徐々にはスキルレベルも上がり、強くもなっている。

　だが今の修練では、満足ができない。時間はある。だけど待ってはくれない。

　どうすればいい。俺はチートだ。これを生かすしかない。遅かれ早かれバレるのだ。

　決断しろ、ジークベルト！

　現状を打破するため、使いたくはなかったが、最終手段に打って出ることにする。

　そうと決めたら、行動あるのみ！

　書庫から廊下に出て、目的の部屋へ足を運ぶ途中、タイミングよく最終手段が、こちらへやって来た。

「テオ兄さん！」

「ジーク、どうしたんだい」

　十歳上の次男テオ兄さん、アル兄さんの陰に隠れがちだが、とても優秀な人だ。

　じつは魔属性を五個所持しているが、非公表であるため、周辺は穏やかだ。

　頭の回転が速く物腰もやわらかい。性格もよく、アーベル家兄弟の中で一番の優良物件だと俺は思う。

　だが、目立たない。いかんせん存在感がないのだ。

　これはもう特殊スキルかと疑うぐらいの存在感の薄さである。

　そのテオ兄さんの秘密を、俺は知っている。

　ここは直球でいく。

「次の魔物討伐に連れていってほしいんです」

「えっ、なにを言っているんだい、ジーク？」

「僕、知っていますよ。テオ兄さんが冒険者ギルドに登録をしていることを。Ｅランクですよね」

「はっ!?」

「来週、ご友人のニコライ様と行きますよね。魔物討伐。僕も連れていってください」

　俺は笑顔のままテオ兄さんを見つめる。

　テオ兄さんは、表情を引きつらせたまま動かなくなる。

　テオ兄さんの秘密は、家族に内緒で、冒険者ギルドに登録して魔物討伐をしていることだ。

　理由は、テオ兄さんの友人であるニコライ・フォン・バーデンを助けるためである。

　ニコライの妹セラが難病にかかっており、膨大な医療費が必要なのだ。

　バーデン家は、先々代からの没落貴族だ。

　金銭工面のため、ニコライは幼少期より、冒険者ギルドで活躍している。

　テオ兄さんは、そのニコライのお手伝いをしているようだ。

　この情報源は、ヘルプ機能からです。いい仕事するよね。

　テオ兄さんを『鑑定』したときに発覚しました。

　掘り下げもここまできたら、すごいとしか言葉が出ない。どこまで掘り下げられるんだろうか。

《ご主人様、一度試してみますか？》

　怖いので、遠慮しておきます。

《非常に、残念です》

　週に一度、テオ兄さんが魔物討伐をしに出かけているのは情報収集済みだ。

　この世界は、一週間が六日、一ヶ月が三十日、年が十二ヶ月の三百六十日である。

　第一週の一日、二日、三日と表現する。

　魔物討伐は、毎週二日と決まっている。今日は第二週の四日だ。

「テオ兄さん、僕は、まだ誰にもこのことは話していません」

「ジーク、このことは内密に……」

「はい、わかっています。僕の希望は、レベル上げです。協力してください」

「それなら近く『白狩り』が行われる。本来なら四歳の誕生日だが、父様が、三歳の誕生日を過ぎたら行うと宣言していた。アル兄さんも僕も協力する予定だよ」

「テオ兄さん、僕が三歳になるまでには、あと三ヶ月と少しあります。時間は待ってくれません」

「いや、だが……」

「僕は強くなりたい。もうあのような思いは嫌です」

「ジーク……。だけど、レベルを上げるにも魔物を討伐しなければならない。僕たちは魔物を瀕死状態にできるほどの加減は持ち合わせてはいない。それにとどめを刺すにも武器が必要だ」

「戦闘スキルはありませんが、火魔法は使えます『灯火』」

　指先に小さな火を出し、テオ兄さんへ見せる。

　魔力制御で、火の大きさ、熱さ、持続ができるようになった。

「火魔法!?　いつの間に」

「僕の魔力値が異常値であることを知っていますよね」

「なんの話だか……」

「『お属初め』のときに、テオ兄さん、僕の鑑定結果を聞いたのでしょう」

「記憶があるのかい!?」

「まさか！　赤ん坊ですよ」

「いや、今もそう変わらないと思うのだが……」

「マリー姉様が、以前話していたんですよ。『お属初め』のときにテオ兄さんとふたりで、僕の鑑定結果を盗み聞きしたと、ね」

「姉様には、『報告』の魔法は失敗したと伝えたよ」

「はい。マリー姉様は、僕の鑑定結果を知りません。でもその反応は、テオ兄さんは知っていますよね」

　俺の発言に、テオ兄さんは、言葉を詰まらせる。

　しばらくして、一度大きく息を吐くと、俺を見つめ切り出した。

「ジーク、侍女たちが噂をしていたよ。『ジークベルト様は神童だ』とね。最近は流暢に言葉を話して、難しい本も読んでいるようだね」

「僕は、ほかの子供より、成長が早いだけですよ。珍しくはありますが、いないわけではありませんよね」

「そうだね、いなくはないね。ただ、ここまで対等に話せて、駆け引きまでする二歳児がいるなんて、そんな話僕は聞いたことはないよ」

「それは、テオ兄さんの前だけですよ。交渉相手がただ成長の早い幼児では、相手にしてもらえないじゃないですか。それに、僕は、テオ兄さんの秘密を知っています。最大限それを使うのは、交渉ではあたり前のことです」

「交渉ね」

「交渉ですよ」

　互いに視線を合わせ、相手の動向をうかがい見る。

　んー。あとひと押しかな。

　ここは対等な関係を築かないとね。

「僕だけがテオ兄さんの秘密を知っているのは、不公平ですから、僕の秘密にしていることも打ち明けます。僕は、魔力値が異常で、レベル１で魔法が使えて、対等に会話ができ、難読な本も読めます。ほかの大人には、神童と呼ばせて隠れ蓑みのにする二歳児なんです。これが僕の秘密です。僕は、レベル２になれば満足です。その間だけお付き合いください」

　俺は、深く頭を下げた。その俺の行動に、テオ兄さんは、若干の戸惑いを見せる。

「わかったよ。ジーク、頭を上げて。うん。第三週の二日に出かけよう」

「ありがとうございます！」

　俺は大きな声で、感謝を伝え、自然と笑顔になる。

「ただし、ニコライの手は借りない。ふたりで討伐に行く。狙いはホワイトラビットだ」

　テオ兄さんは、あきらめたかのように視線をはずし、不承不承うなずいた。

「わかりました。ありがとう、テオ兄さん」

　俺は微笑みながら、再度感謝の言葉を伝える。内心では、ガッツポーズを決めた。

　当初の予定通りホワイトラビット狩りとなった。

　ホワイトラビットは、『白狩り』で最初に戦う魔物だ。

『白狩り』とは、貴族の子が初めてのレベル上げをする行事である。

　貴族は、四歳を過ぎると魔法の特訓が始まる。

　だが、魔法スキルの取得は、魔力値が関係するため、平均的な初期値ではどんなに修練しても取得できないのだ。

　そのため『白狩り』で、ある程度のレベルを上げ、魔法スキルの取得ができる状態にする。

　ホワイトラビットは、魔物ではあるが、素早いだけで、非常に弱く、失敗しても、怪我で済むのだ。

「ジークは、いい性格をしているんだな。気づかなかったよ」

　俺の内心を見据えてか、テオ兄さんの口から皮肉ともいえる言葉が出た。それを受けた俺は、優雅にお礼を言う。

「褒めていただきありがとうございます」

「とんだ二歳児だよ」

　あきれた口調のテオ兄さんだが、俺へ向けるその眼差まなざしはとても優しい。

「僕、テオ兄さんとは、とても仲よくできそうです」

「僕は、これからのことを考えると頭が痛いよ」

　テオ兄さんは、そっと天を仰いだのだった。










姉と兄の友




　約束の第三週の二日、初めての魔物討伐の日だが、俺は屋敷から出るに出れない状況にあった。

「どうするんだい。ジーク？」

　テオ兄さんの問いかけに、俺は顎に手を置いて思案するが、なにも思いつかない。

「マリー姉様の対策を忘れていました。なにか策はありませんか」

「僕に聞くのかい」

　少し驚いたように肩を上げ、俺の顔を非難めいたように見つめる。

「そこは年長者の知恵といいますか……」と、俺も言葉に詰まってしまった。

　目の前に立ちはだかるマリー姉様の対応が、難儀を極めた。

　マリー姉様は、あの日以来、俺に対し超超超超超超過保護になった。

　弟たちの惨事に相当ショックを受けたようだ。

　その豹ひょう変へんぶりに、侍女たちはおろか家族までも引いてしまった。

　封印した記憶のため、詳細は語らないが、昼夜問わず俺を離さない家族ストーカーだった。

『ジークを守る』と宣言した責任感での行動のようだが、それでも限度があると思うんだ。

　父上に悟され、いっときほどの執着はなくなったが、過保護は健在だ。

「ふたりともなにをこそこそしているの」

「姉様、今日は僕にジークを預けてください」

「ダメよ。私が王妃様主催のお茶会に呼ばれているのを知っているでしょ。屋敷の中ならまだしも、ジークを外に出すなら、私も一緒じゃないとダメよ」

「普段からジークを独り占めしているではありませんか」

「うぅー。だからといって、外出はダメよ」

「マリー姉様、テオ兄さんとふたりでお出かけしたい」

　姉様の弱点である俺を最大限に使う。

　顔を斜めに傾け、目に涙を浮かべ上目遣いで、ここぞとばかりに、マリー姉様に訴える。

「うっ、その顔は反則ですわ」

「森林公園で遊ぶだけです」

「お庭でいいじゃない」

「屋敷内ばかりでは、ジークがかわいそうです。気分転換に森林公園の自然で遊ぶのもいいことです。僕が小さい頃、アル兄さんとふたりでよく連れていってくれたじゃないですか」

「それは……そうだけど。森林公園の奥は『白の森』につながっているわ。魔物だって出る可能性があるし、危ないわ」

「大丈夫ですよ。奥までは行きません。万が一、魔物が出ても、ホワイトラビットですよ。僕が仕留められます」

「んー……。でも、ホワイトラビットだけとは限らないわ」

「姉様、そんなことを言っていたら、ジークはどこにも行けなくなる。過保護すぎるのもダメだと父様に叱られたばかりですよね。僕を信頼して預けてください」

「テオ……。もう、行き帰りは馬車よ。これだけは譲れないわ」

「もちろんです」

　おぉーー。さすがテオ兄さん、マリー姉様を説得したよ。

　大難関突破です。思わず拍手をしそうになり慌てて止める。

　あぶねぇー。姉様の機嫌を損ねるところだ。

　静かにふたりのやり取りを傍観していた意味がなくなる。

　冷静に対応しなければ、あくまでも今回はテオ兄さんとお出かけなのだ。

　承諾を得たテオ兄さんは、素早く侍女に指示し、馬車を手配する。

　そして俺と姉様の接触を極力避けさせ、馬車へ押し込む。

　その間十五分あまり、その行動の速さは賞賛に値する。

「はぁー。お茶会の日でよかったよ。もしなければ一緒に行くと言って説得できなかった」

　馬車が動き出すと、テオ兄さんは疲労感たっぷりに大きく息を吐き出す。

　あまりにも冷静沈着に事を運ぶので忘れていたが、下手するとテオ兄さんの秘密がバレる可能性もあったのだと、今さらながら思った。

「ありがとうございます」

「お礼はいらないよ。姉様の暴走を止められなかった責任は僕にもあるからね。あの期間はひどかっただろ」

「まぁトイレまでついてきたときはさすがに困りましたね。マリー姉様も悪気があったわけではありませんし、僕を守ろうといろいろと考えての行動だったようですしね」

「姉様は思い立ったら即行動の人だからね。猪突猛進なんだ。嫌わないでほしい」

「もちろん、大好きですよ。テオ兄さんも好きですよ」

「はっはっは、ありがとうと一応お礼は言っておくよ」

「本心ですよ」

　俺の発言に馬車内の空気が一気に和んだ。

　テオ兄さんと交流を深めている間に、森林公園に馬車が着いた。

　馬車乗り場には、ほかの馬車は見あたらない。

　森林公園は、人気スポットなので、ほかの貴族とも会う可能性もあったが、幸運なことに今はいないようだ。面倒な関わりがなく安心して馬車から降りる。

　テオ兄さんが、御者に帰りの時間を指定している。

　馬車はいったん屋敷へ戻ってもらうのだ。これも面倒な貴族対策の一環である。

　一応俺たち、アーベル侯爵家の子息ですからね。

　縁をつなぎたい人たちは、山ほどいるのだ。

　アーベル家の馬車があれば、ここにいますとアピールしているようなものだ。

　馬車を見送り、テオ兄さんと共に、森林公園の奥にある『白の森』へ向かう。

　白の森こそ今回の目的であるホワイトラビットが多く生息している場所なのだ。

　もちろん『白狩り』でも使用される場所だ。

　テオ兄さんは、やはり優秀な人だ。

　俺の歩調に合わせ、かつ平坦な道を選び先導してくれる。

　森林公園は、入り口付近は整備されているが、奥に行くにつれ、けもの道となっている。

　魔物だけではなく、野生の動物も生息している。

　付近を警戒しながら『報告』の魔法を使用しているようだ。

　しばらく歩くと、開けた場所に出る。『白の森』に到着したようだ。

　突然、テオ兄さんの足が止まった。

　真うしろにいた俺は「ぶっ」と、テオ兄さんにぶつかり、「どうしたのですか」と、鼻を押さえながら非難めいた声をあげる。

　だがテオ兄さんには届いておらず、その視線は、前方を見据えていた。

　その様子に、俺も体をずらして前方を注視する。

　先に、金髪の長身がふて腐れたように立っているのが見えた。

　あれは!?　まさか！　なぜここに？

　思いあたる人物はひとり。

　テオ兄さんは慌てた様子で、金髪の長身へ駆け寄っていく。

　俺もその後に続いた。

「ニコライ！」

「よぉ、テオ」

　金髪の長身ニコライは、不敵に笑うと待っていましたとばかりに手を上げる。

　この人が、ニコライ・フォン・バーデン。

　厄介な相手が出てきたなと、俺は内心舌打ちする。

　当初からニコライとは、接触する予定はなかった。

　テオ兄さんと交渉すれば、おのずとふたりで魔物討伐に行くことになると想定していたのだ。

「どうしてここにいるんだい。君は最近発見された迷宮へ行くと言っていたじゃないか」

「どうも気が変わってなぁ。おっ！　このチビが噂の弟くんか」

「はじめまして、ジークベルト・フォン・アーベルです」

　ニコライが、値踏みするように俺を見るが、俺はアンナ監修の礼儀作法にのっとって、貴族の形式通りの完璧な挨拶をする。

　おっ、驚いてる。驚いてる。

　開いた口が閉じませんね。幼児がする挨拶ではないよね。

　んー？

　真横のテオ兄さん、あきれた顔しないでください。狙ってやっているんですよ。

　さてさて、相手がフリーズしている間に情報を得ましょう。

　ヘルプ機能の掘り下げで、ある程度の人物像は把握できてはいるが、詳細な情報が欲しいので素早く『鑑定』を行う。




　**********************

　ニコライ・フォン・バーデン　男　15歳

　種族：人間

　職業：冒険者

　Ｌｖ：17

　ＨＰ：１２１／１２１

　ＭＰ：98／98

　魔力：86

　攻撃：１４１

　防御：94

　敏捷：82

　幸運：34

　魔属性：光・水

　**********************




　テオ兄さんより、三歳上なのか。見た目はもう少し上に見える。

　やはり冒険者として活動しているだけあり、十五歳にして体ができあがっている。

　レベル17だが、各パラメーターの数値は平均以上だ。特にＨＰと攻撃値が高い。

　腰にある長剣からして、戦闘スキルを所持しているのだろう。

　おそらくパワー系の魔法剣士だ。

　魔物討伐に備えＭＰ温存のため『鑑定眼』が使用できないのが悔やまれる。

　魔属性は意外だった。

　光属性って、女神や勇者の物腰のやわらかいイメージが根強くて、体格がいいニコライでは想像の欠片かけらもない。

　まぁ適応属性は選べないので、あくまでも俺のイメージなんだけどね。

「これはご丁寧に。俺はニコライ・フォン・バーデンだ。Ｄランクの冒険者だ」

　復活は予想より遅かった。

　不意を突かれ、動揺しているのが、手に取るようにわかった。

　まだまだ若いってことだ。精神年齢は俺がだいぶ上だから、余裕はある。

　ニコライが、立てなおす間に、今後の行動方針を考えたかったので、狙い通りで満足です。

　俺の満面の笑みに、ニコライは眉をひそめる。

　それを真横で見ていたテオ兄さんが、自然と俺を隠すように、ニコライとの間に入る。

「ニコライ、今日は『白の森』で予定があると伝えていたよね」

「あぁ『白の森』なんて初心者が行く場所へ予定があるなんて気になってな。でもよぉ、その予定がチビだとは思っていなかったぜ」

「三歳の誕生日の後に『白狩り』をすることになってね。その前に雰囲気だけでも味わえば、本番でも失敗しないだろうと思ってね」

「それは過保護なことで」

「ニコライ、悪いがあまり時間がないんだ。馬車の時間がある」

「なら俺も協力するぜ。実戦を見せた方がいいだろ」

　テオ兄さんは白の森に行くと、事前に情報提供をしていたんですね。

　そりゃー気になって待ち伏せするわ。

　長年の相棒が、急に初心者の森に予定があると言って、魔物討伐をキャンセルしたのだから。

　今までにない行動に動揺し、ほかの誰かと組むのか？　パーティー解散危機!?かと、悪い思考に陥ったんだろう。

　初見のふて腐れた態度はそれだな。

　冷静に考えれば、ほかの可能性も示唆されるが、突然すぎて頭が回らなかったようだ。

　そして現れたのが俺だった。安心から一変、興味そそられるわな。

　テオ兄さんは、自分の迂闊さが招いたことだと気づいている。

　取り繕った嘘で、場を乗り切るつもりのようだが、無理ですよ。

　ニコライは、俺が起因だと確信して、この状況をおもしろがっています。

　はぁーー。いずれバレることだ。

　テオ兄さんが付き合う人だ信用しよう。

「遠慮してくれ」と言うテオ兄さんの言葉と「かまいませんよ」と言う俺の言葉が重なった。

「はっ!?　なにを言っているんだい、ジーク！」

　俺がテオ兄さんの言葉を遮り、了承と取れる発言をしたことに、テオ兄さんはひどく驚き、思わず俺の肩を掴んだ。

　俺は肩を掴んでいる腕に手をかけ「大丈夫です」と視線を合わせうなずく。

　テオ兄さんの黒い瞳が真剣に事の真意を探っている。黙ったままその視線を受け続けると、そっと肩から手を放した。

　手を放す際、力が一瞬入ったのは激励だと感じ、俺は前に出る。

「ニコライ様、これから見るものすべての内容を忘れていただけるならば同行を許します」

「ほぉー。こりゃまた上からだな」

「はい。今日は、僕がお願いをして『白の森』へ連れてきてもらいました」

「へぇーーーー。チビがお願いをしたのか」

「はい。言うなれば、僕が依頼人です。同行を許可する権利は、僕にあります」

「なるほどな、わかった。今日、俺はここにはいない」

「よろしくお願いします」

「ジーク、いいのかい」

　心配そうなテオ兄さんに、笑顔でうなずく。

　たしかに危ない橋だ。同行を許可することで、魔力の異常値が家族以外に知られることになる。

　だが、他人がどのような反応をするのか、確認するいい機会でもあるし、その最初の人物が兄弟の信を得ている人であれば、悪いことにはならないはずだ。もちろん、釘は刺しておくけどね。

「テオ兄さんのご親友でしょ。信用していますし、それにテオ兄さんを裏切ることはしないですよ」

　ニコライは、クックッと低い声で笑い「なるほどねーー。こりゃー、優秀な弟だなぁ」と、テオ兄さんの肩を叩いた。

　テオ兄さんはあきらめたように笑い、ニコライへ本日の目的を簡潔に述べていた。










魔物討伐




『灯火』

　火矢をイメージした火魔法は、ホワイトラビットの急所を射貫く。

　これで二匹目だ。

　白の森に入るとすぐにホワイトラビットと遭遇した。

　ホワイトラビットは名の通り、見た目は白い兎うさぎだ。

　ただし、大きさは五十センチメートル以上あり、特徴として額に角が一本生えている。

「あれがホワイトラビット」

「そうだよ。弱い魔物だけど、ああ見えて素早いからね」

「チビ、得物はなんだ。俺たちで逃げないよう周りを囲んでやる」

「あっ！　その必要はありません。火魔法で仕留めます」

「おいおい、火魔法で仕留めるにも、近づくだろ。素早いから逃げるぞ」

「いえ、ここから魔法を撃ちます」

「ジーク、ここからだと遠すぎるのではないかい」

「大丈夫です」

　ふたりの助言を無視し、俺は行動に移す。

　ホワイトラビットから目を離さず、魔力循環を行う。

　魔力制御で、威力と矢の大きさ、火の持続力を決め、矢尻に青い火がついた矢を放つイメージをして『灯火』を実行した。

　青い火は、一直線に、ホワイトラビットの腹に命中し、一瞬にして火に包まれ、絶命する。

「失敗した」

　急所である角の下を狙ったがだいぶずれた。また威力が弱すぎたせいで、射貫くつもりが、ホワイトラビットを焼いてしまった。

　むーー。思った以上に緊張していたようだ。

　次は、綺き麗れいに射貫いてみせる。同じ過ちは繰り返さない。

「失敗って、倒しているよ」

　俺の落胆した様子に、テオ兄さんが、肩を叩いて励ましてくれる。

「緊張して狙いがズレました。魔法制御がうまくいきませんでした」

　俺の不満を聞いて、俺の肩にあったテオ兄さんの手が止まった。さらにニコライが、俺に突っ込んだ。

「おいおい、この距離で魔法放って一発で仕留めて、制御できてないって、なにが不満なんだ」

「んー……。言葉でお伝えするのは、難しいですね。次は失敗しないので、見ていてください」

　俺の言葉にふたりは顔を見合わせ、やれやれといった感じで首を振る。

　焼けたホワイトラビットをテオ兄さんが魔法鞄で回収し、森の奥へ足を進める。

　魔法鞄は魔道具の一種で、たくさんのものを収納でき、備えつけられた機能にもよるが、入れておくと鮮度が保てるものもある。テオ兄さんが所持しているものは、鮮度を保つ機能があるようだ。

　二匹目はすぐに見つかり、俺の描いていた急所を射貫く仕留め方ができた。

「うん、八〇パーセントってところですね」

　仕留めたホワイトラビットを見て、俺は満足する。

　そこには、角の下に直径二センチメートルほどの穴が貫通して絶命している、ほぼ無傷のホワイトラビットがいた。

　ただ穴の周りは、焼け焦げた跡があるため、そこは今後の課題だ。

「わぁーー。これはすごいね」

　テオ兄さんが二匹目を回収しながら、感嘆の声をあげた。

　ニコライは、魔法で射止めた部分の傷を丁寧に確認している。

「テオ兄さん、レベルアップってどれぐらいでするんですか」

「んー。だいたい三、四匹でするよ」

「だとすれば、あと二匹……。できれば複数同時に討伐したいのですが」

「複数同時にかい。今の戦闘を確認する限り問題ないとは思うけど、あと数匹単体で慣らしてからでもいいんじゃないかい」

「ありがたいお話ですが、レベル２に上がるまでのお付合いとの約束ですし、馬車の時間も考えるとギリギリかと。複数戦は経験しておきたいんです」

「そうだったね。ちょっと待って、探してみるよ。『報告』」

　種類や個数などの特定は難しいが、大雑把に情報を得るには便利なのだ。

　ちなみに、魔物や敵を探り出すのに適しているのは『索敵』で、上位魔法となる。

　初級魔法なので、俺も使えるけれど、テオ兄さんの方が精度は高いので、ここは甘える。

「五百メートルほど先に団体がいるね」

「そこへ案内してください」

「了解。ニコライ行くよ」

「おぉー。なぁチビ、さっきの魔法は、火魔法の初級だな」

「はい。『灯火』です」

「そうか……。初級で、あの威力か……。現実だよな。ブツもあるしな……。いやいや、だけどなぁ……」

　ニコライは、俺の答えを聞くと、ブツブツと思案しながら歩いていく。その手には、先ほど仕留めたホワイトラビットがあった。

　まぁ、言いたいことは、わかるけどね。

　本来の『灯火』は、種火みたいなものである。それが魔物を瞬殺するだけの威力を放つなんて、この世界の常識ではありえないのだ。

　明確なイメージと、魔力値が高ければ、容易にできるのだが、〝魔力値が高い＝レベルが高い〟となる。

　魔力値が高いほとんどの人が、初級魔法ではなく、上級魔法を使う傾向がある。これは主に貴族の面子が、関係しているようだ。

　たしかに上級魔法は、攻撃力もズバ抜けてあり、魅力的ではあるが、ＭＰ消費量が多く、現実的ではないので、今はパスだ。

　そっと視線をニコライに戻す。

　テオ兄さんの横で、いまだブツブツ言っているが、俺の魔力値が異常であることには、まだ気づいていないようだ。

　冷静に考えれば、おかしいと思うはずだが、俺の魔法が衝撃的すぎて、そちらに気がいっているようである。

　このまま気づかなければ、それでよし。そう甘くはないと思うけどね……。




　森の奥へ進むと、複数の白の塊が視界に入った。

　ひー、ふー、みー、よー、いー、むー、なー、やー、ホワイトラビットが八匹！

　想定より数が多いことに、思わず頬が緩み、いい戦闘経験になるだろうと、ワクワクする。

　立ち止まったテオ兄さんたちに、声をかける。

　心なしか声が高くなった。

「団体ですね」

「数が多いね。間引きするかい」

「いえ、大丈夫です。おふたりとも、手出しは無用です」

「おいっ」

　ニコライの呼びかけを無視し、魔力循環を高める。

　火矢の同時展開は、魔力値が足りずまだできない。だが、連射は可能だ。

　視界にホワイトラビットを捉え、『灯火』を連射する。

「チッ、初級魔法であの威力はなんだ。あの精度、的確に急所を射貫いてやがる。化け物だぞ、テオ！」

「僕も驚いているよ。ホワイトラビットは弱い魔物だけれど、素早いはずなんだ」

「実戦経験ないんだろ。あの動き見てみろ！　慣れてやがるぞ」

「ないはずなんだけどね。はははっはっ……」

　テオ兄さんの乾いた笑いが背後から聞こえるが、今はホワイトラビットの団体に集中する。

【レベル２になりました】

　ホワイトラビットを二匹倒したところで、頭にレベルアップが流れる。

　残りの六匹を仕留めた後、テオ兄さんに報告する。

「テオ兄さん、レベルが上がったようです」

「それはよかったね、僕はなにもしていないけどね」

　あっけなく終わった戦闘に、テオ兄さんが苦笑いする。

　その顔を見て、少し調子に乗りすぎたかと反省する。

　まぁせっかくの機会だったのだ。試してみたいことが実戦でき満足ではある。

　テオ兄さんはいいとして、あとはニコライだ。

　集めたホワイトラビットを魔法鞄へ収納しようとするテオ兄さんを止め、ニコライの方を向く。

「ニコライ様、どうぞ。お付き合いいただいたお礼です」

「かわいくねぇな」

「平たく言えば、口止め料です。ほぼ無傷で仕留めましたから買取額も悪くはないはずです」

「ったく、かわいくねぇぞ、チビ」

「お褒めいただき光栄です」

　この人、口や見た目の態度は悪いが、なぜか親近感が湧くんだよね。

　んー……。なんだろう。人を惹きつける魅力があるんだと思う。

　不思議に思っていると、ニコライが俺の頭を掴んだ。

「で、チビ、お前いつの間にＭＰ回復薬を飲んだんだ」

「えっ？」と、驚愕して、すぐさま平静を保つがすでに遅かった。

「あっ！　ジークの魔法がすごすぎて忘れていたよ」

　テオ兄さんは本当に忘れていたようで、ニコライの指摘で気づいたようだ。

「なにを隠しているんだ。ありえねぇーんだよ。レベル１のお前が魔法を連発するなんてな」

　ニコライが、不信感たっぷりな顔して、俺に詰め寄る。

　おぉーー。ＭＰ値隠蔽していたのを忘れてた！

　うわぁ、やべぇーーーー。初めての魔物討伐で、舞い上がっていたよ。

　とりあえず、テオ兄さんは、俺の魔力値の異常を認識している。

　だが、ＭＰ値は隠蔽して普通なのだ。

　ＭＰ値も異常値だったことにするか。いやそうなると、鑑定の際にＭＰ値の話題が上がらなかったことを疑問に思うんじゃないか。

　万事休す！

　とぼけるしかねぇーーーー。

「どういうことでしょう？」

「はぁーー!?　チビ、お前自身のことだろう」

　俺のとぼけた様子に、ニコライがさらに突っ込むが、俺は微笑みながら、言葉をつなげた。

「ＭＰ値は普通ですよ。なんなら鑑定していただいても結構です。だけど『灯火』ならまだ撃てますよ」

「なんだとっ！」

　ニコライは、俺の回答に愕然と立ちつくす。

　額面通りに受け取ってくれたようである。

　あぁー、素直ですね。俺が能力を隠さず、行動したことが吉と出たようだ。

　ここだけとぼけるなんて、思ってもいないんだろう。

「ＭＰ回復が早いのか……。いやそれにしても早すぎる。魔力値の異常値が影響しているのかも……」

　顎に手をあて、考え込むテオ兄さん。

　おぅ！　こちらもいい具合に勘違いしてくれた！

　若干、申し訳なくも思うけれど、死活問題なので、許してください。

　俺が心の奥底で謝罪していると、遠方から複数の話し声が聞こえてきた。

　独特なニュアンスの話し方に、人間ではないと、判断する。

　俺がそれを伝える前に、ニコライが、腰にある長剣を抜いた。

　先ほどとは一変し、真剣な表情で、辺りの気配を探り、戦闘態勢に入っていた。

「テオ、ゴブリンが複数、集まってやがる。チッ、白の森だと油断した。チビはそこで待機だ」

「はい」

　俺は素直に返事をし、邪魔にならない場所へ身を隠す。

　今回の戦闘には、参加しません。

　現役の冒険者の戦闘を間近で見るチャンスだ。そりゃもう、傍観に徹します。

　テオ兄さんも、短剣を構え、戦闘態勢に入った。

　数分もしないうちに、緑の団体のお出ましです。

　おぅ、ゴブリンだ。

　魔物図鑑で姿絵は確認したが、本物は気持ち悪さが倍増だ。

　人型の魔物で、特徴的な緑の肌に、耳は細長く、鼻と口はでかいが均整がとれていない。

　小鬼との和名も納得できる容貌だ。

　だが、なによりもにおいがひどい。

　この距離でこの異臭。近づくにつれ、思わず、一歩後退してしまった。

　くっ、負けた感じがするのは、なぜだ。

　ニコライが、素早くゴブリンとの距離を縮め、斬りつける。

　すごい！　そのひと言に尽きる。

　太刀筋に乱れがなく、無駄な動きがいっさいない。

　ゴブリンを両断までとはいかないが、ひと振りで致命傷を負わせる技術に息をのむ。

　将来有望な冒険者であるとのヘルプ機能の情報に間違いはない。

　その圧倒的な強者の姿に、ゴブリンたちが戸惑っている。

　その隙を逃さず、ニコライは次々とゴブリンを倒していく。

　その真横で、テオ兄さんが、短剣を手にゴブリンに近づくと、素早く首のあたりを数度斬りつけて、倒す。

　その手腕は鮮やかだ。

　テオ兄さん、動きが忍者みてぇーー。

　あらかた片づけた後、ニコライがテオ兄さんに声をかけた。

「テオ、ほかに敵はいるか」

「いいえ、この団体だけのようです」

「俺が四、テオが二だ」

「了解」

　ニコライが指示すると、テオ兄さんが消えた。

　いや背後に回り、ニコライの補助に入りつつ、敵と交わる。

　連携プレーが様になっている。

　すると、二匹のゴブリンが、こちらへ方向転換する。

「ギャッギャギャ、グギャ（あの小さいの、食う）」

　うわぁーー。俺、ゴブリンの言葉理解できてるよ。

　うれしくねぇ。しかも俺、食用かよ！

　まぁ、味見される前に、殺りますけどね。

『灯火』

　レベルが上がり、魔力値が倍になったので、二本の火矢を同時に展開し、二匹のゴブリンへ撃つ。

「「ギャッ」」と、二匹のゴブリンに命中し、同時に絶命させた。

　俺の危機に慌てて駆けつけたテオ兄さんは、頬を引きつらせ、最後のゴブリンを倒したニコライは、苦笑いしながら剣を鞘におさめた。

　ふたりは俺の戦闘を見ていたようだ。言い訳を考えないと。まぁ危機的状況で、なんとなくできたと言って逃げてみよう。

【レベル３になりました】

　空気を読まない機械音が、頭に響く。

　とんだ儲もうけもんだ。










白狩り




『白狩り』本番は、アーベル家総出のバックアップ体制でした。

　三歳の幼児にホワイトラビットの単独討伐は無理である。

　そのため冒険者などを雇い、ホワイトラビットをある程度弱らせて、とどめを刺すのだが、アーベル家は、冒険者を雇う必要はない。

　騎士団副団長の父上、魔術団隊長のチート叔父、騎士団への入団が内定したアル兄さん、忍者のテオ兄さん、光魔法が得意なマリー姉様が参加しているのだ。祖母が風邪を引いたため、残念ながら欠席となった、元近衛騎士団団長の祖父も参加する予定だった。

　過剰戦力である。ホワイトラビットに相当な過剰戦力である。

　結果、手加減してもホワイトラビットを瞬殺してしまう状況に陥った。

　この中で一番弱いマリー姉様までもが、瞬殺だった。

『どんな家族やねん!!』と、心の中で叫んだわ！

　微妙な空気が漂う中、弱らせることをあきらめた一家は、そのまま捕縛へと方向転換した。

　魔法で捕縛し固定したホワイトラビットを俺の前に置き、それを短剣で刺すことになった。

　俺のお仕事は、上げ膳据え膳の末、短剣でとどめを刺すだけでした。

　しれっと、四匹目を仕留めたところで「レベルが上がりました」と伝える。

　周囲が喜んでいる中、内情を把握しているテオ兄さんは、複雑そうな顔をしていた。

　テオ兄さん、ごめん。この借りは必ず返すので、今は我慢してください。

　あの後すぐに、ニコライとテオ兄さんは、ゴブリンを殲せん滅めつした。

　白の森で、ゴブリンが大量発生するのは珍しいことだ。念のため、冒険者ギルドに報告することになり、ニコライが俺に了承を取る。

　約束の履行に反するため、律儀に、了承を取りにきたのだ。

　当然のことなので、即了承するが、心底申し訳なさそうに謝罪を口にする。

　おもしろいよなぁー、この人。

　行動と中身が一致していないんだよなぁ。

　クソ真面目なくせに不器用で、自覚がないのも、好感が持てる。

　家族と屋敷の者以外で、初めて接触した人が、ニコライでよかったよ。

　結局ニコライが、俺の魔力値の異常に気づいたかは、わからないけれど、気づいても、気づかないふりをしそうだ。

　そういえば、ニコライが、魔物討伐に行くたびに「チビは、一緒じゃないのか？」と、背後をチラチラ確認して聞くそうだ。

　その様子と俺がいないことに落胆する姿が、あまりにもおかしく、毎回笑いを抑えるのに苦労するそうだ。

　あと『灯火』に感化されたようで、初級魔法を実戦で試しているようだ。

「ニコライは、ジークが大変気にいったようだね。ジークは罪つくりな男だね」と、テオ兄さんが、とても楽しげに話していた。

　その表現はどうかと思うが、ふたりの迷惑でなければ、ぜひとも同行をさせてもらおう。

　そのときは、マリー姉様対策を完全にして、魔物討伐に挑むんだ。

　残念ながら『白狩り』では、レベルは上がらなかった。

　上がればラッキーと期待しなかったわけではないが、その作業でだんだんと俺の心は疲れ、レベル３で十分だと自覚した。

　レベル上げは、大変なんだよ。

　現在の俺のステータスはこれだ。




　**********************

　ジークベルト・フォン・アーベル　男　３歳

　種族：人間

　職業：侯爵家四男

　Ｌｖ：３

　ＨＰ：50／50

　ＭＰ：３２０／３２０

　魔力：３２０

　攻撃：50

　防御：50

　敏捷：50

　幸運：２４０

　魔属性：全属性

　魔法スキル：火魔法１・水魔法１・風魔法１・土魔法１・光魔法３・闇魔法１・生活魔法２・空間魔法１・魔力制御３

　身体スキル：毒耐性５・麻痺耐性４・状態異常耐性３・闇耐性３・呪耐性７・雷耐性１・気品１

　技能スキル：隠蔽〈極〉・作法１

　上級スキル：鑑定眼

　固有スキル：言語完全理解・成長促進

　加護：転生祝福

　称号：幸運者

　スキルポイント：52

　**********************




　まず各パラメーターの数値は、成長促進の影響で、基本値の最大値に10が付与されていた。

　予想通り、ＭＰと魔力はプラス１００だった。

　チート上等、素晴らしい固有スキルだ。

　ＭＰが大幅増加したため、修練に費やす時間が増え、上級属性以外のスキルを取得できた。

　上級は、ＭＰ消費が高く、今の俺が無理して取得する必要性がないので後回しにした。

　一応、使用できるかは試し、魔法の出来はともかく、全属性使用できたことに安堵した。

　今後もコストが高い上級属性は修練せず、コストが低い通常属性のスキルレベルを上げることに重きを置くことにする。

　ただ、空間魔法は取得した。

　取得条件の魔力値は、なんと驚きの２００であった。

　なんて無理ゲー。普通の人は、取得できないはずだ。

　一般の平均レベルが、レベル15の世界で、最低でもレベル20が必須となる。

　ただこれは、基本値10でレベルアップし続けてのレベル20なのだ。

　一般チートがいても容易ではなく、空間魔法を取得するのが、いかに難しいことかわかる。

　また、当初の目的だった『移動魔法』は、まだ使えない。初めて魔法の使用を失敗した。

　イメージした座標は、合っていると思う。おそらく魔力値が不足したことが原因だと考えている。

　当分レベルアップは望めそうにないので、移動魔法は封印する。

　だってさ、消費ＭＰ１００だったんだよ。魔法を失敗してもＭＰは減るんだよ。

　その後の修練計画に響いたよ。ほんと世知辛い世の中だ。

　空間魔法で有名なもうひとつの『収納魔法』は、無事に成功した。

　収納魔法は、ほかの魔法と大変勝手が違った。

　魔法書にも注意事項として、大々的にかつ強調して掲載されているが、魔法が初成功したときのイメージで『収納』が固定されるのだ。

　つまり、最初の『収納』で、収納できる物や大きさ、容量等が決まってしまう。

　例えば、ダンボール箱をイメージすれば、その術者の『収納』は、一生涯ダンボール箱サイズの大きさとなる。

　いやぁ、怖い！　これを知らずに、軽い気持ちで『収納』魔法が成功したら、すっげえ喜んだ後で、ことの重大性に気づくんだろ。

　想像しただけで、背筋が震える。

　誰だよ、こんな鬼畜設定にしたのは！　たとえ話でも、かわいそうすぎるだろ。

　だから『収納』は成功するまで、毎回イメージを固めて魔法を使用しなければならない。成功するまで、気が抜けないし、相当なストレス負荷がかかる。

　それに『収納』が、いずれ必ず成功する保証はどこにもない。

　もう精神修行だと思うし、空間魔法を取得可能な術者がいても挫折する大きな理由でもある。

　ただ苦労する分、成功後は、大変有意義な魔法になるが、いかんせん条件が難しいので、取得者が少ないのが、現状だ。

　もちろん俺は、一発成功した。

　亜空間をイメージして、無限に収納でき、時間調整有無、整理整頓、ほか多数ができる『収納』を作製した。いわゆるアイテムボックスだ。

　一点、失敗したのが、生命体を収納することができないことだ。

　できたものは、俺がイメージしたそのもののはず……だ。

　いやーー、詰め込みすぎて、すべての能力を把握できていない。

　あはっはは……、やりすぎた。

　反省はともかく『収納』を成功させたことで、空間魔法スキルを取得した。

　収納魔法が成功すれば、無条件で空間魔法スキルを取得できるのだ。

　それだけではなく、一度作製した『収納』は、何度使用しても消費ＭＰがかからない。

　なんと経済的な魔法だと喜んだが、考えてみれば当然だった。

　毎回毎回、ＭＰを大量消費していれば、利便性などと言ってられないし、世に普及している魔法鞄などの魔道具の説明もつかない。

　初期費用はいるが、その後のアフターケアは要りません状態ということだ。

　俺の収納魔法の消費ＭＰは３００。

　個人により、消費ＭＰが違うそうだが、おそらく『収納』の機能性により、消費ＭＰの量が異なるのだ。

　まぁ３００で、使い放題なのだ。その点を考えれば、大満足だ。

　いまだお金しか収納していない宝の持ち腐れだけどね。

　身体スキルでは、雷耐性と気品が、追加されている。

　雷耐性は、あの事件で取得したようだ。なぜ推測かというと、スキル取得のメッセージを聞いていないからだ。

　おそらく気を失っている間に、メッセージがあったんだと思う。

　耐性スキルの取得は、難しいと耳にしているので、どのような形でも、取得できてよかったと思うが、ただ死を間近に感じて、雷耐性レベル１となると、母上の胎内で取得したほかの耐性スキルは、どういった状態で取得したのだろうと、疑問が残る。

　母上……。不治の病に関連があったのかもしれない。

　それを知るにも、今の俺の魔力値では、ヘルプ機能をフル活用できない。

　死人を調査するには制限があり、現状難しいとのことだった。

　うん。精進あるのみ！　前向きに考えよう！

　気品は、技能スキルの作法とセットで取得した。

　アンナの貴族教育の賜物である。そしてなにより俺の努力の結晶でもある。

　自由に歩き始めてすぐ、礼儀作法が始まった。

　早すぎ！と、胸中で叫んだ。

　そう思ったのは、俺だけではなく、父上も感じたようで、アンナに意見するが『ジークベルト様は、聡明ですので、早すぎるといったことはございません』と、父上が説き伏せられてしまった。

　父上、そこはもっと強く主張してください！

　犠牲になるのは、俺なんですよ！

　一生懸命、小言を心の中で叫んだが、父上には、まったく届かなかった。

　ってなことで、始まった礼儀作法は、予想通りのスパルタ教育だった。

　アンナは、時に鬼になるよね。うん、二度と逆らわない。

　ニコライが驚愕した貴族の形式通りの完璧な挨拶もここで習得したのだ。

　アンナから『今のジークベルト様は、これが限界ですね』と、一応合格点はもらえた。

　もう少し成長したら、相手により、挨拶パターンを変えるとのことだ。アンナいわく「人の印象は最初の挨拶で決まる」ため、礼儀作法は続く。

　はぁーー。これからのことを思うとため息しか出ない。

『白狩り』は、順調に進み、いつの間にかスキルポイントが、52ポイント付与されていた。

　内訳は、２レベルアップで20ポイント、ホワイトラビット二十六匹討伐で26ポイント、ゴブリン二匹討伐で６ポイントである。

　ホワイトラビットの数が多いのは『白狩り』で、ホワイトラビットを十六匹倒したからだ。

　次から次へと捕獲され、俺に刺されるホワイトラビットは、シュールだった。

「そろそろレベルアップですね」と、テオ兄さんのフォローが入り、俺が「レベルが上がりました」と伝える。

　やっと終わった！と歓喜する。機械的な作業に嫌気がさしていた。

　だが、ヴィリー叔父さんの「兄さん、次のレベルまで上げますか」との軽い発言に、俺は自分の頬が引きつるのを感じた。

　次のレベルなんて……。あと何十匹刺せばいいんだ。もうむりーぃ。

　父上の「もう十分だ。ジークベルトも疲れているだろう」に、俺は大きくうなずき安堵した。

『白狩り』はこうして幕を引いたのだった。










幼少期後編　出会い




　マリアンネは不測の事態に困惑していた。

　かわいい末弟ジークベルトが、マリアンネの私室を訪れると、突然、頭を下げたのだ。

「マリー姉様、ごめんなさい」

　ジークベルト付きの侍女たちは、困惑した様子でマリアンネを見ている。

　その侍女たちに目配せし、マリアンネは状況を確認するが、要領を得ない。

　アーベル家の中でも屈指の侍女たちが、対処できない事態なのだろうか。

　一瞬、脳裏に落雷事件の残像がよみがえる。

　あれは過去の出来事よ。もう決して誰にも傷つけさせない。

　残像をかき消すように頭を振り、目の前の無傷なジークベルトを見る。

　大丈夫、ジークベルトは生きているわ。

「姉様？」

　普段と異なるマリアンネの様子に、母譲りの紫の瞳が、心配げに問う。

　そう、この子は、人の感情に敏感で繊細なのに、他人の痛みを無視できない心優しい子。だから私たちが守るの。

　気持ちを持ちなおし「なんでもないわ」と、強く発して微笑む。

　マリアンネの返答にジークベルトは、訝いぶかしげな表情を見せ、何度か口を開こうとするが、あきらめたように口をつぐんだ。

　その様子を見て安心したマリアンネは、本来の話へ戻すため、つとめて冷静に声をかける。

「ジーク、それでなにがごめんなさいなの？」

　マリアンネの問いかけに、ジークベルトのマントの下から、白い動物？白い魔獣？の赤子が顔を出した。

「もとの場所に戻してきなさい！」

　マリアンネの声が屋敷中に響いた。

　数時間前にさかのぼる――。
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　俺は『沈黙の森』へ出かけていた。もちろん家族には内緒でだ。

　沈黙の森は、帝国と隣接している場所で、馬車で十日ほどの距離がある。巨大な植物群落の森で、その範囲はいまだ把握されていない。理由は、森全体を覆う濃い魔力である。奥に行けば行くほど、魔力は濃くなり、方向感覚がなくなる。これは地上だけではなく、空にも影響がある。

　そして、強い魔力を体内に浴び続けていると、脳が麻痺し、正常な判断ができなくなるのだ。また、魔力が濃いため、上位種の魔物や魔獣が生息し、噂では竜種を見たとの情報もある。

　別名『死の森』とも呼ばれ、足を踏み入れた者の生還率が低いことでも有名だ。

　ただ上位種が多いため、素材獲得依頼や一いっ攫かく千せん金きんを狙った冒険者などがよく森を訪れている。

　俺は『移動魔法』を使用して、沈黙の森へ来た。

　四歳で移動魔法が使えるようになり、現在五歳となる。

　初めて移動魔法が成功したときは『あっできた』と、軽いものだった。

　感動が薄いのは許してほしい。だって部屋の端に移動しただけなのだ。気持ちが高ぶる要素がまったくなかった。成功したことは、本当にうれしかったけれど、地味すぎてのれなかったのだ。

　なぜ部屋の中だったのか。それは移動魔法が、術者が訪れた場所しか転移ができないからだ。

　俺が四歳までに訪問した場所は限られており、また国家最高レベルの魔法が使用できると周囲にバレたら大変な事態となる。そうなると、おのずと修練の移動先は安全な場所となり、屋敷の中、俺の部屋となるわけです。

　ちなみに『沈黙の森』までは、徒歩と『飛行』の魔法を使用した。

　毎日少しずつ距離を稼ぎ、だいたい二ヶ月ほどかけて到着した。

　ただ『飛行』を使う際は、細心の注意を払った。飛行魔法は、風属性の上級魔法だ。俺はスキルレベルに関係なく純粋に魔力だけで使用できる。空を飛ぶ幼児なんて、ほぼほぼいないのだ。

　沈黙の森を目指したのは、人目を気にせず、効率よくレベルを上げるためである。

　近場で魔物討伐するにも限界がきたからだ。上位種がいないわけではないが、幼児の魔物討伐は、いかんせん目立ちすぎる。

　テオ兄さんたちと一緒のときは、周りを気にすることも遠慮することもなく討伐ができるが、月一と決めていた。本心は毎回同行したいが、マリー姉様に討伐がバレる可能性が高いため、すんなりとあきらめた。テオ兄さんとのお出かけは、第三週の二日目が定番となっている。マリー姉様も、その日だけは特になにも言わず、屋敷から出してくれる。

　あの日からテオ兄さんとは、とてもいい兄弟関係を築いている。

　沈黙の森に到着してから、約二ヶ月が経つ。

　その間も、貴族の子息としての一般教養の習得やその他の習い事の合間に時間をつくっては、沈黙の森の生態を調べたり、魔道具の材料になるものを採取したり、レベル上げをして過ごした。

　一部ではあるが、森の中の位置も把握できつつある。方向感覚が麻痺している中、なぜ迷わないのか。それは前世の本での知識が役に立っているからだ。伊だ達てに何年も家にこもっていたわけではない。ただの引きこもりではなかった。友人もいたぞ。ただ不幸体質で、外に出ると迷惑をかけるから、極力外は避け、家にいてできることをしただけだ。その知識が活躍しているのだから、あの時間は、有意義なものだった。

　サバイバル知識を有効活用し、今日も森の奥へ進んでいく。

　林道を歩いていると、不審な気配を察し、足を止めた。

　んー……？　なんだ？　なにかいる。

　草の間から白い物体が目に入る。

　すかさず、『鑑定眼』と念じた。




　**********************

　白虎　オス　０歳

　種族：聖獣

　Ｌｖ：１

　ＨＰ：２／１００

　ＭＰ：10／１００

　魔力：１００

　攻撃：１００

　防御：１００

　敏捷：１００

　幸運：１００

　魔属性：雷・氷

　身体スキル：炎耐性１

　技能スキル：心眼１

　状態：瀕死

　**********************




「白虎？　えっ？　白虎！　聖獣！」

　鑑定結果に驚きの声をあげる。

　白虎は、俺の声に気づくと、ゆっくりと立ち上がり、ギラギラとした目で威嚇する。

　全身は血だらけで、皮膚は焼け焦げている。

　その様子を見て、昨晩の夕食時の父上との会話を思い出す。

　たしか、帝国の冒険者が白虎の赤子を捕まえたらしく、近々開催されるオークションに出品するとの情報だった。帝国主催のオークションのため、我が国は関与できないが、希少種の聖獣は各国で保護の対象とする動きが出ていた最中だったと、父上は珍しく荒れていた。

　んー……？　あれは！

　白虎をよくよく見ると、焼け焦げた皮膚から、わずかに魔法色が滲にじみ出ている。

　魔法色とは、高度な魔法を使用することで生じる魔力の色だ。術者や魔法の種類によってさまざまな色がある。白虎の皮膚からは、淡いピンク色がわずかに発光されている。魔法にも純度があり、魔力の量や質が高いほど、純度が高く高度な魔法となる。高度な魔法ほど色が残りやすい。

　魔法色を残すほどの魔術師は、国が重宝するぐらい貴重なのだ。

　白虎を捕獲する魔術師か……いや冒険者だな。

　この白虎は、おそらく件くだんの赤子だろう。

　拘束した魔道具を破壊したのか、首回りに深い傷があり、胸のあたりまで血が流れて固まっている。

　瀕死状態の白虎は、フラフラになりながらも立って威嚇する。

「グルッルルル（近づくな！）」

　その言葉を無視し、白虎に近づいていく。

　白虎は、立つだけで精いっぱいなのか威嚇はするが、その場から動こうとはしない。

　手を伸ばせば、触れる距離まで近づくと、立ち止まり怪我の状況をうかがい見る。

　んー……。これは、ひどい。

　遠目からでも、ひどい状態だとわかったが、近くで確認すると首回りの刺し傷は貫通しており、焼け焦げた皮膚は、感染して傷口が膿うんでいる。

　この状態で、よくここまで逃げてこられたな。すごい生命力だ。

　よし。『癒やし』『再生』『洗浄』でなんとかなるかな。

　これ以上、傷口が開かないように、ゆっくりと白虎に手を近づける。

　治癒系や補助系の魔法は、相手に触れた方が効果が上がるのだ。

「いっ」

　白虎の皮膚に手が触れた瞬間、腕に激痛が走った。

『癒やし』

　白虎の全身が淡い光に包まれる。

「ガウッ？（なんだ？）」

　俺の腕に噛みついたまま、白虎は驚いた声をあげた。

「まだダメか……『癒やし』『癒やし』『癒やし』……『癒やし』」

　傷口が、徐々に癒えていくのがわかる。火傷の跡も消えて徐々に血色がよくなり綺麗になっていく。

　数十回の『癒やし』で、ほぼ完治した。

　魔法色の残った傷を回復するのは、難しい。普段の四倍以上、時間と回数がかかった。

「よし次は『再生』」

　むき出しの皮膚から、白い毛が生えてくる。

　よしよしうまくいった。お次はこれだ。

『洗浄』

　赤く染まった体が、美しい白に染まる。

　うわーー。フワフワの毛！　真っ白！　素晴らしい！　モフりたい！

　勝手にモフったらダメだよね。今は治療の一環で触っているけれど、なでたらアウトかな。

　モフらしてって、後で頼んでみよう！

　えっ、モフるの拒否されないよね。拒否されたら、めちゃくちゃ落ち込むけど……。

　一抹の不安を残しつつ、白虎に声をかけた。

「もう大丈夫だよ」

　すでに白虎からは、威嚇はなく、キョトンとした顔をして俺を見ている。

　しばらくすると、耳がペタンと下がり、慌てて腕から口を離し、傷口をなめ始める。

　その行動に愛しさが募る。

　まじいい子。かわいい。

　噛まれた傷は痛いけれど、白虎の行動がとても健気で泣ける。

　白虎を安心させるために、俺は自分の腕に『癒やし』の魔法をかける。

「ほら、俺は大丈夫だよ」

　なめていた傷口が、目の前で綺麗に治り、白虎は一瞬驚いた顔するが、次の瞬間、耳がピンと立ち、瞳が輝きだす。

　うわぁ。なにこの子。かわいすぎる。どうしよう。まじでかわいい。

　内心萌もえつつ、白虎に俺が無害であることを説明して、その場に座り込む。

　腕の傷は、出血していたがたいしたことはなかった。
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　白虎が瀕死状態だったため、本来の力を発揮できなかったのだろう。

　幼児の腕を噛み切るぐらいの力はあるはずだ。骨まで達していないこともよかった。

『癒やし』一回で完治したことは、幸運だった。

　じつは、魔力をほぼ使い切ってしまったからだ。

　あぁーー。帰りどうするかな。

　あと数時間経てば、魔力は回復するけれど、遅くなりすぎるとまずい。

　俺が屋敷内にいないとなれば、マリー姉様、発狂するよね。

　あははっははは。まずいな……。

　それに、いま魔物が出没したら、相当厄介だな。

　悪目立ちするのを考慮して、ＭＰ回復薬の購入を避けたのもいたい。

　あーー。行動が裏目裏目に出ているよ。

　物思いにふけっていると、突然、黄色い光が全身を覆う。

《白虎との契約が成立しました》

「はあぁーー!?」

　空気を読まない無機質な音とその内容に驚愕し、慌ててステータスを確認する。

【魔契約：白虎】

　なぜこうなった！　落ち着け俺！　落ち着け俺！　落ち着け俺！

　ここはひとまず深呼吸するのだ。

　スーハー。スーハー。

　落ち着くんだ俺！

　魔契約をする方法はふた通り。魔力契約と真名契約だ。

　そのふた通りのはずなんだが、そのいずれも行っていない。ということは、ほかにも契約方法があるということか。

　俺の前に座っている白虎を見る。

「お前が……したのか？」

〈そうだ！〉

　うれしいのか、ものすごい勢いで尻尾を振っている。

　その仕草に、かわいいと萌えつつ、現状の問題に目を向ける。

　ほんの少し前に、俺は瀕死状態の白虎の傷を完治させた。

　ただそれだけ。それでどうして魔契約することになるのか。

　俺は、いったん考えることを放棄した。




「聖獣との契約って、まずいよなぁ……」

　俺はそうつぶやきつつ、膝の上にいる白のモフモフをなでていた。

　ゴロゴロと喉を鳴らす白虎。見た目はホワイトタイガーの赤ちゃんだ。

　んー……。モフモフは正義だ！

　考えることを放棄してすぐ、白虎に膝の上に乗るようお願いした。

　そして毛をモフることに了承してもらい、堪能すること一時間。そろそろ現実を見ることとした。

　頭を整理するには、癒やしの時間も必要なのだ。

「マリー姉様に相談するしかないよな。魔獣の赤子で通せるかな。いやそれしか選択肢はないね。外見上、魔物は無理だ。魔獣で押し通すとして、魔契約は隠すべきだね」

〈マリー？〉

「俺の姉様だよ。とても優しくて、かわいい人だよ。ただブラコンが異常だけどね……」

〈ブラコン？〉

「えーーと、俺のことが好きすぎることだよ。説明、間違ってはないはず」

〈ジークベルト、好き！〉

「えっ、ありがとう。俺も好きだよ。そういえば白虎って名前あるのかな？」

〈名前？〉

「じゃ、俺がつけていいかな」

〈いいぞ！〉

「よかった。じつはもう決めていたんだ。『ハク』ってどうかな」

〈ハクだ！〉

「気に入ってもらえてよかったよ」

　ハクは、尻尾をパタパタと動かして、俺の体にすり寄ってくる。

　名前が相当お気に召したようだ。

　よかった。ボキャブラリーがないって否定されたらどうしようかと思った。

　真っ先に頭に浮かんだ名前だった。前世の記憶がよぎる。田舎の山にいた真っ白で大きな狼。あの『ハク』も出会ったきっかけは怪我だった。これも運命なのかな。

「ハク」

〈どうしたの？〉

「ハクは、今日から俺の相棒だ」

〈相棒！〉

「ただ一緒に過ごすには、俺たちの世界のルールに合わせてもらうよ」

〈任せろ！〉

「ありがとう。まず俺とハクの契約は秘密だ。そしてハクが聖獣であることは絶対にバレてはいけない。隠蔽対策をどうするかは、魔力が回復してから考えよう」

〈どうしてだ？〉

　ハクにとっては思ってもいなかった言葉だったのだろう。

　上目遣いで俺を見ながら、コテンと首をかしげた。

　その仕草に、俺は悶もん絶ぜつする。

　なにこの子。あざとっ！　めちゃくちゃかわいい！　かわいすぎる！

　あぁもう、かわいいも正義だ！

「ハクは、稀少な聖獣なんだ。聖獣だとわかれば多くの人がハクを求めてしまう。今回のように強い人がハクを無理やり連れていくかもしれない。今の俺の力では、守ってやることができないんだ」

〈ハクも弱い〉

「うん。だからふたりで強くなろう！」

〈強くなる！〉

「それでね、ハクの見た目が魔獣のブラックキャットに似ているんだ。だからブラックキャットとして姉様たちに紹介するね。ただブラックキャットは、毛が黒いので、特殊変異で毛が白いってことにしようと思う」

〈わかった！〉

「うん。まずはマリー姉様の説得だよ。がんばろうね、ハク！」

〈がんばる！〉




＊＊＊




　怪我をした魔獣の赤子の手あてをしたら懐かれてしまった。

　なぜ魔獣の赤子がいたのかはわからないけれど、このまま放置することもできず、連れて帰ってきてしまった。

　人（悪人以外）は、襲わないように育てるから、飼っていいよね。と、マリー姉様に、ごくごく簡単な説明をした。

　魔契約は高度な技術のため、調教することを全面に出した。

　調教師などが、魔獣の赤子を調教することは、一般的ではある。しかし、なかには懐かれて、調教師でもないのに、魔獣を飼っている人もいるのだ。

　調教自体は、珍しいことではない。ただ、飼っている人は少ないけどね。

　俺は、マリー姉様に最大限のお願いをした。

　子供ができる最上級の仕草で、ノーとは言わせないかわいさを漂わせる。

　俺の行動をハクも理解したのか、上目遣いキラキラの瞳で「ミャァー」と鳴いた。

　ハク！　その仕草で『ミャァー』だと、グッジョブ！

　それにしても、なんてかわいい声が出せるんだ。かわいい、俺の聖獣がかわいすぎる！

「もぅ……。私がジークのお願いを断れるはずがないじゃない。はぁーー。わかったわ。お父様には私から伝えておくわ」

　ふたりの協力タッグで、マリー姉様は不承不承ながら了承してくれた。

　ただ父上は甘くなかった。

　夕食後すぐに、執務室へ呼び出された。

　マリー姉様がうまく説明してくれたおかげで、ハクが白虎であることはバレなかった。

　だけど、ハクと遭遇した場所の追及が強く、危うく『沈黙の森』に行ったことがバレそうになった。

　ブラックキャットが『白の森』に生息していることは、ほぼないのだ。

　大きな怪我をしていたことを説明し、捨てられた、もしくは捕縛されかけ逃げたのではないかと意見した。

　父上は、俺の言葉に納得はしていないようだったが、ひとりで『白の森』へ入ったことは、すごく怒られた。

　これからは誰かを伴って入ることを約束し、二週間の謹慎を言い渡された。










ハク




　屋敷の自室のソファで、ハクを膝に抱えながら、そのモフモフに癒やされて、まったりと過ごしていた。

　ハクとの契約は、血契約だった。

　血契約とは、古いにしえの魔法の一種で、上級魔獣や聖獣などに限定された特殊魔法だそうだ。

　契約者の血を体内に入れ、絆をつなぎ、支配を受けるとのことだ。生涯に一度しか使えない魔法でもある。

　この情報は、ヘルプ機能からです。

《最近出番がなく、ご主人様に嫌われたかと思いました》

　えー……。拗すねてました。

　出番って、いや鑑定はよく使っていましたが……。

《そうではなく、ご主人様との会話です》

　あっ、掘り下げのことですね。

　いやー……。最近は、鑑定の情報だけで満足していた。単に掘り下げるほど、興味を引くものがなかっただけなのだが、これからは定期的に掘り下げることにする。

　ヘルプ機能のご機嫌を損ねることだけはしたくないしね。まじ生命線だから。

　じつは、ハクにもヘルプ機能の声が聞こえている。

　魔契約したので、聞こえるようにしたとのことだ。

　さすがヘルプ機能、有能だ。そしてその能力が、摩ま訶か不思議すぎる。

　もう、突っ込まないけどね。

〈なにこの声……？〉

「俺のスキルのヘルプ機能」

〈スキル。ヘルプキノウ？〉

《はい。ヘルプ機能です。よろしくお願いします、ハク！》

〈よろしく！〉

　初めは戸惑っていたハクだが、すんなりヘルプ機能を受け入れた。

　順応早くない。もう少し動揺してもよくない。

　頭に知らない声が響くんだよ。会話してくるんだよ。俺ならプチパニックだ。

　ってか、ヘルプ機能、普通によろしくしていますよ。

《待っていてください。あと少し魔力値が上がれば、自由にできます》

　あっ！　なんだか変な宣言をしている。しているよーー。

　俺は、なにも聞こえていない。聞こえていないからね。

　ヘルプ機能が暴走する前に会話を強制的に終え、部屋でくつろぐハクと向き合う。

　もちろん、毛をモフ……なでることは忘れない。

「古の契約か」

〈すごいだろ！〉

「うん。すごいとは思うけど、もっと慎重に契約するべきじゃなかったのかな？」

〈ジークベルトがいい。だからいいんだ〉

「生涯一度の契約に俺を選んでくれて、ありがとう」

〈うん〉

　ゴロゴロと喉を鳴らしながら、返事をするハク。

　よほど毛をなでられるのが気持ちいいのか、尻尾がパタンパタンと上機嫌に揺れている。

　ほんと、かわいいな。あぁ、幸せだ。

　この艶、毛のなめらかさ、文句のつけどころがない。

　それにしても、こんなにかわいい子を傷つけた冒険者許すまじ。

　ハクいわく、天気がよかったので、仲間たちから離れ、お気に入りの場所で昼寝をしていたそうだ。

　すると突然、炎魔法で攻撃を受けた。

　お気に入りの場所には、仲間の結界があり、周囲の警戒もせず無防備に寝ていたので、防御態勢をとることもできず、まともに業火を食らい、その威力に、一瞬にして気を失ったとのことだ。

　魔法色が残るほどの攻撃だ。

　ただ、おそらく生け捕りにするため、加減したはずだ。それができる実力を持ち合わせているのだ。

　今の俺では、圧倒的に実力と経験が不足している。

　背筋が冷えた。

　ハクを助けたあのとき、冒険者に出くわしていれば、逃げることもできず、完全に負けていた。

　口封じのために殺されていたか……。

　ハクの回復状況を見て有能と判断され、捕縛される。いや奴隷として売られる可能性もある。

　あぁーー。考えもなしに、ＭＰをほぼ使い切った点は、反省だ。ＭＰ回復薬も、最悪の状況を考えれば、悪目立ちなどとは言っていられない。今後は必ず所持しよう。

　ハクが気づいたときには、暗くゴトゴトと揺れる檻おりの中で、首に拘束具をはめられている状態だった。

　攻撃を受けた傷は、見た目よりもひどくなく、動ける程度には回復していた。

　ここからすぐに逃げないといけない。本能でそう思ったそうだ。

　檻とつながっている鎖の拘束具をはずすため、幾度となく体を引っ張ると、つながっていた鎖が切れ、その衝撃で檻の扉が開いた。

　よく見つからなかったねと聞くと――檻の扉が開いた際、外でもなにかあったのか、強い揺れに襲われた。その隙に檻から逃げ出し、全力で森の奥へ走った――とのことだ。

　ハクは逃亡途中に拾った刃物を木の幹の間に挟み、何度も首の拘束具にあてた。

　ハクの様子を見に来た男たちが「逃げても場所はわかる」と言っていたそうだ。

　まさか白虎が人語を理解しているとは、想像もつかないのだろう。

　ハクは、その言葉が首の拘束具を示しているのだと理解し、拘束具をはずすため、必死に刃物を首へあてた。

　拘束具は丈夫で、なかなか壊れない。最後は、氷魔法で拘束具を固め、そこに刃物を突き刺したとのことだった。

　ただ必死すぎて、なんの氷魔法を使ったかも覚えていないようだ。

　拘束具がはずれたことを確認し、その場をすぐに後にした。

　このときには、意識が朦朧としていて、自身がどこを走っているかもわからない状況だったそうだ。

　もう走ることはできないと、身を潜めていた所で、俺に出会った。

　この話を聞いた俺は目に涙を浮かべ、ハクに抱きついた。

　状況はどうあれ、突然攻撃を受け、気を失った恐怖を俺も体験したことがある。

　あのときの俺は、優秀な家族がそばにいて、すぐに処置をしてくれた。

　死の恐怖は残ったが、適切な対処でトラウマを残すこともなかった。

　だがハクはどうだ。

　傷ついた体に鞭むちを打ち、知恵を絞り脱出。追跡の魔道具をはずすため、自ら刃物を首に刺す……。

　助けてくれる人もなく、どれだけ怖い思いをしてきたのだろう。

　ハクは、俺と魔契約したことで、誰かに従属させられることはなくなった。

　そのため、捕縛されることはない。逆に素材目あてで、狙われることはあるだろう。

　だが魔契約や調教している魔獣を狙うことは、犯罪となるので、そうそうないと思う。

　表向きハクは、ブラックキャットの変異種だ。貴重だが、わざわざ犯罪を犯してまで、狙う必要はないからだ。

　素材は購入すればいいし、なければ自身で狩りに行くか、冒険者ギルドへ依頼をすればいいのだ。

　それが、希少種の聖獣だとわかれば話が変わるが……。

　ハクをなでる手に力が入る。

「俺はいずれ冒険者になる予定だ。たくさんの世界をこの目で見るんだ」

〈どうしたの？〉

「ハクは、俺の相棒だから、もちろんついてくるだろう？」

〈行く！〉

「うん。だけど世の中には、俺たちより強い者が多くいる。同じことが起きないように、俺たちは強くなる！」

〈強くなる！〉

　俺の言葉を聞き、ハクは興奮して立ち上がり、叫んだ。

　その声はいささか大きく、俺付きの侍女たちが慌てて部屋に来るほどだった。

「「「ジークベルト様、大丈夫ですか！」」」

「心配かけてごめんね。ハクが興奮して声を出しただけなんだ」

「ガウゥゥー（ごめんなさい）」

「「「かっ、かわいい！」」」

　ハクの反省ポーズに黄色い声があがる。

　侍女たちの黄色い声に、ハクは驚き、俺にすり寄る。

　そんな状態のハクを見て、侍女たちはいっそう興奮し、各々がしゃべりだす。

「きゃー。ジークベルト様に寄りかかっているわ。かわいい」

「ねぇ、ねぇ、この構図、すごくよくない。かわいすぎる！」

「あぁー。ほかの子たちがうらやましがるわ。かわいい！　自慢しよう！　きゃー、かわいい！」

「これから毎日この光景が見られるなんて、至福だわ。ジークベルト様付きになったことに感謝するわ」

「アンナさんに報告しなくては！」

　かわいいのは否定しないが、最後のアンナへの報告とはどういうことだ。

　最後に発言した侍女に詰め寄ろうとするが、侍女の動きは素早く、すぐさまこの場を後にした。

　くっそーー。逃げられた。

　あの侍女は、最近、俺付きになった新人だったはず。

　くっ、アンナの手下だったのか。報告が気になるぞ。

　俺たちさえ、巻き添えにされなければいいけど……。

　想像しただけで、背筋に寒気が走る。

　鬼教官再び。ガクブルッ。

　侍女たちの行動は、ほかの貴族家では考えられない不敬の状況だが、我が家、特に俺の前ではこれがあたり前なのだ。

　以前、侍女たちにかしこまった感じは嫌だ、自然がいいと訴えた。

　初めは躊躇したが、なんとあのアンナが許可した。度がすぎると、アンナの説教という名の教育が入る。

　だが優秀な侍女たちだ。場所や場面を考慮して対応している。そこらへんの抜かりはない。

　ハクは、屋敷になじみ始めている。

　まぁ、すごくかわいいので、屋敷の人たちも、魔獣だからと怯おびえることもなく、受け入れてくれた。










末の息子




　ギルベルトは、自室で酒をあおるように飲み、最愛の妻を想う。

「リア、君との約束を守りきれないかもしれない。ジークベルトは……おそらく……」

　その言葉は闇に包まれ、続くことはなかった。

　数時間前にさかのぼる――。
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　帰宅後すぐにマリアンネが自室に訪れた。

　珍しいことがある、屋敷内でなにかあったかと思案し、入室の許可をする。

「お父様、マリアンネです」

「入れ」

「お疲れのところ申し訳ございません。ジークのことでお話があります」

「どうかしたのか」

「ジークが、魔獣の赤子を拾ってまいりました」

「魔獣の赤子？　テオバルトは一緒ではなかったのか」

「はい。屋敷から抜け出し『白の森』へひとりで入ったようです。申し訳ございません」

「ひとりでか……」

　責任を感じているのかマリアンネの態度はひどく萎縮している。

　ギルベルトはマリアンネの頭を優しく一度なでる。

「マリアンネが、気にすることはない」

「お父様……。お気遣いありがとうございます。ですが屋敷を管理する代理の者として、ジークが屋敷から抜け出したことの責任はあります」

「マリアンネが屋敷を管理してくれて大変助かっている。男の子だ。アルベルトもよく屋敷を抜け出していた。よって今回は不問とする」

　おそらくジークベルトは、屋敷をよく抜け出しているのだろう。

　それを今さら止めることはできない。

　マリアンネは、ギルベルトの判断に、不服そうな顔を一瞬したが、すぐに正す。

　家長が下した決断である。マリアンネがいくら不服に思っても覆すことはないのだ。

　この件は、もう終了したのだ。

「ありがとうございます。それでジークが連れ帰った魔獣の赤子ですが、屋敷で飼いたいとのことです」

「なんの魔獣だ」

「ブラックキャットの変異種らしく毛は白です。とてもジークに懐いていて、怪我をしたところを助けたとの話でした。私も世話をいたしますので、屋敷で飼ってもよろしいでしょうか」

「あぁ、かまわない。ただし責任を持って世話をするように」

「お父様！　ありがとうございます！」

　マリアンネが、両手を組みながら喜ぶ姿に、マリアンネも年頃の娘なのだと改めて思った。

　それとは別に胸中は荒れていた。

　白の森には、ブラックキャットは生息していない。

　これがなにを意味しているのか……。

　ジークベルトは、どこへ行き、魔獣と遭遇したのか。




　夕食後、ジークベルトを執務室へ呼び出した。

「ジークベルト、呼び出した理由はわかっているな」

「ハクのことですよね」

「ハク？　あぁ魔獣の赤子のことか。それに関しては、マリアンネから話は聞いている。責任を持って世話をするんだぞ」

「父上！　ありがとうございます！」

　無邪気に喜ぶジークベルトを見て、心底安心する。

　まだ五歳児なのだ。この子は聡明だが、まだまだ手のかかる幼い息子だ。

　ジークベルトの態度はうれしい誤算だった。頬が緩みそうになり、慌てて気を引き締める。

　今は問いただすことに集中するのだ。

「さてその件で、ひとつ質問がある」

「はい？」

「魔獣の赤子、ハクだったな。どこで拾ってきた」

「『白の森』です」

「白の森には、ブラックキャットは生息していない」

「……ですが、白の森にいたのです」

「白の森は、ホワイトラビット、ゴブリン以外の魔物は、ほぼ生息していない。またブラックキャットの首都付近での生息は、ほぼ確認はされていない。ジークベルト、どこで拾ってきた」

「白の森です。すごく傷ついていて、捨てられたのか、捕まった後で逃げてきたのかわかりません。何度も治療魔法をかけて助けました」

「……真に『白の森』なんだな」

「はい……」

　ジークベルトの目は、どこか視点が定まっておらず、なにかを隠しているのは、明白だった。

　そんな息子をこれ以上問いつめるのは、得策ではない。

　ここは折れるしかない。

「そうか。だがジークベルト、なぜ『白の森』にひとりで入った」

　ギルベルトが、矛先を変えたことに、ジークベルトは、一瞬戸惑った表情を見せる。

　だがすぐに表情を引き締め、ギルベルトの問いかけに回答する。

「それは……ホワイトラビットなら、僕でも倒せるからです」

「ジークベルト、お前はまだ五歳児だ。倒せるからといって、わざわざ危険な場所にひとりで行くことは、褒められたものではない。白の森には、ゴブリンも生息する。ごくわずかだがほかの魔物もいるのだ。万が一があったらどうする。己の傲慢と油断は、死を早めるということを忘れるな」

「ごめんなさい、父上」

　ジークベルトは、神妙な顔つきで反省の言葉を発した。

　なにか思いあたることがあったのだろう。素直に反省している点は心証がいい。

「森に入るときは、必ず誰かを伴って入ることを約束しなさい」

「はい！　父上！」

「二週間の謹慎だ」

「はい！　父上！　ありがとうございます！」

「ジークベルト、謹慎だからな。二週間おとなしく屋敷で過ごすんだぞ」

「はい！　わかっています！」

　やはり俺はジークベルトには、甘い気がする。

　森に入るなとは、言えなかった。

　言えるはずもない、俺も昔は父上に内緒で魔物討伐に出ていたのだ。ジークベルトよりも上の八歳だったが、ジークベルトに約束はさせた。ひとりでは、もう入ることはないだろう。

　ジークベルトが退室すると、「父上」と執務室の内扉からアルベルトが現れた。

「アルベルト、聞いての通りだ。ジークベルトは認めないが、ハクとは『白の森』では出会っていない。ジークベルトはなんらかの方法で別の地域に赴いたのであろう」

「別の地域……」

「テオバルトと魔物討伐に出かけているのは、認識しているな」

「はい。冒険者ギルドでの聞き取り調査によりますと、冒険者ランクＣのニコライ・フォン・バーデンと共に行動しています。魔物がほぼ無傷で買取される日があり、その傷跡は高度な魔法が使用されていると、噂を呼んでいます。その魔術師は誰だとバーデンに詰め寄った冒険者がいたようですが、一笑に付したとの報告を受けています。その無傷の魔物の買取日ですが、ジークがテオたちと魔物討伐する日とほぼ一致します。最近は討伐後、数日あけて、買取依頼しているようです。おそらくテオに指摘されたのでしょう」

「そうか、その噂消せるか」

「はい。すでに叔父上と協力の上、口の堅い国のお抱え冒険者に叔父上の狩った魔物を数度買取に行かせています。魔物の傷跡をジークが狩ったものと同じ仕様にしているので、最近噂の魔術師は国の機関に所属していて、なにかの調査で冒険者に協力しているのだと認識し始めています」

「さすがだな」

「いえ、ジークを守るためです」

「その討伐で得た資金で『移動石』いや『倍速』を使用した魔道具を手に入れた可能性がある」

「行動範囲が広がりますね」

「あぁ、厄介だ。おとなしくしてくれればいいのだが……」

「それは難しいでしょう。父上の息子ですよ」

　ギルベルトの嘆きに、アルベルトは笑顔で回答する。

「そうだな、お前にも手を焼かされたな」

「えぇ。アーベル家の男は、なにかと問題を起こします。血筋です。あきらめてください」

「ジークベルトを守るために、これからも頼むぞ、アルベルト」

「もちろんです。俺のかわいい末弟ですから！」




＊＊＊




　ギルベルトは先ほどのやり取りを思い出しながらグラスに残った酒を飲み干し、大きなため息をついた……。

「リア」と、すがるようなギルベルトの声が闇に消えた――。










ハクと魔法




　貴族は『白狩り』でレベルアップを終えた後、週に数度、講師を迎え、魔法の基礎、初級魔法を習う。

　もちろん俺も白狩りの後、講師を迎えることになった。

　俺の白狩りを早めた理由は、俺の魔力値をごまかすためである。

　レベル３なので、ごまかせてはいないんだけどね。平均に少しでも寄せたいと思っているんだろうな。

　俺が基本値の最大値１００とは、考えもしないのだろう。知らぬが仏ですな。うんうん。

　アーベル家の講師は、叔父ヴィリバルトだ。

　チート叔父である。普通の講師を雇うより、何十倍も有能であるのは間違いない。

　ゲルト以外の兄姉は、叔父ヴィリバルトに師事している。

　ゲルトは、魔術学校の講師だ。

　謹慎中であっても、魔法の修練はできるわけで、今日は週一回の叔父の授業日なのだ。

　屋敷の庭で、魔法制御を中心に鍛えること一時間、いったん休憩に入ったところで、叔父が切り出した。

「ジーク、魔獣の赤子を拾ったんだってね」

「はい。ブラックキャットの変異種を拾ってきました」

「変異種？　またすごいのを拾ったね」

「たまたま懐かれたのが変異種だったんです。変異種といっても毛が白いだけです。すごくかわいいんですよ！　ヴィリー叔父さん、ハクを紹介したいのですが、いいですか？」

「ハク？　魔獣の名前かい。もちろんだよ」

「ありがとうございます！　呼んできます！」

　叔父の許可が出たので、屋敷に駆け走る。

　よしこれでなんとかなるはずだ。叔父がハクの話をしてくれて助かった。

　いつ話そうかと様子をうかがっていたのだ。

　俺は部屋に入ると、ソファの上でくつろいでいるハクを呼ぶ。

「ハク、おいで！」

〈呼んだ？〉

「うん。屋敷の庭へ行こう！　そこでヴィリー叔父さんを紹介するよ！」

〈外に出ていいの！　ヴィリー？〉

　ハクは外に出られると喜び、ソファから飛び降りると、一目散に俺に近づいてきた。

　その姿を見て、窮屈な思いをさせて、ごめんなと、心の中で謝る。

　頭を優しくなでながら、事情を説明する。

「そうだよ。ヴィリー叔父さんは、最上級の魔術師だ。だからハクにも魔法を教えてもらえるように交渉しようと思うんだ」

〈いいの！〉

「うん、魔法の使い方がわからないんだよね」

〈そう〉

　じつはハク、魔法が使えないのだ。

　逃走中に使った氷魔法は、たまたま発動したようなのだ。

　そんなことあるのか？と疑問に思ったが、聖獣は生態がほとんどわかっていない。

　残念ながら、我が家の書庫にもなかった。

　一応、魔力循環の方法などを説明したが、ダメだった。

　そこでチート叔父だ。

　ハクと一緒に、庭へ向かう。

　久々の外がうれしいのか、尻尾がピンと上がっており、お尻が揺れている。

　上機嫌だ。時おりガゥッと声を出し、口ずさんでいるようである。

「ヴィリー叔父さん、お待たせしました。僕の相棒のハクです」

「ガゥ！〈ハクだ！〉」

「これはまた……。かわいいね」

　叔父はハクを見て、わずかに目を丸くし、優しい表情になる。

　鑑定をしたのだろう。

　ブラックキャットは、図鑑で調査済みだ。

　見た目は、クロヒョウなのだ。そう白虎であるハクの隠れ蓑には一番適している魔獣である。

　また各パラメーターの数値も高く上級魔獣の仲間である。ブラックキャットの平均値は20、高い個体で30だ。

　魔属性は、闇・土・風が多く、水や雷も確認されている。

　ハクの隠蔽ステータスはこれである。




　**********************

　ハク　ブラックキャット・変異種　オス　０歳

　種族：魔獣

　Ｌｖ：１

　ＨＰ：30／30

　ＭＰ：30／30

　魔力：30

　攻撃：30

　防御：30

　敏捷：30

　幸運：30

　魔属性：雷・氷

　身体スキル：炎耐性１

　**********************




　叔父が一瞬戸惑ったのは、魔属性の雷・氷のせいかと思われる。

　上級属性を二個所持していたことに驚いたのだろう。

　魔法を教えてもらうのに、魔属性を隠蔽したら、意味がないからね。

　ここは変異種だからで押しきる作戦だったが、受け入れてくれたみたいだ。

　叔父は、ハクに近づくと「毛をなでてもいいかい」と、機嫌をうかがうようにして言った。

　ハクは無言で叔父の前に座る。もちろん尻尾はうれしそうに揺れている。

　スキンシップは大事だ。

　ハクのモフモフを堪能すれば、叔父もきっと折れるはずだ。

　俺は機会を逃すまいと、その様子を見守り、ハクに夢中になった瞬間、叔父にお願いした。

「ヴィリー叔父さん、ハクにも魔法を教えていただけるでしょうか」

「魔獣にかい」

「はい。ハクは人の言葉を理解しています。父上にひとりで森に入らないと約束しました。ですので、相棒のハクと一緒に行動しようと思います。ブラックキャットは、上級魔獣であると本に書いてありました。本来魔法も使えるはずなのですが、どうやら今は使えないようなのです。適性がないのでしょうか」

「適性は雷・氷だよ。だから安心して大丈夫だよ。相棒としてね……。んーー……。そうだね、原因を知りたいから、一度、魔力循環をしてみてくれないかい」

「魔力循環は……僕が方法を教えたのですが、できないみたいで……」

「ジーク大丈夫だよ。ハク、ジークに教わったように魔力循環をしてみなさい」

　叔父はそう発言すると、モフるのをやめ、ハクの額あたりに手を置いた。

　そしてハクを促し、魔力循環するよう命令する。

　ハクは、一度俺に視線を向け、叔父に「ガゥ（わかった）」と魔力循環を始めた。

　しばらくして、叔父の手が離れ、ハクが小さく鳴く。

「ガゥッ〈ダメ〉」

「魔力循環がうまくできていないね。んーー……!!　これは、なにか強い魔法を受けたのかい？」

「ガゥ！〈そうだ！〉」

「はい。僕が見つけた時は、全身を焼かれたような火傷がありました」

　叔父の問いに、すかさず答える。

　それにしても、さすが叔父だ。見ただけで攻撃魔法を受けたことがわかるようだ。

「ジークは、魔法色を知っているかい」

「はい。本で読みました」

「ジークは、炎属性がまだなかったね」

「はい」

「んーー……。おそらくだが、炎魔法を使用した攻撃を受け、その魔法色が残っていたのではないかなぁ。そのまま治療魔法をしたことで、体内に魔法色が入ってしまった。そのせいで魔力循環が正常にできていない可能性が高いね」

「僕の処置が悪かったのでしょうか」

「普通ならその処置で問題ないんだよ」

　えっ!?　でもそれって俺のせいじゃないか？

　魔法色が残っている傷は、非常に治りにくい。

　高度な技がいるのは知っていた。だが、力技で完治させたのだ。

　叔父が諭すように話す。その瞳はどこまでも優しい。

「ただね、この術者はかなりの極悪人でね、通常魔法色があっても治療魔法で体内に入ることなんてないんだよ。二重に魔法をかけられた可能性がある。計算されているね。おそらくその術者以外の者が治療魔法を施した場合、体内に魔法色が残るように呪魔法をかけたのではないかなぁ」

「それって……。ハクは、このまま魔法が使えないのでしょうか」

「ガゥゥーー〈使えないのか〉」

　ハクの声が一段と低くなる。

　叔父は、落胆するハクと俺それぞれの頭をポンと叩く。

「大丈夫だよ。方法はある。魔法色を消すには『浄化魔法』が有効的だ。ただ私は聖魔法が使えないから『浄化』ができないんだ。『浄化』は聖魔法しかできないんだよ。最近マリーが聖魔法を取得したと聞いているから、『浄化』が使えるか聞いてみよう」

「ガルゥ！「はい！」」

　叔父は俺たちの返事を聞くと満足そうにうなずき、『報告』の魔法で、マリー姉様を呼ぶ。

　しばらくすると、マリー姉様が庭に現れた。

　俺とハクの姿を確認し、叔父へ声をかける。

「お呼びですか。ヴィリー叔父様」

「マリー、急に呼び出してすまない」

「いいえ、今ちょうど休憩をしていたところなんです」

「それはよかった。マリーは聖魔法を取得したよね」

「はい。遅くなりましたが……、やっと、聖魔法を使えるようになりました」

「遅くなんてないさ。よくがんばったね」

「間に……、合いませんでした」

　マリー姉様の声が急に詰まる。

　あぁ、そうだった。マリー姉様は、母上の病を治すために、光魔法の修練を欠かさず、ほぼ毎日していた。

　その先にある上級属性の聖魔法の取得は、本来母上のためだったはずだ。

　母上が亡くなって四年。マリー姉様は、今も修練を続けていた。

「ごめんなさい。気が高ぶってしまって……」

「大丈夫だよ」

「お話とはなんでしょうか」

「マリーは『浄化魔法』が使えるのかな」

「お恥ずかしながら、魔力値が足らないようで、まだ使えません」

「そうなんだね。んーー。それは困ったな」

　肝心の浄化魔法使えないのか、マリー姉様！

　いや、マリー姉様は悪くないんだけどね。光が見えたと思ったら、その先は崖だったみたいな気持ちだ。遠回しすぎるけど、そんな感じだ。

　落胆する雰囲気の中、マリー姉様が遠慮がちに話す。

「あの浄化魔法は使えませんが、『浄化の石』はあります」

「『浄化の石』を持っているのかい!?」

「はい。なにかのお役に立てるかと思い、五年ほど前にお爺様に買ってきていただきました」

「五年前？　もしかして『リンネ』のものかい？」

「はい。『リンネ』のものです」

「リンネ製であるなら間違いない。しかも、父さんが購入したものとなれば相当いいもののはず。マリー、それをハクに使用してもいいかい？」

「どういうことでしょうか？」

　叔父はマリー姉様に、状況を説明する。

　マリー姉様は説明中に「まぁ」「かわいそうに」「ひどい」と感想を述べ、ハクに近づくと「すぐに持ってくるからね。もう大丈夫よ」と、淑女らしからぬ動きで庭を後にした。

　あぁ、いつぞやの俺への行動と似ている気がする。これはハクも過保護対象に入ったかも……。一抹の不安が残る。

　とっ、とりあえず、それは後で考えよう。

　なにより今は、ハクが魔法を使用できるようになるのだ。

　俺は喜びに全身震える。当事者のハクも、尻尾が忙しなく動き、瞳の輝きが増していた。

　駆け回ってほえたいのをグッと我慢して、静かに俺のそばに座りなおす。

　俺はハクが隣に座ったと同時に、叔父に向き直り、頭を下げた。

「ヴィリー叔父さん、ありがとう！」

「ジーク、まだお礼は早いよ。それに私はなにもしてないからね」

「いいえ、ヴィリー叔父さんがハクを見てくれなければ、原因がわかりませんでした。本当にありがとうございます」

「ガゥーー！〈ありがとう！〉」

　俺とハクは、同時に叔父に抱きついた。

　それを簡単に受け止め、叔父のつぶやきが辺りに響いた。

「まいったな。本当になにもしていないんだけどね」

　チート叔父最高だぜぃーー！

　俺たちが、叔父に感謝を伝えている間に、マリー姉様は戻ってきた。

　姉様の行動の速さには驚くが、スイッチが入った姉様は誰にも止められないので、ここはそっとしておく。

　手には、真珠の玉ように白く綺麗な五センチメートルほどの丸い石があった。

　俺の視線に気づいたマリー姉様は、そっと手のひらに『浄化の石』を置いてくれた。

「姉様？」

「気になるのでしょう？　使用する前に気の済むまで見分なさい。叔父様、それぐらいの時間はありますよね」

「あぁ、大丈夫だよ。一刻を争う事態ではないからね」

「ありがとうございます」

　ふたりの好意に感謝しつつ、手もとにある『浄化の石』を眺める。

　遠目では、真っ白に見えたけど、小さく渦が巻いている。

　これは魔法の痕跡なのかもしれない。気になるけれど、それは後でだ。

　鑑定だけして、後で情報を確認しよう。

　叔父の手のひらに『浄化の石』を渡す。

「もういいのかい？」

「はい。堪能しました」

「ジークの探究心は、誰に似たのかな」

「叔父様でしょ。叔父様の魔術の研究。研究員たちからの悲鳴が聞こえるほど大変と伺いましたわ」

「また大おお袈げ裟さだね」

「大袈裟ではないと思いますわ。お茶会などでも噂があがっております。少し控えて」

「マリー。その話はまたにしよう」

　雲行きが怪しくなったのか、叔父が会話を切り上げる。

　そして、手のひらにある『浄化の石』をハクの額につけ『浄化』と発した。

　ハクの体に白い光が降り注ぐ、まるで天使のはしごのように幻想的な光景だった。

　すぐそばにいたマリー姉様も「綺麗ね」と見み惚とれている。

　白い光が完全に消え、ハクの体調を確認する。

　特に変わった様子もなく、違和感もないことにひと安心した。

　使用した『浄化の石』は、色が抜け透明なガラス玉のようになった。

　叔父いわく、このガラス玉が魔道具で『ガラス石』と呼ばれ、魔法を収納することができ、魔法によって色が変わるそうだ。

　またリンネ製のガラス石は、ほかのガラス石と比べ耐久がよく何度も使えるため大人気で品薄状態らしい。

　ただし『移動魔法』を収納した『移動石』は、使った瞬間に割れるそうだ。

　ほかにも高度な魔法を収納した場合、割れる率が高いとのことだった。

　マリー姉様にお願いして『ガラス石』いただきました。

　後で鑑定して、ガラス石の魔道具を作る予定だ。

　材料や方法は、ヘルプ機能でなんとかなるっしょ。

　フッフッフ、楽しみだ。

　俺がガラス石を見て、ひとりの世界にふけっているうちに、ハクは魔力循環を成功させていた。

「ガルゥーー！〈できたーー！〉」

「うん、問題ないね」

　叔父が笑顔で肯定していた。

　ハクはうれしそうに俺たちの回りを走っている。

　あっ見逃した……。

　俺としたことが、目先の利益にとらわれ、ハクの魔法デビューを見逃してしまった。

　いや待て、魔法はまだ使ってないから、魔法デビューではないはずだ。

　そう自分を納得させて、叔父とハクの会話に集中する。

「次は魔法だね、ハク。魔力循環を高めながら使いたい魔法をイメージして使用してみなさい」

「ガゥ〈わかった〉」

　ハクは、魔法を試そうとするが、途中で魔力循環を止めてしまう。

　項垂れながら、叔父に訴える。

「ガルゥー〈イメージわからない〉」

　そうだった。魔獣の赤子は、親の魔法を見て覚える。

　聖獣もおそらく同じではなかろうか。

　人のように、本などで予め知識を備え、想像するのではなく、実戦などで体に直接覚えさせ、本能で魔法を使用するのではないか。

　叔父もそれに気づいたようで、項垂れているハクの頭を優しくなでる。

「ハクごめんね。私が間違っていたね。まず私が魔法を使うから見てなさい。雷は危ないから氷魔法かな。ハク見てなさい『雪氷』」

　叔父が、氷魔法の初級の『雪氷』を使う。

　だいぶ手加減をしているようで、数十ほどの小さな氷玉が、パタパタと一メートル先に落ちていく。

　そのひとつを拾い、ハクに見せる。

「わかるかい？　『雪氷』は雪からできる氷なんだ。このような氷玉になる」

「ガル？〈ユキ？〉」

「あぁそうだね。雪を知らないんだね。んーー。水蒸気の説明をすると小難しくなるな。んー……。ハク雨はわかるかい？」

「ガウ！〈わかる！〉」

「えらいね。雨は空から水が降るね」

「ガウ！〈そうだ！〉」

「雨が降るように雪も空から降るんだ。雪はね、水ではなく氷の結晶で……そうだ。ハクこれを見なさい」

　叔父はそう言うと、氷玉を短剣で器用に削り、粉雪を作って、ハクに降り注ぐ。

　手作り雪とはおそれいった。

　だが叔父よ。魔法で雪を出せたのではないですかね。

　叔父とハクの会話は続く。なぜか会話が成立しているんですよね。

「これが雪で、空から降ってくる。その雪を固めたものが氷玉だ。わかるかい？」

「ガウ！〈わかる！〉」

「えらいね。では、そのイメージで『雪氷』を使用してみなさい」

「ガウ！〈わかった！〉」

　叔父よ。魔獣は見て覚える実戦タイプですよ。

　人のようにイメージでの魔法は、ムチャ振りではないですかね。

　いくら人語を理解している賢いハクでも難しいのでは……。

　俺が心の中でブツブツとつぶやいていると、ハクの目の前に小粒の氷玉が落ちた。

　なんと『雪氷』が成功している。

　えっ！　成功しているーー！　一発成功！

　おぉーー、今の説明でイメージができていたのか。ハク天才！

　うちの子、かわいいだけじゃなく、天才だった！

「ガルゥ！〈できた！〉」

「上手にできたね。この氷玉を敵にめがけて撃つと攻撃できる。ただしそれには魔力制御が必要となるんだ。魔力制御は、魔力循環をうまくできるように修練すれば取得可能だから、当面の目標は氷魔法と魔力制御の取得だね」

「ガゥ〈わかった〉」

　いろいろあった叔父との魔法修練を終え、ハクと一緒にベッドに潜る。

　今日は一日がとても長かったと振り返り、ハッとした。

　俺『浄化』使えるんじゃねぇーー!?

　それに気づいたのは、夜になってからだった。




　謹慎期間中は、ハクと一緒に魔法の修練をし、技術を磨いた。

　マリー姉様にお願いし、侍女付きなら庭に出てもいいとの許可を得る。

　もちろんハクも一緒にだ。

　そして、マリー姉様の過保護対象が増えたことを報告しておく。

　謹慎期間が終わり、第三週の二日、そう今日はテオ兄さんたちとの狩り日だ。

　もちろんハクも同行する。

　事前にテオ兄さんには、許可を取った。兄弟間でも根回しは大事だ。

　ハクは、魔物を狩ったことがないそうで、昨日から興奮してあまり寝ていない。

　玄関先で馬車を待つ間も、ペタンペタンと尻尾が上下に落ち着きなく動いていた。

　興奮と緊張がこちらにも伝わってくる。

　遠足前の子供だなと、その微笑ましい様子にクスッと笑みが漏れ、落ち着かせるために頭をなでる。

　そして緊張のあまり、馬車の踏み台を踏みはずすというハプニングを起こした。

　御者が慌てて支えようとするが、ハクは見事に着地していた。

　一応、聖獣ですから、運動能力はズバ抜けてはいる。

　再度踏み台に足をかけようとして、ハクの動きが止まる。幾ばくか思案した後、勢いなしで跳躍し馬車に乗った。

　また踏みはずしてはダメだと思っての行動だろう。ただ褒められた行動ではないので、後で注意する。

　貴族は体面を保つことも重要なのだ。

　その様子を静観していた侍女も御者も、魔獣が踏みはずした事実が衝撃だったようで、目が語っていた。

　ハクは馬車に乗ると、すぐ俺の膝に頭をのせ、体勢を整えた。

　馬車も初体験のため、緊張しているようだ。

　ゴトゴトと動く馬車に合わせて耳がピクピクと動いている。

　前でその様子を見ていたテオ兄さんが思わず「かわいいね」とこぼすほどだ。

　うちの子、めちゃくちゃかわいいんですよ。

　声には出さず、内心で萌える俺。

　馬車の中は、のほほんとした雰囲気に包まれ、目的地に進んでいった。

　今日の狩場は『白の森』だ。

　俺が魔法の修練を始めてからは、近場ではあるが白の森以外の狩場にも同行させてもらっている。

　ただ今日はハクのレベルアップのため、『白の森』だ。

　言うなれば、ハクの『白狩り』だ。

　テオ兄さんは、快く引き受けてくれたが、ニコライには事情を説明していなかったようだ。

　白の森の入り口付近に、金髪の長身がふて腐れたように立っていた。

　あぁー、俺のときもこんな感じだったよなーと思う。

　ふとテオ兄さんの顔を覗き見ると不敵な笑みを浮かべていた。

　あっ前回の件、根に持っていたのか。意外だなぁと思っていたら、テオ兄さんと視線が合う。

　……おっ、俺は、なっ、なにも見ていないです。

　腹黒兄さん、ここに降臨。ガクブルッ。

「ニコライ、どうしたんだい？」

「テオ、説明しろ」と、強い口調でニコライがテオ兄さんに詰め寄る。

　ここは俺が間に入るべきだと、なにも知らないふりをして「ニコライ様、お待たせしました」と挨拶すると同時に「説め――」とのテオ兄さんの声が重なった。

　げっ！　やってしまった。

　テオ兄さんが、とても静かに微笑んで俺を見ている。

　その微笑みが怖い。

　すみません、仲裁する気ではいたけど、邪魔する気は……ありませんでした。

　テオ兄さんしか視界に入っていないニコライへ挨拶をしただけなんです。

　決してテオ兄さんの邪魔をする気はありません。

　もう存分に前回の鬱憤を晴らしてください。

　僕は下がりますので、そんな目で見ないでください。

　声にならない声で、訴えてみる。

「なっ、ななっ、な、な、な、なんだ！」

　俺が心中で大反省して、テオ兄さんに許しを乞うていると、ニコライが狼狽した声をあげた。

　驚くような速さで、数歩下がると、震える手でなにかを指さす。

　その方向には、早く狩りに行きたいとソワソワしているハクがいた。

　その反応に俺とテオ兄さんは、顔を見合わせる。

　まさかとは思うが、その図体でこんなにかわいい子が苦手とかないよね。

「ニコライ、まさかハクが怖いなんてことないよね。魔物を討伐しているしね」

「怖くなどはない！　魔獣の赤子を初めて見たので驚いただけだ！」

「そう、ならいいけど。今日はハクのレベルアップだよ」

「ガウッ！（よろしく！）」

「おっ、おう！」

　テオ兄さんの問いかけに、強い口調で返すニコライ。ただ目が完全に泳いでいます。

　しかも、ハクの声にさらに数歩、後ずさっている。

　本当に大丈夫かと、心配している俺とは別に、テオ兄さんがとても楽しそうです。

　アーベル家の血筋やはりここにもあったか……。こえぇーー。

　どうもニコライは、人に飼われている魔獣にトラウマがあるようだ。

　道中も「近くないか」「急に動かないか」「噛まないか」と、ハクを意識しすぎている。

「ニコライ様、そんなに怖がらなくてもハクは噛みついたりしませんよ」

「怖くなどない！」

「そうですか……。ハクおいで」

「チッ、チビ、ここは一度話をしようか、なっ！」

「どのような話です？」

　俺の問いかけに「いや……。その、なんだ」と、ニコライが言いよどんでいると、俺の呼びかけに反応したハクが「ガルゥ？〈どうしたの〉」と登場する。

　するとニコライが「ヒィ」と、後ずさっていく。

　ニコライの態度にハクはとても悲しそうだ。

　頭をなで「悪い人ではないんだ。ただトラウマがあるみたいなんだ。ハクが嫌いなわけではないよ」と説明する。

　耳をピンと立て、テオ兄さんの横に逃げたニコライをジッと見つめ「ガウ〈大丈夫〉」と鳴いた。

　やはりハクは賢いなぁと、手触りのいい毛をなで上げる。

　うちの子、こんなにも賢くてかわいいのに、近づくことすらできないなんて、ニコライ不憫だな。

　いずれ慣れるとは思うけど、ニコライは戦力外とそうそうに判断した。

　ハクの初めての狩りは、あっけないものだった。

　ホワイトラビットと遭遇した瞬間、ハクは駆け出し、前足で首を裂いた。

「ガルーー！〈狩ったぞーー！〉」と勝利の雄叫びをあげる。

　ハクには事前にホワイトラビットの姿絵を魔物図鑑で見せていた。

　そのため瞬時に行動できたのだと思うが、早すぎやしないですかね。

　テオ兄さんが『魔法鞄』でホワイトラビットを収納している。

「赤子でもやはり魔獣だね。攻撃力がすごいね」

「それにしても、あっけないものですね」

「それをジークが言うかい」

　あきれた表情のテオ兄さんに俺は苦笑いをするしかない。

　たしかに俺は、ハクのことは言えないと、自嘲する。

　ハクのレベルアップは、ホワイトラビット八匹だった。人とは違い、上がりにくいようだ。

　まぁ無事にレベルが上がり、ほっとした。これで多少の無理はできるだろう。










父と叔父




　ギルベルトが、屋敷に帰宅すると、執事のハンスが普段通り出迎える。

「旦那様、おかえりなさいませ」

「変わりないか」

「はい。本日はヴィリバルト様が執務室でお待ちです」

「そうか」

　外衣をハンスに渡し、汚れを軽く落とす。

　塵ちりひとつない廊下を歩きながら、たしか今日はジークベルトの講師の日だったなと、ヴィリバルトがいる状況を確認する。

　となれば、あれの報告だろう。さて、吉と出るか凶と出るか……。

　執務室の扉を開けると、ソファの上で、優雅にお茶を飲むヴィリバルトが待っていた。

「おかえり、兄さん」

「あぁ今帰った。ヴィリバルト、待たせたか」

　簡単に挨拶をかわし、ギルベルトは、ヴィリバルトの前に座る。

　ヴィリバルトは、カップを置くと両手を上げ、矢継ぎ早に話しだす。

「いいえ、ジークたちと食事をした後、先ほどまで談話室で雑談をしていましたからね。ジークは博識ですね。あの広い知識はどこで学んだのかが気になります。発想もおもしろいし、一度頭を覗いてみたいなー。マリーはあと数年すれば、聖魔術師としてデビューができるね。そうなる前に婚約をしてくれればいいけど、私が言える立場でもないしね。そうそうテオはいい感じになりましたね。第五騎士団へ推薦しておくよ」

　ヴィリバルトが、珍しく上機嫌だ。相づちを挟む隙もない。

　なにかいいことでもあったのか……。いや、この機嫌の感じは、暇つぶしの対象を見つけたのだろう。

　今回はいつまでもつやら……。ターゲットに、ご愁傷様と心の中でつぶやく。

　話に付き合うかと、ギルベルトが口を開く。

「ジークベルトの知識には、侍女たちも驚かされるようだ。最近では甘味のプリンだな」

「プリンだね。今日食べたよ。あれは絶品だね。特にカラメルソースの苦味がいいね！」

　プリンの評価に、ギルベルトが満足そうに同意する。

「そうだろう。ハンスが侯爵家の隠しレシピにすると言っていたな」

「さすがハンス！　私もそれがいいと思うよ。ジークはほかにも料理の知識があるようだね」

「そのようだ。料理図鑑を見て落胆していたと報告を受けている。その後、ラピスは手に入らないのかと執拗に聞いたそうだ」

「ラピス？」と、聞きなれない単語に、ヴィリバルトが首をかしげる。

「あぁ、東の一部の国で、穀物の一種として栽培されている。我が国では、流通していないがな」

「入手してみましょうか」

「いや手配はしてある。ただ入手するにも時間がかかるようだ」

「どんな料理か気にはなるね」

「そうだな。ほかにも料理に関しては、アイデアがあるようだ。どこで知識を得たのか」

　ギルベルトの顔は、言葉と裏腹に緩みっぱなしだ。

　じつはギルベルト、甘味が大好物なのだ。

　ハクが屋敷に来た翌日、アーベル家にプリン激震が走ったことは忘れもしない。

　ジークベルトよ、甘味の革命はお前に任せた。父はできるだけお前の要望に応えると決めた日だ。

　当主の燃えるような決断をジークベルトは知らない。

「マリアンネの婚約は、本人に任せている。アーベル家は自由恋愛だからな」

「えぇ、それをいいことに、私は身を固めていませんしね」

「そうだ。マリアンネよりお前だ。お前の婚約話が後を絶たない。いい年だ、お前が対応しろ」

「そこは結婚しろでしょ、兄さん」

「するのか？　しないだろ。独身を通すならそれでいい。だが婚約話はお前が処理しろ」

　ギルベルトはそう言って立ち上がると、机の引き出しを開け、その中から数十枚の紙の束を出す。

　そしてそれを持つと、ヴィリバルトの前に置き、ソファへ戻る。

「これはまた……」

「今月は少ないほうだ。毎月毎月届くのだ。アーベル家は自由恋愛だと知れ渡っているからな。身分が関係ない分、数が多すぎる」

「わかりました。策を考えましょう」

「そうしてくれ」

　ヴィリバルトは、数十枚の束を空間魔法で収納する。

　この話はもう終わりだ。あとはヴィリバルトが、うまくするだろう。

　もっと早く伝えるべきだったと、ギルベルトは後悔した。

　弟の婚約話は、後を絶たない。

　身内びいきとはいえ、優良物件であることは、否定できない。

　物腰のやわらかさ、洗練された動き、魔法の実力も折り紙つき、端整な顔立ち。

　まあ、性格に多少難はあるが、これほどの者が、独身なのだ。

　本人には伝えていないが、中々面倒な婚約話もあり、骨を折った日々が記憶に新しい。

　それも今日で終えた。

　よし。グッと心の中でガッツポーズをして平静を装いながら、次の話題に移る。

「テオは、やはり第五騎士団か」

「はい。素質は十分あります」

「あとは本人の意志次第だがな」

「テオは受け入れますよ」

　ヴィリバルトは、力強くうなずく。

　一片の迷いもない答えに、テオバルトの評価が非常に高いことがわかる。

　最近、手合わせをしていなかったな。ふむ、次の休みに合わせてみるか。

　ジークベルトの剣の修練も始めるのにいい時期でもある。

　ギルベルトの気分が上がったところで、ヴィリバルトのまとう雰囲気が変わる。

　本題に入るかと、ギルベルトは姿勢を正した。

「ハクを見たよ」

「どうだった」

「変異種だけあって、基本値は高いけど、標準内ではある。ただ、魔属性が雷と氷だったよ」

「上級属性を二個所持しているとは……」

「問題はないと思うよ。ハク自身、素直だし、かわいいし、人への敵意もない。それにジークにすごく懐いている。魔契約しなくとも害はないと判断するよ。ただ、魔法色が残るほどの攻撃を受けたようだ」

「魔法色だと!?」

　思わずギルベルトは、机をドンッと叩き、立ち上がる。

　茶器がカチャッと、その振動で動く。

「落ち着いて、兄さん」

「あぁ悪い。ジークベルトの話になると、ついな」

　ギルベルトは、ソファにドカッと座りなおし、一呼吸おく。

「ジークは愛されているね。だけど、過保護すぎるのはダメだよ。義姉さんに怒られてしまうよ」

「わかっている」

「ならいいんだ。話を戻すけど、ハクに攻撃をした術者は、相当な手練れだね。魔法色だけではなく、術者以外が治療魔法をかけると体内に魔法色を残すように呪魔法をかけている。またわずかに『追跡』の魔法が残っていた。ハクを屋敷に入れて四日目だったね」

「あぁ、そうだ」

「ジークがどこで助けたかは知らないけれど、あと二、三日遅かったら、見つかっていたね。ハクの首から胸にかけて『追跡』が残っていた。おそらく『追跡』の魔道具が壊れた時に、体に微弱だけど『追跡』がつくようにしたんだね。普通の魔術師なら後を追うことが難しいけどね。術者は、どうしてもハクを手に入れたかったと考えられる。もちろん解除はしたから安心してくれていいよ」

「そうか、助かった。で、なにをした？」

　話の最中、ヴィリバルトの笑顔が一段と濃くなった。

　ギルベルトがそれを見過ごすはずもない。

「少しね……。ハクについていた『追跡』を『沈黙の森』深くに落としてきたよ。突然、真逆からターゲットの反応がしたら驚くよね。今頃、混乱しているよ。赤子にあのような手段を取るんだ、反省するべきだよ」

「まさかとは思うが『最奥』ではなかろうな」

「どうだろうね」

　ヴィリバルトの笑顔に、あぁー『最奥』に落としたなと確信する。

　その術者がハクにしたことを考えれば同情はできないが、だがだがだが、目をつけられる相手が悪すぎた。

　俺の実弟だが、世界最強の魔術師になる男だぞ。腹黒さもピカイチだ。

　その術師終わったなと、ギルベルトは思った。

「用心するに越したことはない。早急にアーベル家のペットである印をハクにつけるべきだね」

「わかった。用意しよう」

「兄さん、それ私が用意してもいいかな」

「いいが、どうした」

「ハクがせっかく身に着けるものだし、デザインは重視したいよね。それに『守り』の魔法を付与させたいからね」

「ヴィリバルト、お前もか！」

　ギルベルトは、ソファにもたれかかると額に手をあてた。

　ハク信者が増えている。

　この数日で、ほぼ屋敷の者が落とされた。

　悪いことではないが、冷静に判断する人も必要なのだ。

　幸いハンスやアンナ、極一部の使用人は、まだ信者ではない。だだ甘くはあるがな。

　ジークベルトが拾ってきた魔獣だ。

　遅かれ早かれそうなると予想はしていた。悪いことではないのだ、あきらめよう。

「あぁ、そうだ。フラウを今度連れてくるよ」

「大丈夫なのか」

「あれから四年経つからね。影響もないようだし、なによりフラウがジークに興味を持っているんだよ」

「ジークベルトにか!?　一度も対面をしていないだろう」

　ギルベルトの声がひときわ大きくなる。

　なぜ、ジークベルトなのだ。

　フラウは気分屋だが、一度興味を持つとかたくななまでに意志を貫き通す。

　来ることは確定だ。なにか起こりそうな悪い予感に嫌な汗が湧き出る。

「そうなんだけどね。お友達が噂をしていたそうでね。会いに行くと言って聞かないんだよ」

「それは……。大変だな」

「今日もついてくると言ってね。ハクの件もあったし、なんとか説得して、兄さんの許可を取ってからだと言い聞かせたよ」

「そうか。では明日は、魔術団には近づかないでおこう」

「それがいいと思うよ」

　ヴィリバルトは、笑顔で答えると片手を上げ「じゃ」と、執務室から姿を消す。

　最後に大きな爆弾を落としていったなと、先ほどまでヴィリバルトが座っていたソファを見つめる。

　今夜も長くなりそうだと深いため息をついた。










雨日の騒動




　今日も雨。この世界にも梅雨があるようだ。

　窓からはザァーザァーと、雨音が聞こえる。

　雨は嫌いではないけれど、連日になると、少し憂鬱な気分になる。

　六歳になり始まった父上指導の剣術の稽古も雨の日はない。

　もちろん、危険性が高くなるため、狩りや冒険は休みだ。

　屋敷内でゆっくりまったり過ごす……。

　書庫にこもり、読書を楽しむのも然り、急きゅう遽きょ開催されるアンナの鬼マナー教室もあったりするのだが、今日は、自室にて砂と格闘していた。

「ダメだ。均等に魔力が入っていない。失敗……」

　ゴロッと、濁った玉が机に転がる。

　ここ最近、時間が空けば、ガラス石作りに奮闘していた。

　以前マリー姉様に譲ってもらった『ガラス石』を解析したところ、材料は、魔力砂のみだった。

　魔力砂とは、魔力が濃い地域に発生する砂で、砂の成分に魔力が混ざり込んでいる。

　質のいいものは、高値で取引される素材である。

　特に『沈黙の森』の奥地にある魔力砂は、高級で魔力砂Ｓのランクである。

　素材にもランクがあり、SS、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆの八段階で表し、同じランク内でも効果にばらつきがあるため、原産地が記載されているものもある。

　その中で魔力砂Ｓは、ガラス石の材料に適している。手もとにあるリンネ製のガラス石の材料も、魔力砂Ｓが使用されていた。

　ただハクと出会って以来、『沈黙の森』へは行っていない。

　なんとなくだが、今は行ってはいけない気がするのだ。

　俺は直感を信じるタイプだ。

　ハクにもそれを伝えると「行かないほうがいい」と、同意してくれた。

　俺と同じく、あまりいい感じがしないとのことだった。それにしても――。

《精霊の森の深奥の砂も使えます》

　精霊の森は、場所がわからないので、いいや。

《場所検索は可能です》

　関わりたくないので、調べる必要はないです。

《非常に残念です》

　――ヘルプ機能との会話を思い出す。

　ことあるごとに、精霊の森を推すんだよね。

　ゴリゴリ推している様子から、ヘルプ機能は、精霊の森に行ってほしいのだと思う。

　ヘルプ機能には、大変お世話になっているので、希望をくんであげたいのは山々だが、今かかえ込むには大きすぎる問題なのだ。

　だから当分の間、待ってください。

　ガラス石だが、その作製方法は、魔力砂に均等に魔力を注ぎ、透明な玉を形成していけば完成だ。

　透明度が高ければ高いほど、ガラス石の品質が高い。

　説明すると簡単なのだが、この均等が難しいのだ。

　ハクは、失敗したガラス石モドキを転がして遊んでいる。

　最近のハクのブームである。

　一生懸命石を転がして遊んでいる姿は、かわいくて萌える。

　うちの子、一歳になったけれど、かわいさの成長が止まることはなく、成長ごとに倍増している。

　毛の艶も最高で、一度なでると、病みつきになる。自慢もいいとこだ。

　遊んでいるハクの右前足には、キラキラと光る高級なアンクレットを着用していた。

　首輪ではなくアンクレットなのは、ハクのトラウマを考慮したようだ。ハク本人は気にしていないが、周りの配慮がすごい。

　アーべル家の紋章がついたアンクレットは、ハクがこの屋敷に来て一ヶ月が過ぎたあたりに、父上から渡されたものだ。

　魔契約をしていない魔獣の赤子が、外出するには危険であり、しかも変異種であるため狙われやすい。そこでアーベル家の紋章をつけておけば、ペットであることが証明され、安全が確保できるとのことだった。

　父上の説明には納得したが、渡されたものに驚愕した。

「父上、これはすごく高い魔道具ではないですか」

「ヴィリバルトが用意したものだ」

　俺の問いかけに、父上は目を逸らしながら答える。

　父上らしくない挙動不審な仕草に、その場で迷わず鑑定をする。




　**********************

　守護のアンクレット・ヴィリバルト製

　効果：常時攻撃を15％カット。瀕死状態を一回のみ回避

体長を伸縮可能

　説明：アーベル侯爵家の紋章がついたミスリル製のアンクレット


『伸縮』魔法で、装備者の体長を変更することが可能

『守り』魔法と『報告』魔法を二重がけしている

その効果は、瀕死状態を回避すると壊れ、予め指定した者に報告する



　指定：ヴィリバルト・フォン・アーベル

　**********************




　やはり。叔父お手製の魔道具でしたよ。

　しかも使用されている材料が、希少金属のミスリルです。

　瀕死を回避する魔道具とは、これは素晴らしい。

　ハクに危険が迫ると、叔父に連絡が入るようです。アフターフォロー完璧ですね。

　体長を伸縮するのも、ハクの成長を考えれば必要だった。

　さすがチート叔父。気が利く。

「ハク、おいで」

「ガゥッ？〈呼んだ？〉」

「ハクがアーベル家の一員だと示すものを父上がくれたよ。着けていい？」

「ガゥ〈いいよ〉」

　ハクは素直に右足を出す。

　アンクレットは、大きな輪っかとなっているため、そのままハクの足に通す。

　サイズが少し大きいなと、思った瞬間、アンクレットが緑色に光る。

　光が消えると、右足首にフィットする大きさに変わっていた。

　おぉー、さすが叔父作製の魔道具である。

「痛くないかい」

「ガゥ〈大丈夫〉」

「父上、ありがとうございます」

「ガゥー〈ありがとう〉」

　父上は、複雑そうな顔してうなずいた。

　その態度から、叔父が作製した魔道具ではあるが、効果などの説明を受けていないようだった。

　効果を把握していない魔道具を俺に渡したことにためらっていたようである。

　叔父、変なところで信用がないんだなーと、思ったのは内緒だ。

　アンクレットを渡された経緯を思い出していると、手もとから砂がこぼれ落ちていく。

　集中力を切らしたため、本日六度目の『ガラス石』に失敗する。

　はぁーー。思わず大きなため息が出る。

　玉にも形成されず、ただの砂となった砂が机の上に広がる。

　ここ数ヶ月、これの繰り返しだ。

　今手もとにあるのは、流通している魔力砂で、ランクＡである。

　んーー。難しい……。Ｓでないとダメなのか……。

　いや劣化版のガラス石は、Ｂのものが多いとの情報だ。やはり形成段階で、均等に魔力を注ぐことができていないのだ。

　まだまだ修練が足りない。魔力制御を中心に鍛えなおそうと決める。

　同時進行で、魔道具作製は続け、経験値を積み、まずは品質関係なく魔道具を一個完成させるんだ。

　机に広がった砂を空間魔法で片づけて、ひとり遊びしていたハクに向き合う。

〈今日は終わり？〉と、俺の様子に気づいたハクが俺に声をかけた。

「ううん。休憩。その後魔力制御の修練だよ。一緒にやるかい」

　修練の誘いに尻尾をパタパタさせながら〈やる！〉と元気のいい返事が返ってくる。

　そのうれしそうな様子に、俺も笑顔になる。

「小腹空いたよね。侍女になにか持ってきてもらおう」

　俺の提案にハクも〈すいた！〉と同調し、目を輝かせる。

　侍女を呼ぶため『呼び鈴』に手をかけようとしたところ、廊下からバタバタとした足音が聞こえる。

〈なんだ？〉

　ハクは、警戒して低姿勢をとり、耳を忙しなく動かす。

　屋敷内で大きな足音が聞こえるのは、珍しいのだ。

　足音が近づき、俺の部屋の前で止まると勢いよく扉が開く。

　そこには、絶世の美女がいた。

　八頭身の長身で手足が長く、豊満な胸だが腰は細い。

　白い肌に流れるように美しい緑色の髪がさらに美女を際立たせる。

　ぱっちり大きな緑色の目、筋の通った高い鼻、ぷっくりとした唇、顔はシミひとつなく陶器のような白さで、左右対称になっていた。

　息をのむ美しさに絶句する。

「見ぃーつけた！」

　美女は俺を見ると素晴らしい速度で動き、ムギュとその豊満な胸に俺を抱く。

　豊満な圧迫感に、幸せだが……窒息で死ぬ。

　アワアワと、必死にその腕から逃れようとするが、美女のどこにそんな力があるのか、ビクともしない。

「やっと、やっと会えたわ！」

　歓喜の声が上から聞こえる。さらに強い力で抱きしめられた。

　あぁ俺、美女の胸で死ぬのか……。

　間抜けな死にかただな……と、意識が飛ぶ寸前、俺の危機を察して、ハクが助けに入る。

〈ジークベルトを離せ！〉

「なに？　なんで聖獣がここにいるの？」

〈なんで!?　おっ、俺は魔獣だ！〉

「なにを言っているの？　白虎でしょ？　紛れもなく聖獣よ」

〈魔獣だ！〉

　ハクの参戦で、美女の腕が緩んだ隙に脱出する。

「あっ」と美女は声を漏らすが、素早くハクと一緒に後方へ下がる。

　酸欠で頭がフラフラするが、美女の言葉は聞き捨てならない。

　ハクが聖獣であることを見破っているのだ。

　俺と魔契約したことで、ハクは隠蔽〈極〉が使えるのだ。

　隠蔽〈極〉でごまかしが利かないだと……。

　この美女はいったい何者なんだ。

「ステータスを隠蔽しているのね。知られたくないの？　内緒ってこと？」

〈そうだ！〉

「じゃあ、秘密ね！　ヴィリバルトにも秘密にしておくわ！　うふふ、ヴィリバルトが知らないなんて……うふふふ」

　あれ？　やけにあっさりと引き下がった。

　油断させて隙を狙って……いるようにはまったく見えない。

　美女はいまだ「うふふふ」「ヴィリバルトが知らない秘密」「秘密なのよ」「うふふふふ」と、上機嫌にひとりの世界に入っている。

　叔父の知合いのようだが、アーベル家の屋敷を自由に歩けるだけの人だ。

　……まさか。

　俺が確信の言葉を口に出す前に、扉が開き、叔父が登場した。

「フラウ！　やはりここでしたか」

　叔父にしては珍しく慌てた様子で、美女に詰め寄った。

　美女は、そんな叔父に目もくれず「見つけるのが早いわ！」と、抗議した。

「魔術団から気配が消えたら、心配するよ」

　乱れた髪を戻しつつ、そう訴える叔父に、美女は大きな目をさらに開いて「心配してくれたの？」と尋ねた。

「もちろん。フラウは私の大事な友だからね」

「ごめんなさい。でもヴィリバルトだって悪いのよ。約束したのに、いつまで経っても連れてきてくれないんだもん」

「それとこれとは話が別だよ」と、あきれた口調で叔父が答え、それに美女が反論しようと口を開きかけると、ポンッ！と彼女から音がした。

　そこには、三十センチメートルほどの姿となった美女？　西洋人形のような人？が宙に浮いている。

「あぁーもぅ！　あの姿、気に入っているのに！」

　プクゥと頬を膨らませ、叔父の周囲を回り抗議している。

「魔力の無駄遣いだね」と、叔父が両手を広げた。

　やはりそうかと、確信を得るために、俺は叔父に声をかけた。

「ヴィリー叔父さん」

「ジーク、迷惑をかけたね」

「この子って？」

「見えているのかい？　顕現していないはずなんだけどね」

　えっ？と、驚愕する俺を横目に、叔父の視線が動く。

「顕現していないわよ。ジークベルトは資格持ちだから見えるわよ」

「やはりそうなんだね」

「あのー」

　またふたりの会話に戻りそうだったため、俺は途中で声をかける。

　それにフラウが答える。

「うふふ、私は風の精霊のフラウよ。稀け有うな人の子。ジークベルト、あなたに会いたかったの」

「僕にですか」

「そうよ！」

　叔父のそばにいたフラウが、勢いよく俺に近づくと、矢継ぎ早に話しだした。

「もうほかの子があなたに会ったって自慢するから、悔しくて！　ヴィリバルトの血縁者なのに一度も会ったことがないって言ったら、あの子鼻で笑ったのよ」

　その精霊の真似をするように「フッ」と鼻で笑うと「本当に失礼だわ！」と思い出して、さらに熱が加速する。

「それでね、私は、ヴィリバルトと契約しているから、あなたとの契約は無理でしょ。なのにあの子があなたと契約したいって言いだしているのよ」

　頬を大きく膨らませて、腰に手をあて、ここにはいない精霊に抗議している。

「私がヴィリバルトのそばにいるのによ。ヴィリバルトが大事にしている子を守るのは、私の役目なのにぃーー」

　最後は空中で地団駄を踏んだ。

　話が一段落ついたようなので、俺がフラウに声をかけた。

「あの精霊様」

「フラウでいいわよ」

　俺の呼称にフラウが微笑みながら言う。

「フラウ様」

「フラウよ」

　頬につきそうなぐらいの至近距離まで近づき、腰に手をあて注意する姿は、とても愛くるしい。

　フラウの本来の姿なのだろ、腰まである緑色の髪と大きな緑色の目が、美女と同じだ。

「フラウ、僕は精霊に出会ったことは今までありません。フラウが初めて会う精霊です」

「あら？　あなたなら顕現しなくても見えるはずよ。現に私は見えてるでしょ」

「はい。フラウの姿はわかります」

「私だけ見えるの？」

「今まで精霊を見たことはありません」

「そうなの！　そうなのね！　あの子、見えてないなら契約なんて無理じゃない。なんだ心配して損をしたわ。うふふ」

　上機嫌に宙を舞い、部屋の中を「うふふ」と漂っていく。

　その姿に満足したのかなと、精霊は気まぐれであることを思い出す。

　叔父が俺の肩に触れる。

「フラウを意識したから、見えてるんだと思うよ。普段は見えないはずだから安心していいよ」

「はい」

「迷惑をかけたね」

「いいえ」

　俺は首を横に振る。

　普段から精霊を見たいとは、今は思っていないが、興味はある。

　たぶん、精霊に会いたいと思えば、俺は見えるのだろう。

　ただ俺は幼すぎる。自分さえ守れない男が、ほかの誰かを守るなんてことできない。

　守れる時期が来たら、会いに行こう。

　ふと叔父の噂が頭をよぎる。

　まさか、精霊をそんなことに使うのかと疑惑の目を叔父に向ける。

「ん？　ジークなにかな？」

　察しのいい叔父が、俺の顔を覗き込む。

「ここ最近、叔父さんに恋人ができたと侍女たちが噂をしていましたが」

　非難めいたまなざしでそれを伝えると、なぜかフラウがうれしそうに俺の周囲を飛び回り反応する。

「それ私よ！　人間サイズに顕現して、ヴィリバルトとたくさん出かけたわ」

　叔父がフラウに向き合い、感謝を伝える。

「とても助かったよ」

「ヴィリバルトの役に立てたならいいわ！」

　うれしそうに叔父を見つめるフラウを見て、ありなんだと驚いた。

　叔父の常識に目を疑いながら、宙を舞う精霊に、異世界なんだなぁと改めて自覚した。










料理革命




「ジークベルト、プリンが食べたいわ！」

「精霊って、食することができるの？」

「あら、食べる必要はないけれど、味覚はあるわよ」

「そうなんだ。食材で、口にしたらダメなものはないの？　例えば、肉とか？」

「ないわよ。どうして？」

「いや、なんとなくね。殺生したものは、口にできない……とか、ありそうだなぁと思って」

「うふふ。ジークベルトは、おもしろいことを言うのね。だとすれば、なにも口にできないわ。すべてのものに、生命いのちはあるもの」

「そうだよね……。ごめん、フラウ。変なことを聞いて」

「気にしてないわ！　ジークベルトは、優しいわね。うふふ」

「プリンだったね。なら今日のおやつは、ポテトチップスも作ってもらおう！」

　――あの突然の訪問から、フラウが、俺の部屋に入り浸っている。理由は、俺と仲よくなりたいらしい。俺のなにかが、フラウの興味を引いたようだ。精霊の気まぐれは、よくあることなので、あきるまで付き合うしかないようだ。

　叔父は精霊との契約を隠蔽している。

　理由は、言わずと知れた『精霊狩り』で、厄介ごとを避けるためでもある。

　この部屋でも、万が一に備えて、フラウは顕現はしていない。顕現せずとも、俺とハクには見えているので問題はないが、侍女たちには見えないので、最近では『ジークベルト様が、壁に向かって、ブツブツと独り言を……』との噂が流れ、侍女たちに心配されている。

　ねぇ、俺の評判！

　今まで、築き上げたものが……。

　そんなイタイ子を見る目で、見ないで！

　はあーー。

　この屋敷で、フラウの存在を認識しているのは、俺たち以外に父上、執事ハンスと侍女長アンナ、テオ兄さんの四人だと、フラウが教えてくれた。

　テオ兄さんは、フラウのうっかりで、存在を知ってしまったようだ。

『ギルベルトと久しぶりにお話がしたくて、テオバルトがいるのを忘れて、ついつい顕現しちゃったのよね。うふふ』

　フラウが、悪気がない様子であっさりと答えた。

　テオ兄さんって、かなりの確率で、大はずれを引くよね。俺の件といい、秘密をかかえ込んでいる。うん。なんだかひどく同情してしまう。

　秘密の一部は、俺なんだけど……。

　テオ兄さん、ごめんね。ストレスで、倒れないでね。

　ついでに、俺の隠蔽が効かなかった理由もフラウは、教えてくれた。

『あら、知らないの？　精霊には『真実の眼』があるから隠蔽しても無駄よ』

『真実の眼？』

『簡単に説明すると、そのものの本当の姿を見る目よ。だから私には、隠蔽は効かないのよ！　すごいでしょ！』

　フラウは、得意げな顔で、腰に手をあて、胸を張る。緑の髪が、サラサラとなびく。

　うん。かわいいだけです。

　精霊の秘密を少し教えてもらい、フラウに興味が湧く。ほかにもおもしろそうなスキルを所持していそうだ。精霊を鑑定する機会なんて、そうそうないし、鑑定眼、使ってみようかな。

『ジークベルト、ダメよ！　鑑定なんてしたら絶交よ！　女の子のヒミツを覗き見るなんて、ジークベルトのエッチ！』

『えっ？　どうして鑑定をしようとしたことがバレているの？　えっ？　精霊って心が読めるの？　それに精霊って性別があるの？』

『ヴィリバルトと同じ顔をしたもの！　なにか企んでいそうなことぐらい察するわ！　それに失礼よ！　精霊に性別はないけれど、私は女の子よ！』

　えっ？　性別がないのに、女の子なの？

　たしかに、豊満な肉体は、ありましたよ。実体験しているので、あのやわらかさは最高でした。俺も男だから、そりゃーうれしかったですよ。

　えっ？　でもあれって、作りものでしょ？

　作りものではない？　フラウが、人間の女性だったら、あんな感じになる？

　えっ？　それは、無理ゴリ押しじゃない？――。

「ポテトチップス？」

〈ポテトチップス？〉

　フラウの性別云うん々ぬんを思い出していると、この世界にないはずの食べ物の名前が、耳もとに響く。

　ハクとフラウが、仲よく小首をかしげている。

　うわぁー。かわいい！　かわいすぎるっーー！　これだけで、ご飯一杯はいける！　聖獣と精霊の最強タッグ！　もうっ、かわいすぎだろ！　やばすぎぃーー！

「それ、プリンより、おいしいの？」

〈おいしいの？〉

「甘味ではないけど、お菓子だよ」

「甘くないお菓子？　ならいらないわ！」

〈食べる！〉

　俺の簡単な説明に、綺麗に意見が分かれました。

　ハクは、食べる。フラウは、甘くないならいらないと。

　んーー。でもフラウは、食べると思うな……。しかも、お気に入りとかになりそうな予感がする。

　不思議なもので、あるとつい口に入れてしまうし、手が止まらなくなるんだよなぁ。

　まずは、再現だな。

「では、料理長にお願いしにいきますか」

「「はーい！」」

「ん？　ハクとフラウはお留守番だよ」

「えっ、なんで!?」

〈なんで!?〉

「ヴィリー叔父さんとの約束は、この部屋だけって話だったでしょ。たぶんフラウ、部屋から出れば、ヴィリー叔父さんに強制回収されるよ。ハクは、料理長ＮＧだったよね」

「そんな……」

〈そうだった〉

　両手を頬にあて、口を開けたまま、固まるフラウと、頭を垂れて微動だにしないハクのあまりにも素直すぎる反応に、思わず、笑ってしまうのだった。




　調理場に入ると料理人たちがいっせいに、俺に注目した。その中から、恰かっ幅ぷくのよい中年の男性が、こちらへ近づいてくる。

　料理長だ。

「ジークベルト様、いかがなさいました？」

「忙しいところごめんね。おやつにプリンを食べたいんだけれど、三個用意できるかな？」

「もちろんです。侍女にお伝えいただければ、お持ちいたしましたのに」

「うん。ありがとう。じつはプリン以外にも作ってほしいものがあって……」

「新しいレシピですか!?」

　俺の言葉に、料理長が食い気味に反応する。

　以前プリンのレシピを伝えたとき、『そのほかは、そのほかは、ないのですかーー！』と、ほかの料理やお菓子も教えてほしいと言って、なかなか離してもらえなかったのだ。一瞬の隙をついて、逃げたことがあったのを忘れていた。

　やべぇーー。失言だったかも……。

　ちらっと、料理長を見る。その瞳は、期待に満ちてキラキラと輝いている。後方の料理人たちも、同じ目をしていて、新レシピに興味津々だ。

　あぁ、期待しているわーー。

　ただのポテトチップスなんだけど……。

　申し訳なさすぎるんですが……。

「たっ、たいしたものではないよ。期待は、しないでね」

「はい！」

　若干引き気味で、苦言をさすが、料理人たちからは、威勢のいい返事が、返ってくる。

　その食いつき振りに、頬が引きつる。

　料理人たちは、早くレシピをくれと、訴えている。その姿は、飢えた野獣のようだ。

　単純なレシピすぎて、暴動なんて起こさないよね。それぐらいの勢いなのだ。

　あぁーー、もう！

　期待するなとは、言ったからね。苦情はきかないよ。

「芋を薄切りにして、オリーブオイルで揚げてほしいんだ」

「オリーブオイルで、揚げる？」

　あぁーーーー！　揚げる文化がないんだった。

　不思議そうな顔している料理人たちに、手順を説明する前に鍋の確認だ。

「えっと……。まず鉄鍋を見せて」

「はい。少々お待ちください」

　料理長は、俺の言葉に素早く反応すると、料理人たちに指示を出す。

「おいっ鉄鍋だ。すぐ用意しろ」

「「「「はい！」」」」

　料理人たちは、調理置場から鉄鍋をかき集める。

　いろんな形の鉄鍋が並べられ、揚げ物に適している鍋を選ぶ。

『魔コンロ』に鍋を置き、用意されたオリーブオイルをなみなみとつぐ。

　俺の行動を黙って見ている料理人たち。その静けさが逆に怖いんですが……。

「まずオリーブオイルを熱します。ある程度熱したら、水を一滴落とす。ジュッと音が鳴り、パチパチはじけだしたら、薄く切った芋を入れます。だいたい二分間揚げてください。揚げた芋は紙などでオリーブオイルを切って、その後、塩を少々かけてください」

「わかりました。やってみましょう。――すぐ準備しろ」

「「「「はい！」」」」

　料理長の指示と共に、料理人たちが動き出す。

　あっという間に芋はスライスされ、揚げられていく。

　待つこと五分。

「ジークベルト様できました」

　皿の上には、ポテトチップスの山ができていた。

　それを一枚取り、口に運ぶと、パリッと、心地いい音が調理場に響く。

「ポテトチップスだ」

「これはポテトチップスという料理名なのですね」

　思わずつぶやいた言葉を料理長は聞き逃さない。

　もう名称、前世の名前でいいわ。気にしないでおこう。

「料理長も食べてください」

「はい。では」

　パリッパリと、いい音をさせる料理長。

　思わず喉が鳴る。もう少し頬張ればよかった。

　料理長は、食べ終わると眉間に皺しわを寄せ、味を確認している。

　プリンのときとは違い、まずそうな顔をしているな。

　口に合わなかったのかと、不安がよぎる。

「固くシンプルな味ですが、なんとも癖になりそうです。もう一枚と手に取ってしまいますね」

「これは、甘味ではないお菓子なんだ。甘くないお菓子があってもいいと思うんだ」

「ほぉー。甘くないお菓子ですか。なるほど、そのような考えは盲点でした」

　料理長の意見にほっとして、再びポテトチップスを頬張る。

　うん、絶妙な塩加減だ。

　そうなると、ポテトフライも作ってほしい。

「同じ材料で、芋を太く細長くすれば、また違う料理になるんだ」

「また違う料理ですか？　では早速作ってみましょう」

　俺の言葉に料理長は、すぐさま動く。早速包丁を片手に、芋の太さを確認する。

「これぐらいの太さでしょうか」

「うん。先ほどより長く、芋がきつね色になるまで揚げてください。あとは一緒だよ」

「この料理名は？」

「ポテトフライです」

　慣れ親しんだ名称を口にした。

　そして、待つこと二十分。

「できました！　ジークベルト様、試食をお願いします」

　できたてのポテトフライを口にする。

　熱いがホクホクでうまい！

「ポテトフライだーー！」

「私もいただいてよろしいでしょうか」

「もちろん！」

「これは！　先ほどとは、食感が違いますね。材料も同じで簡単な手順ですが、こうも違うとは、奥深い」

「今回は塩だったけれど、いろんなソースをつけて食べるのもいいね」

「なるほど、これは軽食などの付け合せにいいですね」

「僕は、おやつとして食べたいな」

「わかりました。ご用意します」

　あぁ、もういいや。料理長に丸投げしよ。

　食べたかったものを食することで、今までの料理に対する欲求不満が見事に爆発した。

「揚げ物には、唐揚げや天ぷらといったものもあります」

「唐揚げや天ぷらとは、どんなものです？」

「詳しくは知らないんだけれど……」

　俺のあるだけの知識を料理人たちに伝え始めると、彼らは熱心に俺の話を聞き、メモを取りだす。その熱量に俺も感化され、次から次へと料理名を口に出す。

　あとは料理人たちに任せ、再現してもらうんだ。

　前世の知識が、ここで生かせている。妹のお菓子作りを手伝っていたのも役に立った。

　これだけ受け入れてくれるなら、遠慮せずに食改革をしよ。

　この世界の食は、まずくはないが、単調すぎる。

　料理長に説明しながら、いくつかの可能性を伝え、いつの間にか料理人たちも話の輪に入っていた。

　まだまだ料理話は尽きないが、話が一段落したところで、料理人のひとりがプリンを持ってきた。

　あっ、忘れていた！　ハクたちを待たせているんだった！

　料理人たちに挨拶をし、また来ることを伝え、調理場を急いで後にする。

　少し熱くなりすぎたかと反省するが、食事が充実するだろうとの満足感に胸が踊る。

　今日の夕食が楽しみだ！　唐揚げを試すと言っていたな。わくわくする気持ちを抑え、足早に自室へ向かう。




　自室の扉の前で深呼吸をする。

　ハクたち、すごく怒っているだろうな。プリンで機嫌が直るほど単純ではないよね。

　俺が悪いんだし、ここはあえて受け入れよう。

　覚悟を決めて扉を開けた瞬間、顔面と胸にダブルタックを受け「うわぁ」と、その場で沈み込む。

「遅い！　遅すぎるわ！」

〈遅い！〉

「ごめんね。新レシピを教えていたら、話が広がってしまったんだ。気がついたら時間が経っちゃって……」

「新レシピ？　ポテトチップス？」

「ほかもね、たくさん教えたから、今日の夕食は豪華になると思うよ」

「ほかってなに？　おいしいの？」

〈おいしいの？〉

「とりあえず、僕の上から下りてくれるかな？」

　ハクたちは、怒りを忘れ、素直に俺の上から下りる。

　そして促すかのように、テーブルの前まで行くと、俺を無言で見つめる。

　はい。すぐにご所望のものを用意します。

『収納』から、プリン、ポテトチップス、ポテトフライを取り出し、机に置く。

　フラウは、プリンをパッと掴むと「うふふ」と笑いだした。

「これがプリン。ヴィリバルトがおいしいって、自慢していたものね。うふふ」

　ハクは、ポテトチップス、ポテトフライに興味津々だ。ちょこんとお座りしながら、俺の許可を待っている。

　うちの子、賢いんですよ。『待て』ができるんです。その上、かわいいし、モフモフだし、気持ちいいし。

　俺が悶絶していると、ハクがたまらず伺いを立てた。

〈食べていい？〉

「いいよ」

　おいしそうに食べるハクの姿に、頬が緩みっぱなしだ。

　うん。俺の決断は間違っていなかった。これから、アーベル家だけでも食改革をしよう。俺の前世の知識をフル活用するのだ。

　あぁー楽しみだ。父上にラピスが手に入らないかお願いしてみよう。

　ラピスは、白米に似た穀物であることを確認している。

　やはり元日本人は、お米が欲しいのだ。想像しただけで、よだれが口に湧いてくる。

〈おいしい！〉

　ハクの歓喜の声を聞いて、さらに決意を固くする。

　こうして、アーベル家の食改革が始まったのだ。










料理人の過去と今




　アーベル家は貴族の中でも特に、食材と味にこだわり食を大切にしていることで有名だ。

　その厨房では、おいしいだけでなく、町中に流行を巻き起こすほど常に新しいレシピが生み出されている。料理人なら誰しも、人生で一度はアーベル家のレシピで腕を振るいたいと、夢見るものだ。

　俺もそのひとりだった。

　俺の家は、しがない食堂を営んでいた。

　小さいながらも、評判がよく、連日の盛況で、幼い俺も、手伝いに駆り出されていた。いずれ俺が、この食堂を引き継ぐんだと、思い込んでいた。

　あの日、魔物の大群に襲われるまでは――。

　俺の村は『沈黙の森』から一番近く、冒険者たちの最終の補給地点だった。

　村には珍しく、冒険者ギルドも商人ギルドもあり、良質な素材を求めて、多くの人が行き交っていた。活気に満ちていて、その規模は町に匹敵するものだった。

　村には、沈黙の森から流れる濃い魔力に影響されないよう、村全体に強度な結界が張られていた。結界の中にいれば、魔力で狂うこともなく、魔物が襲ってくることもない。

　この環境下での生活には、必要不可欠な結界だが、じつは術者が不明で、魔道具も発見されていない。そもそも結界が張られていた場所に、人が住みだし、村となったのが、始まりで、誰がなんのために、結界を張ったのか、いまだにわかっていない。

　その結界に綻びが出始めたのは、俺が生まれるずっと前だったと聞いている。

　年に数回、魔物が村に侵入していたのだが、沈黙の森を拠点としている強者の冒険者たちが、軽々と討伐していたため、問題視されなかった。

　兆候はあったが、何十年も同じ状況が続いていたので、誰も危惧していなかったのだと、油断していたのだと思う。

　あの日、俺は騎士たちに給仕をしていた。

　田舎の食堂になぜ王都の騎士たちがいるかといえば、ここ数ヶ月で、急激に魔力量が増加した沈黙の森の調査のためで、たまたまその騎士団を引き連れていた騎士が、爺さんの恩人だった。

　その騎士こそ、若き日の前侯爵ヘルベルト・フォン・アーベル様、大旦那様だ。

　料理人資格更新のため、王都を訪れた爺さんが、トラブルに巻き込まれ、料理人資格を剥はく奪だつされそうになり、助けてくれたのが、大旦那様だった。

　爺さんいわく、サッと現れて、スマートに問題を解決し、その場を去る姿は、正義のヒーローそのものだったそうだ。お礼がしたいと、周囲に名前を聞けば、貴族であることにも驚いたが、天下のアーベル侯爵だったので、気おくれしたそうだ。

　ただ、大旦那様の一般市民からの評価は、すこぶるよく、平民にも分け隔てなく丁寧な対応し、貴族だという傲慢さがまったくない。戦時となれば、赤獅し子しの異名を持つが、平時では、身分に関係なく公平な判断をする人柄だということだった。

　爺さんは、評価を信じ、門前払いを覚悟で、アーベル家を訪問すると、事情を聞いた使用人が、執事に話を通してくれ、いともたやすく、大旦那様との面会が可能となった。

　大旦那様は『あたり前のことをしただけだ。謝礼も感謝も不要だ』と、爺さんの謝礼をきっぱりと断った。しかし、どうしてもお返しがしたい爺さんは、村の近くにくる機会があれば、ぜひとも寄ってほしいと、お願いしたそうだ。

　そして、その機会が、あの日だった。

『パリン』と、ガラスが割れたような音が、頭に響いたのを覚えている。その直後、ドッドドと、地響きが鳴り、なにかが近づいてくるのが、わかった。

　悪いことが、起きたのだと、幼いながらも瞬時に理解した。言いようもない不安から、手にしていたお盆を床に落とした。

　カラン――。

　やけにその音だけが、耳に残った。

　呆ぼう然ぜんとする俺に『大丈夫だ』と、大きな手が、俺の頭をポンとなでた。

　特徴的な赤い髪が、その強さを主張しているようで、守られていると安心感が生まれた。

　しばらくして、食堂の扉が勢いよく開いた。

　外の様子を確認してきた騎士が、慌てた様子で、大旦那様に、報告した。

『隊長。村に魔物の大群が、襲来しています。村の北側は、すでに壊滅状態で、手の施しようがありません。冒険者たちが、応戦しています。私たちにも、応戦の許可をお願いします』

『ダメだ。応戦はしない。村人たちの避難を最優先に、魔物討伐は、冒険者たちに任せ、撤退する』

『なっ、しかし！』

　その判断に、騎士が反論しようとするが、その場を圧倒する力強い声に押し黙った。

『命が優先だ。沈黙の森からできるだけ離れる。魔力の影響がない隣町まで、移動する。この村の結界が消えた。この魔力量だ。この場所で応戦しても不利になるだけだ。冒険者たちにも伝えろ。ここは沈黙の森の一部となったと。責任は私が取る』

『はい！』

　大旦那様の指示で、待機していた騎士たちが、いっせいに食堂から出ていく。

　その様子を見ていた爺さんが、沈痛な面持ちで、大旦那様に声をかけた。

『アーベル様……』

『すまない。この村での生活は、あきらめてほしい。納得ができない者もいるだろう。しかし、以前と同じ強力な結界を広範囲で張れる者が、いない。弱い結界なら張れる者もいるだろう。だが、一時しのぎだ。強い魔力を抑えるだけの力はない。この場所での生活は難しい。本当にすまない』

　大旦那様は、丁寧に説明すると、爺さんに頭を下げた。その姿に爺さんは慌てた様子で、大旦那様に駆け寄る。

『アーベル様、顔を上げてください。あなた様が謝ることなどないのです。支度をする時間はありますか？』

『あぁ、もちろんだ。あなたたちは、私たちが守る』

『はい。すぐに支度をします。お待ちください』

　爺さんはそう言って頭を下げ、足早に住居部へ消えた。話を聞いていたほかの客たちも、慌てて自宅へ戻っていった。

　俺は、親父たちに促されるが、大旦那様のそばを離れることはしなかった。

　赤い髪の騎士が、俺たちを守ってくれると、信じて疑わなかったのだ。

　遠くからは、魔物の雄叫びと金属音、そして、人々の逃げ惑う声が、響いていた。

　この日、ひとつの村が消えた。




　その後、村は壊滅状態になり、俺たち家族は、行き場を失った。そこへ手を差し伸べてくれたのは、大旦那様だった。

　俺たち家族は、アーベル家の料理人として雇われ、行き場を失ったほかの村人たちも、大旦那様が、仕事を斡旋したりして、世話をしたそうだ。

　時折、爺さんは、村を懐かしんでいたようだが、俺や親父は、アーベル家のレシピに夢中となった。

　料理人のさがだ。

　小さい俺は、レシピを見ることは、できなかったが、親父や爺さんの会話を聞いただけでも、興奮したのを覚えている。いつか大きくなって、アーベル家の料理長になるのだと、大旦那様に恩を返すのだと、周囲に宣言した。

　そして夢が叶かない、アーベル家の料理長となって、十数年、数々のレシピに感銘を受けつつ、日々、アイデアを模索していた。

　神が降りたのは、突然だった。

　執事のハンスが、前触れもなく調理場を訪れた。この時間帯にハンスが、顔を出すことは、ほとんどない。なにか問題が起きたのか、突然の来客かと、思案していると、ハンスの背後から、銀の頭と真っ白な毛が目に入った。

　思わず『それ以上、進んではなりません』と、注意してしまった。

　ハンスが、俺をとがめるような目で見ている。

　俺の声に反応したジークベルト様は、足を止め、大きな瞳を瞬く。

　アーベル家のご一家が、とても大事にされている末のご子息ジークベルト・フォン・アーベル様。

　我々、下々の者にも、分け隔てなく接するそのお姿は、大旦那様に大変似ており、好感しかない。また、奥様に生き写しの容姿は、屋敷の者たちの癒やしである。そのジークベルト様に、注意をしてしまった。料理人のさがとはいえ、許されることではない。

『あっ、衛生面を考えると、ハクはアウトだね。配慮が足りなかったよ。ごめんなさい。料理長』

『いえいえ、ジークベルト様が、謝られることはなにもないのです』

　瞬時に状況を判断されるジークベルト様は、聡明でいらっしゃる。さすが大旦那様のお孫様だ。

　魔獣の赤子は、自分の名前が出たことに「ガル？」と、かわいらしく首を傾けている。

　昨日、ジークベルト様が、魔獣の赤子を拾ってきたと、屋敷中で、話題となった。

　俺たち料理人は、魔獣の赤子が、なにを食べるのか話し合いを重ねていた。

　ジークベルト様が、拾ってきた赤子だ。なにかあってからでは、遅いのだ。

　昨日は、無難に生肉をお出ししたが、その話だろうか。

　ハンスが、ジークベルト様にお伺いを立てていた。

『ジークベルト様、場所を変えましょうか？』

『うん。本当は、実際に道具を見て、判断したかったんだけど、しかたないね。それにレシピがあやふやで』

『レシピですか？』

　レシピと聞いて、口を挟んでしまうのも、料理人のさがなのだ。ハンス、非難めいた目を向けるのは、やめてくれ。

『うん。卵を使った甘味を作ってほしくて』

『卵を使った甘味ですね。どの料理でしょうか？』

　ご要望に応えようと、甘味レシピを頭に思い浮かべながら尋ねると、ジークベルト様はいささか困ったような視線を投げかけて、言葉をつないだ。

『えーっと……。その、本で得た知識なんだ。だから、料理長も初見になると思う』

『僭せん越えつながら、屋敷内にあるレシピは、すべて把握しております。どの書物でしょうか？』

　料理長に就任する前より、世界のあらゆるレシピを網羅していた俺は胸を張ってそう伝える。

『えっ、あー。そう！　外国の物語に書いてあって、卵と牛乳と砂糖で作る蒸した甘味なんだ』

『蒸した甘味ですか？　聞いたことがありません』

　ジークベルト様から出た聞き覚えのないレシピに、頭をひねるが該当するものがない。新たなレシピの予感に年がいもなく胸が躍る。

『物語に登場するものだからね。食べてみたくて』

『承知しました。ジークベルト様のために、再現してみせます！　その書物を教えてください』

　物語にヒントがあるとは盲点だったと、自身の視野の狭さを反省しつつ、新たなレシピの可能性を見いだしたジークベルト様に感心する。アーベル家の者として、料理人として、ジークベルト様の願いを叶えなくてはならないと意気込んでいると、ジークベルト様が、やや慌てた様子で、料理人としては聞き逃すことができない言葉を落とされた。

『あっ、えーと、そう！　物語に書いてあった内容から、僕が想像して、作ったレシピなんだ』

『ジークベルト様が、考案されたレシピですか』

　なんと聡明な方なのだ。俺はジークベルト様に尊敬の眼差しを送る。それに気づいたジークベルト様が、微笑みながら、なぜか後ずさっていく。

『うん。でも、今日はやめておくよ。ハクが調理場に入れないし、ハクが屋敷に慣れてからでも遅くないからね』

　調理場から出ていこうとするジークベルト様の腕を掴んだ。

　だからハンス、そんな目で俺を見るな！

　新レシピと聞いて、止めない料理人はいない。料理人のさがなんだ！

『もうすでに調理場に入っていますし、今日だけは、ハク様と一緒でも、大丈夫です』

　料理人とは思えぬ、苦し紛れな言い訳をしてでも、新レシピは譲れないのだ。

『えっ？　でもまだ入り口付近だし、ねっ』

　戸惑うジークベルト様は、ハンスに目配せをして助けを求めるが、すかさずそれを遮断して、退路を断つ。

『いえ。大丈夫です。お気になさらず。新レシピのご披露をお願いします』

『いや、衛生面……』

　なおも衛生面を気にされるが、俺の強い要望に最後は応えてくれた。

『ジークベルト様、新レシピを！』

『は、はい』

　ジークベルト様が、考案された新レシピのプリンは、我々、料理人の常識を崩した。

　一般的な甘味とは、クッキーなどの焼き菓子だ。

　蒸し料理で、甘味を作るなんて、そんな発想は、思いもつかなかった。しかも、材料は、卵と牛乳、砂糖だけで、砂糖を水に溶かして、熱するカラメルも驚きだった。しかも、味も一級品だった。

　ジークベルト様は、ほかにも新レシピを考案しているようで、その才能をぜひとも披露してほしい。

　俺たち料理人は、神に出会ったのだ。










ダンジョン編　魔術団を訪問




「ヴィリー叔父さん、ここは、ダンジョンですよね？」

「うん、そうだね。おそらくコアンの下級ダンジョンじゃないかな？　私が王都付近で、入ったことがないダンジョンは、それぐらいしかないからね」

「僕は、なぜここにいるのでしょうか？　フラウから魔法砂をもらうために、魔術団を訪れたはずなのですが……」

「いい質問だね。今、移動魔法の研究をしていて、新人が『移動石』内にある移動魔法を取り出すところで、失敗したようなんだよ。ちょうどそのタミングで、ジークが訪問して、巻き込まれたと。んーー、新人に任せるには、早すぎたかな」

　叔父は腕を組み、首を傾ける。その様子を横目に、俺は小さくため息をついた。

　嫌な予感がしたんだよね……。

　事の発端は、三日前のフラウのひと言だった――。




＊＊＊




　――三日前、俺は『ガラス石』の作成に、またしても失敗した

　フラウが、俺たちの前に現れて四ヶ月、その間、一度もガラス石を作成できないでいた。

　魔力制御は、５となり、魔力砂へ均等に魔力は、注げているはずだ。その証拠に濁った玉ではなく、透明な玉を形成できるようになっていた。

　手にした瞬間、粉々に割れるという致命的な状況ではある……そもそも才能がないとか、そのような落ちではないと、そう思いたい。

　粉々に割れた残骸を目にして「またダメだった」と、落胆する俺に、魔道具作りを興味深く見ていたフラウが「ジークベルトは、魔力が高すぎるから、魔法砂が、耐えられないのね。うふふ」と、さらっと有力情報を漏らした。

「今俺の魔力が高すぎて、魔力砂が耐えられないと、そう聞こえたんだけど、聞き間違いだよね」

「あら、本当のことよ！」

「聞き間違いではない？」

　フラウいわく、魔力は均等に混ざっているが、材料の魔力砂Ａでは、俺の魔力に耐えられず、形成した瞬間に割れるそうだ。

　注ぐ魔力を抑えるか、魔力砂のランクを上げるしか、方法がないとのことだった。

　しかも俺は、魔道具作成スキルを取得していないので、注ぐ魔力を極端に抑えたところで『ガラス石』の作成に成功する確率は、ほぼないに等しいらしい。

　俺の数ヶ月間の努力……。泣いていいですか。

　俺のひどい落ち込み様に「魔力が高いことは、とてもいいことよ！」と、慌ててフラウが、フォローする。

「わかっているよ。恵まれているのは、わかっているんだよ。だけど、俺の数ヶ月間は、返ってこないんだよーー。うぅ、うわぁーん」

　俺を心配して、寄り添ってくれるハクのフワフワの毛に顔をうずめて、泣く。現実逃避すること数十分。ハクの毛から顔を上げると、なぜか、フラウもハクの毛に顔をうずめて、そのやわらかさを堪能していた。

　俺の憩いの場所が！　ライバルの登場に少し焦るが、ハクの飼い主は、俺だから大丈夫、俺は寛大なんだと、自分に言い聞かせる。

「…………。フラウ、そろそろハクの毛から離れて？」

「気持ちいいから、嫌っ！」

〈俺は、大丈夫だぞ！〉

　我慢できず、フラウに離れるよう言うが、ハク本人が、了承してしまった。

　そこは俺の場所なのにぃー。

　はぁ……。ジタバタしても、状況は変わらないので、ガラス石作成の手段に思考を巡らせる。

　手元にある魔力砂Ａでも、そう簡単に市場に出回ってはいないのに、それ以上となれば入手が困難だ。

　父上にお願いすれば、容易に手に入るが、それはしたくない。となれば、自力で確保だけど、入手場所が厄介だ。

　俺の移動魔法で行けて、魔力砂Ｓ以上が確保できる場所はあそこしかない。だけど、あの場所には、まだ近づいてはいけないと、俺の直感が言っている。

　んーー。俺の情報網では、あとひとつ確保できる場所を知っているけれど、嫌な予感しかないんだよなぁ。

　その場所に行けば、ヘルプ機能が泣いて喜んでくれるはずだが、でもなぁ……。

　悩んでいると、ハクの毛から顔を上げたフラウが「精霊の森の魔法砂は、魔術団のヴィリバルトの部屋にあるわよ！　ジークベルトは、いつもおいしいものをくれるからあげるわ！」と、ありがたい申し出をしてくれた。

《せっかくのチャンスを！　クソ精霊、余計なことを！》

　今、ヘルプ機能の罵倒が聞こえた気がした。

　空耳だよね。

　ヘルプ機能が罵倒……。ないないない。

　ハハハハッ……。

　幻聴は聞こえたが、三日後に魔術団へ行くことを約束した。残念ながら、ハクはお留守番だ。

　魔術団は、主に魔術研究をしているが、魔物や魔獣の研究もしているので、研究対象として目をつけられると厄介だと判断した。

　ハクは、白虎を『隠蔽』して、変異種のブラックキャットとしているが、じつはブラックキャットも、王都付近では滅多にお目にかかれない貴重な魔獣なのだ。研究者からしたら、生唾ものだ。

　アーベル家のうしろ盾があっても用心に越したことはない。ハクに説明すると、渋々ながらも承知してくれた。

　とはいえ俺自身も、研究対象として目をつけられる可能性が高いのだが、危険を冒しても行くしかないのだ。フラウに、魔力砂を持ってこさせることが、できないからだ。

　以前フラウに、顕現について質問したとき、顕現していないときは、人の目には見えないが、フラウが手にしたものは、消えることなく、その状態で見えると聞かされた。例えば、フラウが、ティーカップで紅茶を飲むと、ほかの人からは、ティーカップが、宙に浮いて、紅茶が消えていくように見えるそうだ。

　想像してほしい。魔力砂が入ったビンが、宙に浮いて移動しているのだ。それを目撃した人は、どう思うだろう。

　変な噂がたち、もし精霊がいると勘づかれたら、大変な騒ぎになる。それだけは、避けたいのだ。

　叔父にお願いすることも考えたが、借りをつくって、後々からまれると、面倒なので、リスクが一番低い俺が、魔術団に行くことにした。




　王城を挟むようにして、西側に魔術団、東側に騎士団の棟がある。

　騎士団には、テオ兄さん同伴で何度か訪問したことがあるが、魔術団を訪問するのは、初めてで、しかも今回は、ひとりでの外出だ。

　よくマリー姉様の許可が下りたなぁとも思うが、行き先が魔術団の叔父の部屋で、行き帰りが馬車での移動で、護衛も侍女も伴っている。この状況で許可が下りなければ、逆にマリー姉様の溺愛の危うさを疑うレベルだ。

　そびえ立つ棟の高さに圧倒されつつも、まずは、主である叔父へ先に挨拶をしようと、第三魔術団の執務室を訪問した。すると研究施設に通された。

　そこは窓がない一本の暗い廊下で、等間隔で燭しょく台だいが配置され、蝋ろう燭そくの明かりが不気味に揺れている。

　施設内には、一部の魔術団員と特別な許可がある者しか入れず、護衛と侍女が、俺ひとりで行動することに抗議した。

　しかし団員は淡々と『許可がなければ、入れません』『ご一緒されてもいいですが、強制排除されます』『安全性は、保証されています』と言うばかりで、数十分の間、押し問答が続いた。結果、渋々だが護衛も侍女も、執務室で待機となった。

　いやそれ以前にさ、研究施設に入れる許可が俺にあるのって、おかしくないかなぁ。誰も突っ込まないけど、俺まだ七歳だからね。まぁ叔父の血縁ってだけで、許可が下りてそうだけどね。

　団員は、俺に叔父の居場所を簡単に説明すると、職務に戻っていった。

　えっ？　案内してくれないのと、目で訴えてみたけれど、通じなかったようだ。

　正直、すっげぇー怪しくて、ひとりでこの廊下を歩きたくなかった。

　叔父への挨拶は不要ではと、頭をよぎるが、不義理は人としてダメだと、すぐに思いなおし廊下を見る。蝋燭の明かりが、俺の心を映しているかのように、頼りなげに揺れていた。

　暗い廊下は長く、まっすぐに見えるが若干曲がっており、途中で上がったり下ったりしていた。

　慣れとは怖いもので、少し歩いただけで、先ほどの不安は消えていた。それどころか、長く続く廊下に経費削減のためとはいえ、この演出はどうなんだろうと、歩きながらそんな失礼なことを思っていた。

　五分ほど歩くと、団員の説明通り、大きく重厚な扉が現れた。黒い扉にはノブがなく、細かな曲線が描かれている。

「えっと……。扉の左側に青の石があるはず……。あった！　この石に魔力を込めればいいんだよな」

　魔力を手に込め、青の石にそっと触れる。

　青い石が魔力に反応し光ると、扉に描かれている曲線が流れるように光っていき、扉全体を覆うと、重厚な扉がゆっくりと開いていく。

　大がかりな仕掛けに関心する。

　扉を開けて中へ進むと、廊下とは一変し、明るく開放感がある場所に出る。

「おぉー、怪しい施設から高級施設にランクアップ！」

　声が反響する。

　ドーム型の広く高い天井に、ステンドグラスが張り巡らされており、足もとは白の大理石である。

　ステンドグラスからの光が、大理石に反射してキラキラしている。

　魔術団の棟内にこのような場所があるとは、予想できないものだ。

　正面の壁には、赤、青、緑、黄、黒の扉が五つ、等間隔に並んでいる。

　団員の説明だと青い扉に叔父がいるとのことだった。

　青の扉の前に立つと、なぜか嫌な予感がした。

　なんとなくだけど、今扉を開けないほうがいいような気がする。

　んー……。悩んだあげく、ここまで来て挨拶しないなんてない。

　男は度胸だ！

　勢いよく青の扉を開けた瞬間、まばゆい光に包まれ「あっ！　やっぱり……」と、瞬時に理解して、あきらめた。

「ジーク！」と、叔父が慌てて俺の腕を掴んだ。




＊＊＊




　――気がつくと、叔父とふたりでダンジョンにいたのだった。










初ダンジョン




　王都の西に位置するコアン。

　別名『職人の町』『ホワイトタウン』と、呼ばれるこの町は、古くから下級ダンジョンがあり、初級から中級クラスの冒険者たちが、活動拠点としている。また王都からも近く、ダンジョン産の物資が多く流通し、老舗しにせも多く、西の交易拠点としても有名である。

　町の特徴として、建物が、白のレンガ一色で統一されている。そして、亜人が多く住んでいる町でもある。

　巻き込まれ事故で、コアンの下級ダンジョンに、移動した俺たちだが、叔父の様子から、どうも雲行きが怪しいようだ。

「うーん。ダンジョン内に移動するとは……。予め設定されている座標が、暴走程度で狂うのか？　そもそも大前提が、間違っているとしたら……。『移動石』の指定場所が、コアンの下級ダンジョン入り口付近であれば、辻つじ褄つまは合うが、誰が、なんのために、これを用意した……」

　先ほどから、叔父がぶつくさと、独り言を話している。考え事は、口に出すタイプのようだ。

　しばらく様子を見ていたが、どうもらちが明かないので、俺が叔父に声をかけた。

「『移動石』の指定場所はダンジョンじゃないとしても、コアンだったのですか？」

「いいや、王都だよ」

「だいぶ座標が、ズレましたね」

「そうだね。魔法が暴走しただけでは、片づけられない事象だね」

「えっ？　魔法って、暴走するんですか!?」

「もちろん。制御不能となって大暴走したあげく、暴走死亡なんてこともあるから、日々の修練は大事なんだよ、ジーク」

「暴走死亡……。そうならないよう日々、精進します」

　俺の素直な返事に、叔父は微笑み、頭をポンと触わる。その仕草は、父上と似ている。年が離れていても、やはり兄弟だ。

「さて残念なことに、ダンジョン内では、なぜか移動魔法が使えない」

「はい」

「いい返事だね。その移動魔法の代わりになるのが、階層スポットと、呼ばれるものだ。そこにある大きな丸い水晶のような玉に手をかざすと、目的の階層に移動できる。これは各階に設置されているが、いくつか条件がある。まず、移動できるのが、ダンジョン内の階層で、訪れたことのある階層にしか移動できない。例えば、パーティー内の誰かが、十階層まで踏破していたら、その人物と一緒に移動さえすれば、未踏破でも、十階層に移動することはできる。ただし移動の際、その人物に触れていることが、必須なんだよ」

「なるほど」

「私は、コアンの下級ダンジョンは、初めてなのだけれど、ジークもそうだよね？」

「はい。初めてダンジョンに入りました」

「そうだろうね。移動した場所が、下級ダンジョンで助かったね。これが上級だと少々厄介だった。今私たちがいる階層は十七階。コアンの下級ダンジョンの最下層はたしか……。二十五階だったはず。んー…。ダンジョンボスを倒したほうが早いかな？」

　叔父が軽い調子でダンジョン踏破を提案してきたので、俺はあえて大きな声を出して主張する。

「ボスを倒すんですか!?」

「ここのボスは、レッドソードキングだ。ジークでも十分倒せるよ」

「Ｂランクの魔物ですけど……」

　ひとりでは無理ですとは言えない状況で……叔父がスパルタです。

　レッドソードキングは、鎧よろいと剣の魔物だ。

　デュラハンとよく間違えられるが、レッドソードキングは、首があり、体長四メートルの巨体だ。特徴として、兜かぶとの中心に赤い石がついている。この赤い石は、宝石のルビーで、お金になる魔物だが、ランクがＢと高く、Ｂランクの冒険者パーティーが数人がかりで、なんとか倒せる魔物だ。

　それを俺ひとりだなんて、チート叔父と一緒にしないでください！

「ジーク、お客さんが来たようだよ。実戦授業をしよう」

「えっ!?　はい。わかりました」

　叔父の呼びかけに、戦闘態勢に入る。前方から、オークが三匹現れた。

　オークは、見た目がイノシシの低ランクの魔物で、俺ひとりでも余裕で倒せる。

『灯火』

　精度が上がった『灯火』は、三本の火矢で、オークの眉間に命中し瞬殺する。瞬殺したオークが光ると、その場にオークの肉とオークの角が、ドロップされていた。地上と違い、ダンジョン内で魔物や魔獣を倒した場合、素材がドロップされる仕様なのだ。本の知識で知ってはいたが、初めての光景に興奮する。
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　すげぇーー！　リアルゲームだよ！

　やっべぇーー、興奮する！　テンション上がる！

「オーク三匹じゃ敵にもならないね。うんうん。素晴らしい！　教えがいがあるね！　ジークは、火魔法をよく使用するね。ほかの攻撃魔法は、使えないのかい？」

　俺の戦闘を背後で見ていた叔父は満足そうにうなずきながら、俺に尋ねた。

「いえ、最初に使った攻撃魔法が、火魔法で、熟練度も高いので、つい使ってしまうんです」

「なるほど。では、今日は風魔法の修練をしよう！　ジークは『微風』は使えるね？」

「はい！　使えます！」と、少し興奮気味に返事をすると「では、その上の『疾風』を使おう」と、叔父が提案してきた。

「ジークの魔力値なら使えるはずだよ。まずは私がお手本を見せるからね」

　突然の中級魔法に動揺を隠せずにいると、叔父が優しく俺に諭した。

　すると、先ほどまでの静寂が嘘のように、次々と魔物が出現する。目の前に、赤色のオークの変異種とオーク四匹が現れた。

　叔父が『疾風』と発すると、瞬く間に風が起こり、赤い角と肉がドロップされていた。

「えっ!?」

　一瞬すぎて、開いた口が塞がらない。

　魔法の発動は、確認できたけど、オークへの攻撃が、確認できなかった。早業すぎて、参考にならない。

　チート叔父の魔法の威力に、浮き立った気持ちが沈み、現実を直視して、足下に転がるドロップ品を見る。

　一歩間違えれば、俺が、あぁなるんだよね……。

　ダンジョンで人が死ぬと光りはしないが、放置すると一時間ほどで吸収され、装備品だけが残るのだ。

　うん。俺、まだ死にたくはないから、慎重に行動しよう。

　チート叔父から、早速学ぶのだった。




　太陽が沈みかけ、広大な草原がオレンジに染まる。本当にダンジョンにいるのかと、目を疑うほど綺麗な景色である。

　十七階層は、洞窟だったので、時間経過がわからなかったが、十八階層の草原は地上と同じで、昼夜が、はっきりとわかる。

　現在、俺たちは、コアンの下級ダンジョン、十八階層の中間地点にいる。

「さて今日は、ここで野営の準備だね」

　叔父が、収納から『魔テント』を出し、野営の準備を始めた。俺もたき火ができるように、草を抜き、小枝を集めながら、自主的にお手伝いをする。

　前世では、活躍の場がなかったサバイバル知識が、少し生かされたのが、地味にうれしい。不幸体質だったので、キャンプなど、トラブルの原因になりそうなものは、常に回避していた。

　本音を言えば、友人たちと一緒に経験して、遊びたかったが、迷惑はかけられない。だから、本や写真などで知識を得て、行った気分を味わっていた。

　そんな俺を見かねた前世の両親が、家の敷地内にテントを張り、疑似体験をさせてくれた。家族みんなで、寝袋に入り、テントに一泊した経験は、前世の俺の行動を変えたきっかけだった。

　パッキンと、小枝が折れた音がして、思考が現実に戻る。

　ああ、またかと、止まっていた手を動かし、たき火の準備を再開する。

　成長と共に、前世の記憶を思い出すことが、多くなった。おそらく実体験が、過去の経験や記憶を思い出させるきっかけになっているのだろう。

　前世の俺は、なにをするにも、あきらめの境地にいたので、その分、反動が大きいようだ。

　すっかり日が暮れ、辺り一面、暗闇に覆われる。吸い込まれそうな闇を前に、ダンジョンは甘くなかったと、反省する。数日で帰宅できると、軽い気持ちで挑んだが、コアンの下級ダンジョンは、広大だった。

　一階層あたりの面積の平均が、二千平方キロメートル。十七階層は、洞窟エリアのため、規模は小さかったが、草原エリアは二千平方キロメートルを超える。その中で、下層につながる正しい階段を探さないといけない。階層によっては、階段が複数あり、偽物も存在する。偽の階段を下りると、だいたいの場合は、その階層の初めの位置に戻る。そう、振り出しに戻るのだ。しかも『索敵』の範囲が小さいと、全体の把握が難しく、階段の発見さえ困難である。

　広大なダンジョンほど、難易度が上がる。コアンは下級ダンジョンではあるが、踏破した冒険者は少ない。現に今日は、ひと組の冒険者にも会わなかった。

　認識の甘さを再確認した。俺ひとりでダンジョン踏破は、辛うじてできても、数ヶ月はかかる計算だ。本での知識と実体験は、まったく違うのだ。

　だが、心配は無用だ。俺には、チート叔父がいる。叔父の『索敵』は、範囲が広く、階段を間違えることもない。『何階層の階段』と示されるようだ。さすが、チート叔父！

　最短で踏破することはできるが、チート叔父の能力でも、数日での踏破は、難しいようだ。

　たき火のパチッパチッとした音が聞こえる中、夕食のオークの肉が焼けるのを待つ。

　手持ち無沙汰だったのか、叔父は『収納』からなにかを出し、忙しく手を動かしている。どうやら魔道具を作っているようだ。

　普段の俺なら、その行動を凝視するのだが、心ここにあらずで、じっと、たき火の炎を見つめて、不安な気持ちを落ち着かせていた。

　ひとつ、心配事がある。

　外部へ連絡する『報告』が、使えないのだ。正確にいえば、使用できないのではなく、ダンジョン内での魔法の効力が、限定されているのだ。

　そのため、ハクや父上たちと連絡が取れていない。今、屋敷の中は騒然としているのではないかと、暗に想像がつく。

　特にハクが、心配だ。

　ハクとは、魔契約を結んでから、このように長く離れたことがないからだ。

　部屋の中で、すごく心配しているんじゃないかと、その姿を想像して、心が締めつけられる。

　ふと魔道具を作っていた叔父と目が合う。叔父が、驚いた顔して、その手を止め、俺の頭をなでた。

「ジーク、心配しないでも大丈夫だよ。研究施設にいるほかの隊員が、私たちのことを報告していると思うし、私からもフラウに、兄さんへ状況説明するようお願いしたからね」

「えっ？　フラウと連絡が取れるんですか!?」

「魔契約しているからね。念話はできるよ」

　思いもよらない情報に、俺は目を見張る。

「えっ？　魔契約すると念話ができるんですか!?」

「絶対ではないけどね。お互いにある程度信頼し合っていれば、できるはずだよ」

「そうなんですね！」

「でもねジーク、ハクとは魔契約をしていないから、念話はできな……聞いてないね」

　叔父の情報に、沈んでいた心が浮上する。

　魔契約に念話機能があるとは！

　早速『ハク』『ハク』『ハク』……と、心の中で、呼び続ける。

　俺とハクは、固い絆で結ばれている。絶対に念話ができるはずだ。

　根気強く呼び続けていると、『ジークベルト』とハクの声がわずかに聞こえた。

　よし。今の感覚を忘れないうちに、再びハクに問いかける。

『ハク聞こえるかい？』

『ジークベルト！』

『よかった……』

　今度は、はっきりとハクの声が聞こえ、念話が成功したことに安堵して、無意識に強く握っていた手を解放する。緊張していたようだ。

『ジークベルト、今どこ？　すごく心配した。マリアンネもテオバルトもみんな心配してる。ハクもすごくすごく心配した』

　間を空けることなく、ハクが興奮した声で言葉をつなげる。

　その声の様子から、相当心配させたことがわかる。申し訳ない気持ちで、胸が締めつけられる。

『心配かけてごめんね。いろいろあってね、コアンの下級ダンジョンなんだ』

『ダンジョン？　危ない！　ハクも行く！　すぐに行く！』

　今にも飛び出しそうなハクを落ち着かせるために、俺はゆっくりと優しい口調で心配ないことを告げる。

『ハク、ありがとう。大丈夫だよ。ヴィリー叔父さんがいるから、心配しないで、家で待っていてほしいんだ』

『ヴィリバルトが一緒？』

　ハクの声のトーンが下がり、いったん気持ちが落ち着いたことがわかる。

『うん。ヴィリー叔父さんが一緒だよ』

『……わかった。ハク待つ』

『ありがとう』

　少し考えた後、ハクは家で待つ選択を受け入れてくれた。

　ハクの中で、叔父の信頼が高いことがわかる。

『明日帰ってくる？』

『それが……数日かかりそうなんだ』

　応えづらい質問に、俺は言葉が詰まるが、ここで曖昧に濁してもしかたないので、正直に数日かかることを伝えた。すると、ハクがそれに強く反応する。

『!!　やっぱりハクも行く！』

『ありがとう。俺は、必ず帰るから待っていてほしい』

　俺は言い聞かせるように、力強く言葉にした。

　その言葉を聞いたハクが、とても弱々しい声で、訴える。

『ジークベルトいないの寂しい……。ハクひとり嫌だ……』

『ごめんね、ハク。寂しい思いさせて……。帰ったらいっぱい遊ぼうね』

　ハクの寂しさが伝わってきて、胸がすごく痛い。でも、ここで俺が弱音を吐くとハクが心配するので、グッと気持ちを抑える。

『……わかった。ジークベルト帰ってくるの待つ』

　しばらくして、不服そうな声をしながらも、ハクは了承してくれた。

『ありがとう。明日、また連絡するね』

『うん。ジークベルト、早く帰ってきて』

　ハクとの念話が切れる。ハクの声を聞いて安心したが、寂しい思いをさせている現実に気持ちが沈む。

　そんな俺の表情を見て、叔父が「魔契約は難しいができないこともないよ」と励ましてくれた。

　ん？　なんで魔契約なんだ？　よくわからないが、すごく心配している叔父を安心させるため、ここは素直にうなずいておいた。

　オークの肉が、いい感じに焼け、少し早い夕食を取る。ダンジョンで、たくさん動いたので、お腹はペコペコだ。

　野営なので、カトラリーが用意されているわけでもなく（俺の『収納』には、あるけどね）そのままオークの肉にかぶりつく。

　うまいっ！

　オーク肉の丸焼きは、美味でした。今世初めてのＢ級グルメ？に、舌鼓を打つ。躊躇なく、オークの肉にかぶりついた俺を見て、叔父が、肩を下げて、申し訳なさそうに謝る。

「悪いね、ジーク。料理は凝ったものが、作れないんだよ」

「おいしいです」

「アンナが見たら、卒倒しそうだね」

「ん？　あー、そうですね。でも、おいしいです」

「そうだね」

　叔父は苦笑いしつつ、オークの肉にかぶりつく。ただ肉にかぶりついているだけなのに、この人の所作は、なにをしても、優雅だ。見習わないといけないが、努力してできるものだろうかと、疑問に思う。

　まあ、考えても無駄だと、これからの成長しだいと、棚上げしつつ、オークの肉を堪能した。ただ、毎日これはキツイよね。

『収納』に、料理長特製の唐揚げなどの揚げ物類や俺が所望した料理を忍ばせている。果物やお菓子などもあるんだけど、出したほうがいいよね。

　数日分の食糧を『魔法袋』に移しておこうと、ダンジョン踏破に向けて、前向きに動くことにした。




「今日の目標は、二十階層だ。日が暮れないうちに到達して、野営場所を探そう」

「はい！」

　朝食時に、魔法袋からサンドイッチを出したら、叔父に感激された。魔法袋の中身のほとんどが、食糧であることを伝えると、抱きしめられた。

　まさかチート叔父の『収納』が、容量だけ大きい、時間停止などの食料保存効果がない、ただの『収納』だとは、思いもしなかった。空間魔法の『収納』が、一発で成功すると、考えてもいなかったようだ。チートならではの失敗ですね。

　そのため、長期遠征は苦痛でしかなく、食事のためだけに、全力で暴れるらしい。

『赤の魔術師』の二つ名の背景が、食事環境だなんて……。うん聞かなかったことにしよう。

「時間停止付きの『魔法袋』を別に持ったらどうです？」と提案したら「その手があった！」と感謝された。うんうん。『収納』持ちは、気づかないもんですよね。

　叔父の『索敵』で十九階層の正しい階段を見つけ、その場所まで歩く。

　俺の『索敵』の十キロ範囲では、階段を見つけることはできなかった。この機会に『索敵』のレベルを上げ、範囲を広げるのだ。叔父に『索敵』のコツを聞きつつ、出会う魔物を殲滅する。

　特にホルスタインの団体は、逃がさない。ドロップ品が、牛肉と牛乳とチーズなのだ。おいしい魔物である。ドロップ品の中に加工品が、交じっているが、余計なツッコミはしない。そういうものだと、受け入れる。

　ドロップ品を『魔法袋』へ収納しつつ『収納』へ移し替える。『魔法袋』の容量が、二畳分ぐらいなのだ。『収納』のダミーなので、小さくてもいいやと考えたが、それでも金貨５００枚だ。

　一応、時間停止付きである。

　魔物を討伐しながら、やっと目的の階段に着いた頃には、昼が過ぎていた。

　昼食にハンバーガーとフライドポテトを食べて、お腹を満たし、十九階層の森へ進んだ。

　ここでもすぐに、叔父の『索敵』で階段が発見される。近道をするため、道なき道を歩くことにした。叔父が先頭で、道を開けてくれるため、俺は快適なお散歩状態だ。この調子なら二十階層もすぐだなーと、のんきに歩いていると、白い塊を発見した。

「ヴィリー叔父さん、あの白い塊はなんでしょう？」

「ん？　あれは！」

　俺の疑問の声に、叔父が、白い塊を視界に入れる。すぐに方向転換し、白い塊りへ突き進む。

　深い藪やぶの中にそれはあった。大きな繭まゆが三個、不気味な姿で、枝にぶら下がっていた。

「これはまた厄介な……」

　怪け訝げんな顔して叔父が、繭を短剣で切り裂く。その中には、大柄な男がいた。

「息はないか……!!　この紋章は！」

　大柄な男が所持していた剣の紋章を見て、叔父が目を見開く。

　白狼に剣の紋章、どこかで見た紋章だな……。どこかの貴族の私兵かと考えていると、叔父が、残りの二個の繭も切り裂いていた。残念ながら、息はなかった。

「ジーク、ほかにも繭がないか探そう。Ｂランクのコールスパイダーが複数いるようだ。気をつけなさい」

「はい」

「ジーク、生命体の反応がある。私は右、ジークは左だ」

　俺と叔父は、手分けして辺りを捜索することにした。人の命がかかっているため、迅速に行動する。叔父の指示通り、左に移動して『索敵』で、生命体を示し出す。

『索敵』は、レベルや熟練度が上がるほど、術者の希望にそったものを正確に見つけることが、可能だ。ちなみに、叔父の高性能な『索敵』は、余計な情報を出さないよう制限もできるようだ。さすがチート叔父。

「ヴィリー叔父さん！　こっちに繭がある！　六個あるよ！」

　叔父に声が届くよう、大声をあげ、俺の背丈より高い繭を短剣でなんとか切り裂く。

　魔法は危険だ。万が一制御できなかったら中の人間まで切り裂いてしまうのだ。

　繭の中から小さな手が見えた。子供!?　慎重に切り裂いていくと、俺の年ぐらいの金髪の少女がいた。そっと首の動脈を確認し、口に手をあてる。

「息がある」

　わずかな反応だが、生きていることにほっとする。少女を繭から引き出そうとしたとき、真うしろから気配がした。

　慌てて、横に跳び回避すると、俺のいた場所に白い糸の束が着弾した。

　危なかった。

　気を引き締め、藪の中に身を潜めていたコールスパイダーに向き合う。

　ん？　普通のコールスパイダーと色が違う！　変異種だ！　Ｂランクの変異種って、Ａランク相当だ！

　これはまずいと、叔父の気配を探る。数匹の魔物と戦っているようだ。

　うしろには、繭が六個、下手に逃げると繭を巻き込む恐れがある。ここで決着をつけるしかないか……。集中し、魔力循環を高める。

　幸いなことに、コールスパイダーの変異種は、俺の初動を待っているようだ。

　余裕があるね、それが命取りになるんだぞ。

『疾風』

　コールスパイダーの変異種と共に、うしろの木々がなぎ倒されていく。

　あちゃー、またやりすぎた。

　昨日から修練している『疾風』は、叔父のインパクトが強すぎてイメージに残り、なかなかうまく扱えないのだ。

「シャー（イタイ）」と、怒った様子で、コールスパイダーの変異種が、木々の間から出てくる。

　仕留め損ねたようだ。威力が強くても拡散したら、結果はこうなる。コールスパイダーは、足を数本失い、体中から体液が出ている。

「ギャィーー（コロスーー）」

　かなり怒っている。でも初動を許したのは、君の判断で、君が油断したんでしょうよ。八つあたりはやめてほしい。それに俺、蜘く蛛も、苦手なんだよね。

『灯火』

　十本の火矢が、コールスパイダーの変異種に次々と刺さるが、外殻が固いのか、ほぼ半分の矢が貫通していない。コールスパイダーが、反撃で白い糸を口から吐くが、俺の所まで届かない。だいぶ弱っている証拠だ。

　俺は、魔力を最大限に上げ、イメージを固めて集中する。

『熱火』

　大きな火の玉が、コールスパイダーの変異種に命中する。本来なら、この速度の魔法は回避できたはずだが、足を数本失くした影響で、バランスが取れず、素早く移動できなかったことが、致命傷となった。コールスパイダーを囲っていた火が消えると、そこには、最上級の絹織物が残っていた。

　森の中だが、火魔法の制御は完璧で、ほかに燃え移ることもなく、静かに鎮火した。だがそこには、風魔法で無残になぎ倒された木々と、いくつかのドロップ品が落ちていた。

「もう少し修練が必要だね、ジーク」

　肩を叩かれ、横を見上げると、苦笑いした叔父がそこにはいた。

　発見した繭は、全部で十二個、生存者は五名だった。

　七名分の髪の毛と遺品は、叔父が空間魔法で収納し、遺体は土の中に埋めることとした。放置しても、一時間後には、ダンジョンに吸収されるが、やはり人として埋葬はするべきだ。

　叔父はすぐに移動するべきだと主張したが、俺が埋葬をしたいと我儘を言った。命の危険があるのは理解しているが、やはりそのままにはしておけなかった。

　簡易な墓石を作り、手を合わせる。

「ジーク、そろそろ行くよ」

「ヴィリー叔父さん、ありがとう」

「君は、優しい子に育ったね」

　頭をポンポンとなでると、丸太の上に並べている生存者の方へ向かう。先ほど俺が変異種と共になぎ倒した木々が役に立っていた。

「この人数を運ぶのは、苦労するな『浮遊』」

　ぼやきながらも、魔法を駆使する姿はさすがだ。数本にまとめた丸太が宙に浮いている。その上には人……実にシュールだ。

「ジーク、この森は早く出たほうがいい。下級ダンジョンでＢランクの変異種が出現するとは、異常事態だ。二十階層の階段は、すぐそこだから急ぐよ」

「はい」

　俺と叔父は、進む速度を上げるため『倍速』を使用する。森を切り開くため『疾風』を駆使して、『索敵』で二十階層の階段まで進む。

　叔父は同時に四種類の魔法を使用しているが、涼しい顔をしている。さすがだなぁーと、目指す人が、すぐそばにいる環境に感謝し、遠いなぁーと、尊敬の眼差しで、見つめる。叔父の背中に一歩でも早く近づけるように、ダンジョン踏破するまでの間、多くのことを学び吸収するんだと目標を定めた。

　一時間ほど歩いた先に、二十階層の階段を見つける。階段の幅が、丸太より大きく、そのまま下りても支障がなかったことは、ラッキーだった。

　二十階層は、草原だった。

　野営ができる場所まで移動すると、丸太を置き、それぞれの容態を確認した。生存者は、金髪少女、侍女、女騎士、男騎士、スキンヘッドの騎士だ。

　外傷は、ほぼなく、全員気絶をしているだけだとのことだった。

　丸太の上には、ひときわ大きい繭が、ひとつ置いてあった。

　叔父が研究のため、確保したのだ。その中身はスキンヘッドの騎士だった。

　コールスパイダーの繭は、生命力を徐々に吸収し、繭を大きくしていく。大きければ、大きいほど、繭の中の生命力が高いということだ。つまり中の人物のレベルが高いことになる。だが、これほど大きな繭が完成することはまずないそうだ。

　レベルが高い者ならその前に脱出するので、外傷がないことから、繭に包まれる前に、状態異常であったのだろうと分析していた。

　叔父の説明に耳を傾け、大きな繭とスキンヘッドの騎士を交互に見る。

　うーん、気になるけど、今はいいや。俺は鑑定の使用を控えている。叔父がすでに情報を収集をしていると判断し、無駄な魔力は使用しないように心がけていた。万が一に備え、魔力を極力残しているのだ。といっても、『倍速』と先の戦いであまり残っていないんだけどね。

　それに、この五人が、危険人物なら、叔父が野営場所に連れ帰るはずがないのだ。

　そろそろ日が暮れる頃、俺が助けた金髪の少女が最初に目覚めた。

「うぅっん……。ここは……わたくしは……エマ！　パル！　あっ……」

　少女は、急に起き上がったため、体勢を崩す。

　慌てて駆け寄り、上体を起こし支える。白い耳がピコピコと動いている。

　補足で付け加えておくと、少女には、白い耳と尻尾があった。繭から出したときに気がついたが、叔父の指示で詮索はしない。

「ありがとうございます」

「立てますか？」

「はい。立てます」

　俺は少女をエスコートしながら、高貴な身分であると確信した。戸惑いなくエスコートされる様と、背筋をピンと伸ばし歩く姿勢は、優雅で品がある。手入れされた金髪の髪と琥こ珀はくの瞳、きめ細やかな白い肌に映える朱、耳と尻尾付きのまごうことなき美少女である。

　たき火の前に用意された椅子に案内し、果樹水を手渡すと、一瞬躊躇したが、コクコクと飲み干した。

　ついでに、キャラメルも差し出す。

「あの、これは？」

「キャラメルってお菓子だよ。甘いもの食べると落ち着くよ」

「ありがとうございます」

　昨日、空間魔法から魔法袋へ移しておいて正解だった。

　少女はキャラメルを口にすると、目を見開き、破顔する。うん。笑顔は最高の褒め言葉です。

「新作かい？」

　叔父が期待を膨らませた様子で、俺を見る。

「はい。叔父さんもどうぞ」

　魔法袋からキャラメルを出すと、叔父はひとつ掴んで口に放り込む。

「うん、おいしい！　口の中に入れた瞬間、溶けるんだね。ジークの発想力には、毎回驚かされるよ」

　その評価に、にんまりとする。

　料理人たちと試行錯誤を繰り返して、再現できた逸品だ。

「あなたがお作りになったのですか？」

　俺たちの会話を聞いていた少女が、興味深けな表情で、そう俺に尋ねた。

「いいえ、料理人ですよ。僕は、アイデアを提供しただけです」

「すごくおいしいです」

　俺の返答に、少女は、はにかみながら感想を伝えてくれる。

　その反応に気をよくした俺は、魔法袋から追加のキャラメルを取り出し、少女の目の前に差し出す。

「まだあるからどうぞ」

「ありがとうございます」

　少女の尻尾がパタパタとうれしい！　を表現している。うん。ハクと同じだ。

　俺と叔父と少女、三人のまったりとした時間が流れていた。

　雑談をしながら、少女が落ち着いたところを見計らって、叔父が切り出した。

「なぜあのような場所にいたのかな」

「わかりません。『移動石』を使用したら、魔物の巣の中にいて、次から次へと繭の中に……」

　少女は、感情を抑えるように淡々と状況を説明した。

「それは災難だったね。ここがダンジョンであるのはわかるかい」

　叔父の言葉に少女は周囲を見渡すと「そのようですね」と、抑揚のない声で答えた。「『移動石』は、どこで購入したものかわかるかい？」

「わかりません」と、少女は頭を横に振る。「そうか、私たちも、同じようにダンジョンに飛ばされたんだよ。なにかヒントがあればと思ってね」

　こちらの事情を多少加味して、質問の意図を伝えた。

　すると少女は、申し訳なさそうな表情をする。

「そうなのですか！　お力になれず、申し訳ございません」

　そう言って謝罪する少女の耳と尻尾が下がっている。うん。ハクと同じだ。

　その様子から少女が、嘘を言っているようには、見えない。それに叔父、少女の同情を誘うように、話を盛りましたね。俺たちは、実験の失敗で、ここに飛ばされたのであって、少女たちのように、故意に飛ばされてはいない。なにか考えがあっての発言だと思うので、黙っておきますが。

　少女の後方から大きな影が近づいてくる。スキンヘッドの騎士だ。俺たちが雑談している間に、目が覚めたようで、丸太から下り、静かに状況を確認していた。俺と叔父は、気づいてはいたが、あえて無視をした。

　少女は影に気づくと、うしろを振り向き「パル！」と声をあげる。その声は、喜色にあふれていた。

　パルと呼ばれたスキンヘッドの騎士は、少女に対し力強くうなずくと、叔父に向かい頭を下げた。

「貴殿が助けてくれたのか。お礼を申し上げる」

「あなた方を発見したのは、この子だよ。助けたのもね。私は手伝っただけさ……。お行儀が悪いね！『守り』」

　直後、丸太から火の玉と剣を抜いた男騎士が奇襲をするが、叔父の『守り』でひれ伏した。

「グッ」と男騎士の声が漏れる。

「さて、助けた恩人に対しての暴挙は、いくら頭が混乱していても、褒められたものじゃないね」

　叔父の周辺から冷気が漂っている。ゴクリと喉が鳴る、すげー威圧だ。

　威圧対象外の俺でも息をのむほどだ。直接威圧を受けている男騎士は、玉の汗をかき、顔色は白くなっている。

「このまま君たちをここで見放してもかまわないんだよ。エスタニア王国のご一行殿」

「貴様!!」

「あれ違ったかい？　白狼と剣の紋章は、エスタニア王国だよね」

　叔父のあからさまな挑発に、あっさりと乗る男騎士。這はいつくばった状態で抵抗しようとするが、スキンヘッドの騎士が制した。

「貴殿のおっしゃる通り、我々はエスタニア王国の者です。この者には後で強く言い聞かせますので、貴殿の怒りをおさめてはいただけないだろうか」

　叔父とスキンヘッドの騎士の視線が交差する。

　しばらくして、叔父の威圧が緩和されていく。ほっと、安堵の息を吐き、俺は叔父のそばに寄る。万が一、交戦となったときに、邪魔をしないように、叔父が逃走することはないと思うが、逃走がしやすいようにだ。

　俺の行動に、叔父の眉が上がり、俺の頭に手を置いた。満足いく行動だったようだ。

　その後、残りの二名も目覚めるが、女騎士も男騎士と同じ暴挙を働き、叔父にひれ伏した。叔父の機嫌はすこぶる悪く、男女の騎士をゴミのような目で見ている。

「さて、全員目が覚めたようだね。正直、私はこれ以上、関わりたくないね」

　叔父が、七人分の髪の毛と遺品を出すと、「「収納魔法！」」と、男女の騎士の驚いた声が聞こえる。

　空気を読めよ。空気を！　騎士だよね？　無能なの？　ほら、叔父の機嫌が、一段と悪化した。

　すかさずスキンヘッドの騎士が、感謝を述べ、腰にある魔法袋にそれらを収納する。

「ありがとうございます。お礼はまた後日」

「いらないよ」

「ですが、しかし……。ダンジョン内での所持品は発見した者に利権があります」

「いるかい？」

　叔父が俺に問うてきたため、首を横に振る。

　たしかにダンジョン内で、所持品を発見した場合、発見者の物になる。そもそも遺品として渡すつもりだったのだ。お礼は不要だ。

　叔父の態度に、男騎士が不満げな声を出す。

「そのチビは関係ないだろう」

「エスタニア王国の騎士は、レベルが低すぎる」

「なんだと！」

「やめなさい。失礼した。未熟者の上、お許しいただきたく」

　再びスキンヘッドの騎士が、頭を下げる。

　男騎士はグッと感情を抑えた顔をして、それ以上言葉を発しない。手綱は、しっかり握れているようだ。

　若さゆえの暴走ですね。自分よりもはるかに強い相手を認めることができないんだよね。

　うんうん、嫉妬だね。まぁ叔父、年齢よりかなり若く見えるしね。たぶん同じ年ぐらいと勘違いされてるんだよね。で、態度が大きく生意気に見えるんだろうな。スキンヘッドの騎士の態度を見れば、一目瞭然なのに、男騎士さん若いねぇー。

　女騎士は我関せずといった態度で腰を落とし、少女と侍女は、不安そうに様子を見ている。

「叔父さん」

「はぁーー。君たちを発見したのも、助けたのもこの子だからだよ。命の危険があるにもかかわらず、七名の遺体を丁重に埋葬したのもこの子だからね」

　叔父が俺の頭をポンポンと叩く。

　ああ、ほんとズルイよなぁー。決定権を俺に委ねるなんて、まじ男前！

　そう俺たちは、互いにまだ名を名乗っていないのだ。この意味は、至極簡単だ。名乗れば、踏破するまで共に行動をする。名乗らなければ、一夜のみ共にし、別行動だ。

　はぁー。この面子での踏破は難しいだろうな……。

　戦闘能力は問題ないけれど、ダンジョンでの野営準備は万全ではない。広範囲の『索敵』が、できそうな人物は……いないよね。このまま別行動をとれば、野垂れ死にはしないだろうけれど、いい結果にはならないことが目に見えている。

　んー……。結論は出ているのに、行動に移せない理由がある。俺の魔法だ。異常性が国外に露呈するのだ。守秘を約束させても、五人のうち、ふたりにかなりの不安がある。

　あぁーー。どうするかな。

　悩んでいると、琥珀の瞳が優しく笑う。

　ここで笑うのか……。

　悩んでいた俺が、すごく小さく思えてしまう。

　聡明だ。俺の決断で、自身の運命が決まるのに……器が、デカすぎるだろ。

　パンと膝を叩いて気合を入れ立ち上がると、四人の主の前に立ち、片膝をつく。

「わたくしは、ジークベルト・フォン・アーベルと申します。名乗るのが遅くなり大変失礼をいたしました」

　高貴な身分の方への挨拶をした。格式も時には大事だ。

　一瞬静寂が包むが、外野からアーベル家！と驚愕の声が聞こえる。他国でも、アーベル家は、有名なのだ。彼らの反応から、それだけ影響力があるのもわかる。

　琥珀の瞳と視線が交わる。次は君だろと合図を送ると小さくうなずき、少女がそれを返す。

「エスタニア王国、第三王女ディアーナ・フォン・エスタニアと申します。命の恩人に対し挨拶もせず、申し訳ございません」

　王女は、躊躇なく頭を下げる。

　うん。素直な謝罪は心証がいい。

　まぁ高貴な身分であるとは予想してたが、王女様ですか!?　しかも、耳と尻尾付きの王女様！

うぉーー。テンプレすぎて言葉が、出てこない。
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　俺が、心の中で悶絶していると、叔父が挨拶をした。

「マンジェスタ王国、第三魔術団副団長、ヴィリバルト・フォン・アーベルです。エスタニア王国、第三王女ディアーナ様とは知らず、ご無礼をいたしました」

　さすが叔父！　見習うべき、所作がここにある。

　王女が、見惚れるほどの気品と優雅さだ。

　叔父、王子に見えるわ！　なんでここにいるのまじで。

「「赤の魔術師！」」

　あぁー、外野ふたりがうるさい。

　せっかく叔父が、イケメンフルパワーを出したのに、もう少し静かに観察させてよ。雰囲気がだいなしだ。あぁ、もう普段の叔父に戻っているし、貴重な瞬間だったのに。

「これはまた大物ですなぁ。失礼。エスタニア王国、パスカル・フォン・バルシュミーデです。恐れながら伯爵の位を授かっています」と、豪快だが洗練された所作で、スキンヘッドの騎士が名乗った。

「やはり、バルシュミーデ伯爵でしたか。このような出会いでなければ、一度手合わせをしてみたかった」

「私もです」

　バルシュミーデ伯爵はそう答えると、叔父と固く握手をした。

　叔父の『魔テント』は、王女たちが、使用することになった。ここでもひと騒動あったが、俺が機転を利かせ、その場をおさめた。

　その夜、初めての野宿にワクワクしていると、あれよあれよという間に叔父につかまった。

「んー……。ここは……」

　目の前には、やわらかい布の感触と鍛えられた筋肉の厚み。親しんだ匂いに包まれ安心する。

　二度寝しそうな状態から、はっと覚醒する。そうだった。無理やりマントの中に押し込まれ、不覚にも一瞬で寝てしまったのだ。

　モゾモゾと動き、マントから顔を出すと、端正な叔父の寝顔があった。

　イケメンは、寝ていてもイケメンです。侍女たちがいたら卒倒するなぁと、感想を抱きつつ、腕から抜けようと試みるが、ガッチリホールドされていて動けない。脱出不可能と悟る。

　抱き枕ですか俺は……。叔父にあきれながら、ハクと念話することにした。

『――じゃまた連絡するね』

　ハクとの念話を切り、ほっと安堵のため息が漏れた。

　王女たちと一緒に行動することで、帰宅する日数が延びたことに、渋々ながらもハクは同意してくれた。話の途中で、テオ兄さんに頼るよう説得したことが響いたと思う。これでハクの心配はなくなった。テオ兄さんに感謝だ。

　叔父のまつ毛がピクピクと動きだした。

「んーー、おはよう。あと少し……」と、寝起き独特のかすれた色っぽい声が聞こえたと思ったら、ちゅっと俺の額に口づけ、また夢の中に戻っていった。

　一瞬なにが起きたのか理解できなかったが、俺を誰かと間違えたようだ。叔父の私生活は、関知しないが、今誰かに見られたら、絶対誤解されるシチュエーションだ。グイグイと叔父の胸を押して、脱出を試みていると、ガサッと音がした。

　嫌な予感がして、音のした方向にゆっくり顔を向けると、侍女のエマが赤い顔をしながら「私はなにも見ていません」と言って走り去っていった。

「誤解！　誤解なんだ――」と、叔父の腕の中で説得力なく叫んだ。

　そのあとすぐに起床した叔父が、俺の機嫌の悪さを指摘する。

「ジークの機嫌が悪いなんて、珍しいね」

　俺は冷めた目で叔父を見据え、無視をして朝の支度を済ませる。すると、ぐいっと頭を引っ張られ「熱はないようだね」と言う、叔父の端正な顔が目の前にあった。

「きゃっ」との女性の声がその場に響く。

　恐る恐る振り向くと、なぜかそこには、数分前に走り去ったエマが、真っ赤な顔をして突っ立っていた。

「おっ、お邪魔、しょ、食材をっ、いえっ、すっ、す、ずみませんっ――」と、言葉にならない謝罪をしながら後ずさり、調理場の方向へ消えた。

　あの角度では、口づけをしているように見える。完全に誤解されたようだ。

　叔父も同じ結論に至ったのだろう。肩が震えている。

「ヴィリー叔父さん」

「なんだい、ジーク？」

「先ほど、寝ぼけて僕の額に口づけをしている場面をエマに目撃されています。あれじゃ、完全にヴィリー叔父さん変態ですよ。尊敬していますけど、僕そういった趣向はないので、ごめんなさい」

　淡々と表情なくそれを伝え、俺は頭を軽く下げて、その場を後にする。

「えっ、ジーク！　えっええぇーー。なにかものすごい誤解をしていないかい」

　叔父の慌てる様子を見て、少しだけ怒りがおさまる。単なる意趣返しなので、少しは反省してください。




　調理場に行くと、エマがひとり、手際よく朝食の準備をしていた。

　周囲を見回すが、人の気配がしない。昨日の様子から期待していなかったが、七人分の食事をひとりで作っているようだ。

　エマは侍女といっても、見習いらしい。王族の侍女候補は、原則、身元保証のある貴族子女がほとんどのはずだ。エマの所作は、綺麗ではあるが、洗練された貴族の教育を受けていないように見受けられる。手慣れた感じで料理する姿から、なにか事情があるのかもしれないと悟った。

　エマの年齢は十二歳。成長が早く、女性らしい体つきで、ほぼ完成されている。笑うと年相応の顔になり、えくぼが大変かわいらしい。

「僕も手伝うよ」と、作業中のエマに声をかけた。

「ジークベルト様！　あの、その、もうよろしいのですか」

　エマの問いかけをさらっと無視して、いい匂いがするスープの前にいく。

「いい匂いだね」

「はい。昨日のオーク肉の骨から出汁を取り――」

　エマと雑談をしながら、朝食の準備をしていると、叔父が調理場に顔を出した。

「いい匂いだね」

「えっ!?　あっ、はい。アーベル様、さっ、先ほどは、お邪魔をしてすみません」

　エマが包丁を手に握りしめたまま、慌てて頭を下げる。

「ん？　あぁ、ジークとのことだね。内緒ということでお願いするよ」

「はいっ！」

　元気のいい返事に気をよくした叔父がエマに近づくと、再度「内緒だよ」と耳もとでささやいていた。

　赤い顔をしたエマが、勢いよく頭を縦に振り返事をする。

「ヴィリー叔父さん……」

　無駄に色気を出して、遊んでいる叔父に、俺があきれた口調でたしなめた。

「まぁ、私がジークを愛しているのは、嘘ではないからね」

「そんなに深く……。私、誰にも言いません！」

　叔父の虚言に、なぜかエマが深く感銘を受けている。

「ありがとう。ではそこにテーブルを用意するから朝食を運んでくれるかい」

「はい！」

　この状況を楽しんでいますね。先ほどの叔父の焦りはなんだったのか……。エマをいいように翻ほん弄ろうする姿は、さすがです。もぅ好きに遊んでください。

　はぁーーと、大きなため息をつき、叔父の用意したテーブルに朝食を運んでいく。

　朝食の準備が整ったところで、タイミングよく伯爵が顔を出した。

「アーベル殿が、ご準備を？」

「いえ、エマとジークが用意してくれました」

「ほぼエマだよ。僕は果物を切ったにすぎないよ」

「カミルとダニエラはなにをしているのだ」

　伯爵の顔が、見る見る険しくなっていく。

　今ここにいない男女の騎士の名を出し、言葉にならない憤りを感じているようだ。

　伯爵の怒りはもっともで、他国であっても、侯爵家のふたりが、朝食の準備をしていて、自国の一般騎士が、いまだに姿を現さないのだ。

　昨日の醜態もしかり、これ以上、自国の騎士の評価を下げたくないのは、わかるけど、あのふたりに期待するのは、難しいんじゃないかなと思う。

　おそらく、事前に伝えてさえいれば、朝食の準備をしているだろう。自ら率先して、気が利いたことをするタイプには見えない。それに騎士のプライドだけは、高そうだしね。

　ほんの少しだけ、伯爵に同情してしまうのだった。




　王女が「おいしいです」と、ニコニコして、食事を取り、その横に座っているエマが、ぎこちなくサンドイッチを口に含む。微妙な空気が漂う中、全員で食卓を囲んでいた。

　しかし、この居心地の悪い空気をつくった張本人のふたりは、黙々と食事をしている。

　結局、食べるんなら、初めから騒がなくてもよくない？　そこは騎士の意地を貫き通してよ。とも思うが、伯爵の喝が、よくよく効いたのかもしれない。

　ふと、先ほどのひとコマを振り返る――。

　王女と同じ食卓を囲むなんて、由々しきことだと、最後に食卓に現れた男女の騎士が騒ぎだした。すると「有事でなにを言っている！」と、伯爵が黙らせた。この間、数分。あっという間の出来事だった。

　非難の的になっていたエマも「エマ、わたくしの隣で食べましょう」との王女のひと言で、困惑しながらも静かに席に着いた。

　――ここはダンジョンだ。死と隣り合わせの場所である。身分など関係ない。

　まあそれはそれ。王国一行のゴタゴタは、伯爵に任せ、俺はマイペースに、エマが作ったスープを堪能していた。

　残り物から、これだけ素晴らしいスープができるとは、感心するほど、それだけ、エマが作ったスープは絶品だった。エマには料理の才能があるようだ。

　おかわりを所望したいところだが、雰囲気的にも、今回は遠慮したほうがいいと、空気を読んで「ごちそうさま」と言って、手を合わせる。

　その作法に王女が「失礼ですが、ジークベルト様、食前と食後の作法はどちらのものですか？」と、不思議そうに問う。

「本の中に書いてあった島国の習慣です。食材の命を自分の命にすることへの感謝と、食材づくりに携わるすべての人への敬意が込められているそうです」と、予め用意していた答えを出すと、王女が感心したように「それは素敵な習慣ですね」と、キラキラした瞳で俺を見た。

「はい」と、無難に答えたが、どうも王女は、なにか思い違いをしているように見える。

　叔父が「昔からジークは、不思議な行動をとるんだよね」と、フォローのようで、フォローではない発言に、ジト目になる。

　うん。叔父にだけは、言われたくない。

　全員の食事が終わり、今後の予定について伯爵が口にする。

「本日は、二十一階層の階段を目指すことでよろしいですか。アーベル殿」

「ん？　まだ協力するとは言ってないよ」

　叔父の発言に、全員の動きが固まる。

　えっ？　叔父よ、なにを言っているんだ？　昨日の挨拶で共に行動することになったのでは？

　俺の戸惑いをよそに叔父は言葉を続ける。

「一緒に行動をするなら、こちらの条件をのんでもらおう」

「なっ、なにを今さら言いだすんだっ！」

「だから一緒に踏破するなら、その前に条件があると言ったんだよ」

　男騎士が、狼狽するのも、しかたがない。

　俺も予想していなかった叔父の発言に心底驚いているのだ。

　騒然とした中、空気を変える凛りんとした声が辺りに響く。

「条件とはなんでしょう」

「ディアーナ王女はさすがだね。落ち着いているね。私からの条件はひとつ、踏破するまでの間に得たジークベルトに関する情報を黙秘する。もちろん誓約魔書にサインしてもらうよ」

「誓約魔書だと!?　ふざけるなっ！」

「ヴィリー叔父さん……」

「ジーク、これだけは譲れない条件だ」

　叔父が真剣な表情で、俺に諭す。これはもう決定事項だ。俺の異常性を他国にバラさないための手段なのだ。

　誓約魔書とは、魔力で施行する契約書だ。

　その効果は著しく、誓約魔書に違反すれば、命を落とすことになる。そのため、一般的に使用されているのは、下位の魔約書だ。魔約書は違反した際の罰が予め指定でき、命を落とす心配はない。

　誓約魔書を持ち出すのは、よほどのことがない限りありえないのだ。

「誓約魔書を断れば」

「ここで解散だよ。君たちが短期間で踏破できるとは思わないけどね。その前に小さな事故があるかもしれないから気をつけてね」

「アーベル家の子息にそれだけの価値が……っ」

「言葉には、注意したほうがいい。たかだか小国のエスタニアだ。わけなくつぶすよ」

　男騎士が言葉を終える前に、叔父の周りの空気が一変する。

「ひぃっ」とエマが尻餅をつき、後ずさる。王女や女騎士の顔色が、一気に青白くなる。男騎士は、そのプレッシャーで、動けなくなっているようだ。

　伯爵は、額に汗をかきつつ、叔父に問う。

「ジークベルト殿が、当代の『アーベル家の至宝』ということでしょうか」

「そうだよ。ジークになにかあれば、アーベル家を敵に回すと考えてくれていい。その意味わかるよね？　そうだね、大国を壊滅に追い込むぐらいの戦力はあるよ」

　さらっと、怖い発言をしないでください。

　俺には、それほどの価値はありませんよ。評価が高すぎます。いくら誓約魔書で契約したいからといっても、それは言いすぎですよ。

　俺が非難めいた視線を送ると、それに気づいた叔父が、ゆっくりとした口調で俺に伝える。

「ジーク、いい機会だから覚えておくんだ。君は自分が思っているより周囲に影響を与える存在なんだよ。兄さんだけではない。アーベル家が、全力で君を守る。たとえ相手が我が国の王族であっても変わりない。ジークに刃を向けるなら消えてもらうよ」

　ゴクッと、喉が鳴る。今叔父はなんと言った。俺が王族より優先される？　不敬どころか、謀む反ほんとも取れる発言をしたのだ。

　その事実をのみ込めない俺に、叔父は優しい笑顔で、ポンポンと頭を叩く。

「今は、頭の隅に入れておけばいいよ」

　叔父の真意がわからない。

『アーベル家の至宝』その言葉を何度か耳にしたことはある。あるが、それは言葉のあやで、アーベル家が俺を大事にしていると、外面的にアピールするための呼称だと思っていた。

　まさか、アーベル家が国に謀反までしても俺を守るとは、考えてもいなかった。

　アーベル家の歴史は長い。マンジェスタ王国が誕生した際の立役者でもある。その功績から侯爵位を授かり、初代王の次男を婿に迎えている。

　その後も何度か王族から臣籍があり、マンジェスタ王国の『第二の王族』と陰でささやかれている。

「答えは出たかな？」

「誓約魔書を受け入れます」

「「姫様!!」」

「ジークベルト様に助けていただいた命です。ジークベルト様にどのような秘密があるかはわかりません。ですが、ダンジョン踏破するまでの間に得た情報です。日常生活でそれを口にすることはない事柄なのでしょう。誓約魔書を受け入れることで、この状況を改善できるなら、わたくしは受け入れます」

　王女の決断に、伯爵が胸に手をあて「御意」とひと言。その後すぐに、エマも同意を伝える。

「私も姫様のご意志に従います」

「残りはどうするんだい」

　叔父が残りのふたりに向き合い、再度尋ねた。

「くっ……。姫様に従います」

「仰せのままに……」

　騎士たちも、胸に手をあて、渋々同意した。

「それはよかった」と、叔父がにこやかに笑いながら、『収納』から紙を五枚取り出し、それぞれの前に置く。

　用意周到だ。叔父の中では、既定路線だったようだ。

「おっと、忘れるところだった。署名の後、血を一滴垂らしてね」

「血ですか？」

「えぇ。私の作成した誓約魔書は、署名だけでは発動しない仕様なんですよ」

「そうなのですね」

　王女は叔父の言葉を疑うことなく返事をすると、エマから針を借り、誓約魔書に血を落とす。

　パァーと、誓約魔書が光り、跡形もなく消えた。




「先祖返りですか」

「はいそうです。お恥ずかしい話、まだ制御ができないのです」

「姫様」と、伯爵がたしなめるが、王女は、首を横に振り反論する。

「パル、魔道具が壊れて見えているのです。隠したところでどうしようもありません」

「ですが、王家の秘密を他国にやすやすと答えるなど……」

　魔道具って、あの胸にあるペンダントのことかな。華美な装飾はないが、丸い紫の宝石がついている。残念ながら魔力の波動は感じられない。

　チート叔父ならと期待をこめて「叔父さん」と言い、様子をうかがった。

「ジーク、いくら私でも壊れた魔道具を修復する技術はないよ。コアンの中に腕のいい魔道具職人がいるから、ダンジョンを踏破したら紹介しよう」

「ありがとうございます」

　ニコニコと笑顔で応じる王女に、自然と周りの雰囲気も明るくなる。半ば強引に誓約魔書へサインをさせたのに、とても好意的だ。

　俺は着ていたマントを脱ぐと、王女へ渡す。すると彼女はキョトンとした顔をする。

「耳を隠すならフード付きがいいですよね？　僕が所持しているマントでフード付きなのは、それしかないんです。着用しているもので、悪いんですが……」

「いいえ、ジークベルト様、ありがとうございます」

　王女は頭を横に振り否定すると、マントをうれしそうに羽織る。王女と俺の背丈は、ほとんど変わらないため、ピッタリだ。

　俺も『収納』から予備のマントを出し、装着する。

　王女の耳と尻尾は、エスタニア王国内でもごくわずかの者しか知らない極秘情報だった。

　王女付きの侍女見習いのエマは知っていたが、騎士たちは知らなかった。

　昨日、互いの挨拶を終えた後、それは起きた。

『姫様、その耳と尻尾は、どうされたのです？』

　俺と叔父が空気を読んで詮索しなかったのに、男騎士が率直に問うたのだ。

『カミル！』と伯爵が慌てたが、王女が男騎士に説明をする。

　生まれながらにしてあるが、種族は人間であること、普段は隠していること、ごくわずかな人物しか知らない情報であることを伝えていた。

　男騎士は『そうなのですね』と納得しつつも、耳と尻尾が気になっているようで、チラチラと盗み見ていた。

　その気持ちわかる。美少女に耳と尻尾は、萌えるよね。うんうん、男だものつい見てしまう気持ちはわかるけれど、あまり見すぎるのもどうかと思う。ほら、女性陣の冷たい視線。その視線に気づいた男騎士は、ばつの悪そうな顔して、王女から距離を取った。

　男騎士の態度に、ほんの少し親近感を覚えた。

　この世界にも差別はある。特に亜人に対して、迫害がある国が多い。

　人種至上主義の代表国である帝国は、亜人は生まれながらに奴隷だ。

　マンジェスタ王国では、迫害はないが、人間が多数派の国であるため、田舎などでは、亜人への差別があったりする。コアンなど都心部に近い町は、ほぼないと信じたいが、奴隷落ちする人の多くは、亜人だったりする。亜人の人権が著しく低いのは、否めない。

　エスタニア王国が、どのような状況かはわからないが、王女の説明と騎士の態度を見て伯爵が安堵している点からして、亜人に対してあまりいい環境ではないのであろうと推測ができた。










二十階層




「んー、遠いな。このメンバーで、今日中に二十一階層まで到着するのは難しいかな。ちなみに私とジークなら余裕で着くけど、君たち『倍速』は、使えないでしょう。先に伝えておくけど、全員に『倍速』をかけて移動なんて、嫌だからね」

　叔父が矢継ぎ早に話し、騎士たちに口を挟む隙を与えない。

　叔父の『索敵』の範囲は、最大二百キロ。その範囲に正しい階段があったことに、ほっとした。

「アーベル殿。どのような隊列で進みますか？」

「隊列は……。ジーク、前方にホルスタインの団体。数は二十弱だ」

「はい」

　叔父の指示に、素早く『倍速』を使い、ホルスタインの団体との距離を詰める。魔力循環を高め、ホルスタインとの距離を確認しながら魔法を放つ。

『疾風』

　ホルスタインの団体は、瞬時にドロップ品へと変わったが、その場所には、百メートルほどのくぼんだ地形ができていた。

　チッと、思わず舌打ちをしてしまう。

　また魔法が拡散した。ホルスタインを狙ったつもりが、地面にまで魔法が到達している。

「ホルスタインは、単体ではＥランクですが、団体はＤランク。それを一瞬で殲滅する魔力とは……。アーベル殿が、誓約魔書を強く要望した理由がわかりました」

　俺の戦闘能力を見た伯爵が感心した声で話すと、叔父がこちら側の事情を簡単に説明する。

「見ての通り、戦闘に関しては、手出し無用でお願いするよ。ジークの修練を兼ねているんだ。ドロップ品が必要なら、半分そちらに渡すよ」

「いえ、結構です」と、伯爵が断ると、叔父が興味なさそうに伝える。

「そう。なら王女の護衛に務めてください」




　俺は戦闘の反省をした後、テキパキと魔法袋にドロップ品を納めていた。

　牛肉、牛乳、チーズ。いつも思うが、加工品のチーズがドロップされるなら、バターやヨーグルト、アイスなども、ドロップしてもよさそうだと思ってしまう。

　しかも牛肉は部位でドロップされ、主にロースだが、ヒレやサーロイン、バラ等の各部位もたまに出る。また、ホルスタインには上位種があり、その肉は最高級品として取り扱われる。

　今日は焼き肉かなと、思っていると、叔父が隣にいた。

「ジーク、『疾風』の制御がうまくできていないね。『熱火』のほうが難しいはずなんだけどね」

「どうしてもヴィリー叔父さんのイメージが払拭できなくて。無意識に力が入っているようです。回数を重ねればなんとかなると思います」

　叔父の指摘に、戦闘の反省点を踏まえて述べると、叔父は満足そうな顔した。

「問題点がわかっているならいいよ。『疾風』をうまく扱えるようになれば、その上の『狂風』『暴風』を教えよう」

　その提案に「えっ」と、思わず声が出た。

「なにを驚いているんだい。このダンジョンで相当レベルが上がるだろう。魔力値はおそらく足りるよ。まぁ『狂風』『暴風』もそう変わらない魔法だからね。どちらかを重点的に覚えるのがいいかもね」

　たしかにダンジョンに入って三日。すでにレベルが、２上がった。

　俺のスキルポイントは、三日でだいたい１０００を超えているので、ダンジョン踏破するまでに、レベル11にはなる計算だ。

「そうだジーク！　魔力を枯渇してもいいよ。ただ気絶するまでは使わないでね」

　名案が思いつたと言わんばかりの顔する叔父。俺もそれに便乗する。

「いいんですか!?」

「戦闘はジーク。私はサポートで温存。王女の護衛は三名いる。特に伯爵は桁外れに強い。まぁ兄さんほどではないけどね。だから後方を心配する必要はないよ。全力で戦闘しなさい」

　その後、俺は叔父の言葉を真に受け無双した。

　そのおかげで『疾風』を自由に扱えるようにまでなった。制御が完璧な『疾風』を見て、叔父は満足そうにうなずいていた。

　後方のエスタニア王国の騎士たちの顔が、引きつっていたのは、気にしないでおこう。

　残念ながら、レベルは上がらなかったが、明日以降『狂風』『暴風』を実戦で使用することにした。

　まずは叔父が手本を示してくれる。

　今度は、叔父の魔法を引きずられないように、客観的に魔法を分析しよう。




　湖畔の近くで、野営の準備を始める。

　やはり二十一階層の階段には、たどり着けなかった。明日のことも考え、今日は早めに切り上げた。

　今日の晩餐は、ドロップ品である大量の牛肉を使った焼き肉だ。焼き肉文化は、この世界にないため、肉を串に刺した串焼きですけどね。

　男騎士が火の番をして、肉を焼いている。女騎士の姿が見あたらない。またサボりか……。

　男騎士のカミルは、初印象は最悪だったが、血気盛んな普通の若者である。思考能力が単純で、ある意味その性格さえ理解すれば、とても扱いやすい人物だ。

　女騎士のダニエラにいいように使われているようだ。その女騎士は、いまだによくわからない。あまり接触をしていないのも大きいが、仲間うちでも、距離があるようだ。

「ジークベルト様、こちらの皮むきもお願いします」

「うん」

　エマの指示に、俺の手が動く。俺とエマは、スープとサラダを担当している。ほぼエマが調理しているが、助手として野菜などを切って、お手伝いをしていた。

　そこへ王女が現れた。手には大事そうにマントを持っている。

「あのっ、ジークベルト様、失礼いたします」

「ディアーナ王女様、どうされました？」

「敬称は結構です。ディアとお呼びください」

　いや。それはまずいでしょ。

　一国の王女を呼び捨てとかありえないからね。

　あと数日だが共に行動するので、わだかまりなく過ごしたい。

　王女とエマはいい子だ。仲よくはなりたいが、その申し出は、遠慮させてください。後々問題が起きそうです。

　じっと静かに、俺を見ている王女に、ほんの少し心が揺らぐ。とっ、とりあえず王女を抜いてみますか。それだけでもだいぶ親しみが出るしね。

「ディアーナ様」

「ディアです」

「……ディア様」

「ディアです」

　王女の笑顔が怖いです。隣のエマが苦笑いをしている。もしかして名前を呼ぶまで、このままとか……。ふとマリー姉様を思い出し、若干頬が引きつる。

　前世の知識が、あまり女性を怒らせることは、得策ではないと、警報を鳴らしていたので、気づかれないよう小さくため息をつき、王女に答える。

「ディア、どうしたの？」

「はい！　ジークベルト様にお借りしたこのマントですが、とても貴重なものではございませんか？」

　俺が愛称で名を呼び、フランクに話しかけると、王女の耳と尻尾がピンと立ち、ものすごく喜んだ。

　俺の対応は、正解だったようだ。

「マントは、ヴィリー叔父さんからもらったものだよ。快適な温度を保つ魔法が施されているから、貴重といえば貴重なのかな」

「それだけではありませんよね。わたくし、これだけ歩いたのは、人生で初めてです。ですが、疲れもなく足の痛みもありません！」

「そうだった！　『聖水』と『守り』も施されているんだ。忘れていたよ」

「やはりそうなのですね。このような貴重なもの。ジークベルト様は、お疲れではございませんか？」

「ん？　僕は大丈夫だよ。ディアの疲れがなくてよかったよ」

　なにげなく出た言葉が、王女の心をさらに掴んだようで「お優しい」と、マントを握る手に力が入っている。また耳と尻尾が、若干揺れていて、頬が少し赤くなっていた。

「エマは、疲れてない？」

「私ですか!?」

「うん。ディアが、人生初となるぐらい歩いたってことは、エマもそうだろう？」

「あっ、はい。足が痛くはありますが、大丈夫です」

「『聖水』！　どう？　痛みは取れた？」

「えっ!?　はい！　先ほどまでの痛みが、嘘みたいにありません！」

「気づけなくて、ごめんね」

　俺はエマに優しく微笑む。

　そうだった。すっかり忘れていた。あたり前のように行動していたが、彼女たちには、とても過酷だっただろう。なんせ七十キロほどの距離を移動したのだ。泣き言をいっさい口にせず、休憩もせず、歩き続けたのだ。

　俺は、叔父が毎回戦闘後に治療魔法をかけてくれていたので、疲れとは無縁だった。戦闘に夢中になりすぎて、まったく気づかなかった。反省だ。

　エマが「あわわっ」と、言葉にならない声をあげ、少し赤くした頬を両手で押さえていた。

　その態度を不思議に思っていると「無意識って、怖いよね」と、うしろから突然声がした。振り向くとそこに叔父が立っていた。

「ヴィリー叔父さん！　無意識ってなんのことです？」

　突然の叔父の登場に俺は驚き、声が大きくなる。そして疑問を叔父にぶつけるが、叔父はそれに答えることなく、俺の頭をポンポンと叩く。

「いやうん。ジークはそのままでいいよ」

「？」

　その言動の意味に、俺は首を傾けた。

　伯爵と一緒に周辺の警戒にあたっていたはずだが、この付近は安全と判断できたってことかな。

「私はなにをすればいいかな？」

　叔父の申し出に、意表を突かれたエマがかしこまる。

「アーベル様にお手伝いしていただくなんて、とんでもないです」

「ジークは手伝っているけど？」

　叔父の指摘に、エマはしばらく硬直した。

「ジークベルト様は……!!　そうだった。ジークベルト様は侯爵家のご子息！　あたり前のように手伝ってくださるから忘れていたわ。どっ、どうしよう。私ったら、野菜を切ってもらっているわ。お優しいから、ついついお願いしてしまったわ。不敬罪になるかしら？　あっ！　気軽にお話をしてくださるから雑談までして……。愚痴も言ったような気がするーー!!　あぁーー、どうしよう！」

　エマはプチパニック状態となり、心の声が外に漏れている。ほんとおもしろい子だよね。

　気兼ねしないという点で、我が家の侍女たちといい勝負だ。

「ヴィリー叔父さん、そのボールの中にあるソースを混ぜて、かなり力がいるんだ」

「お安い御用！」

　俺の指示で、叔父がボールに手を出す。

　それを見ていた王女もソワソワと動き、俺に近づいてくる。

「わたくしもなにかお手伝いいたします」

　期待を込めた目で俺を見上げる王女に、今は身分は関係ないからいいかと、俺の手伝いをお願いする。

「ディアは、野菜を切るのを手伝って」

「はい！」と、うれしそうに尻尾を揺らして、俺の横に移動して包丁を持つ。

「わたくし、包丁を持つの初めてなんです」

　その告白に、そうだと思ったよ。と心の中でささやいて、初心者の登竜門、猫の手を教えて、野菜を切るように指導する。

「姫様、大丈夫です！　姫様は、なんでも器用にこなしますから、包丁使いもばっちりです」

　エマのフォローではないフォローに、苦笑いしていると、ソースを混ぜていた叔父が、にこやかな表情で、尋ねる。

「愛称で、呼ぶほど仲よくなったのかい」

「そうですね」と、半ば強制に近い状況だったとは言えず、俺は肯定した。

　すると王女がここぞとばかりに、叔父にも愛称呼びを願い出る。

「アーベル様も、どうぞ、ディアとお呼びください」

「うれしい申し出なんだけど、私の立場では、いろいろと問題があるんだよ。ディアーナ様で、許していただけますか？」

　茶目っ気たっぷりにウィンクして、王女のご機嫌をうかがう叔父に「はい！」と、納得した笑顔で応える王女がそこにいた。










二十一階層




　二十一階層に下りてすぐ、叔父が「まずいね……」と言って、悩ましげに眉間にしわを寄せ、立ち止まった。

　ダダ漏れの色気が、洞窟内に広がる。叔父に免疫がないエスタニア王国の面々は、突然身に起こった体の変調に戸惑いを隠せないようだ。

　たしか、歩くエロスと揶や揄ゆされていたっけ？　赤貴公子会の方々が、不謹慎だと騒いで、あまり表には出ていないが、俺はなかなかのセンスだと思うんだけどね。

「ジーク、なにか余計なことを考えているね？」

　察しのいい叔父が、俺に問いただすが、俺はとぼけた感じで返す。

「えっ？　あー、また洞窟に戻ったなぁと……」

「苦しい言い訳だね。まぁ、考えていることは、だいたい想像はつくけどね」

　だったら、突っ込まないでくださいと、心でつぶやく。

　少し間が空いた後、叔父が階層の説明を始めた。

「二十二階層の階段は把握できているけど、距離がね……。このままだと、数日かかってしまうんだよ」

「？　十七階層は、迷わなかったじゃないですか？」

「あれはね、階段が近かったのと、ほぼ直線上にあったからね。迷うことはないよ」

　俺の疑問に応えると、叔父は顎に手を当て、悩ましげに話す。

「んーー。この距離だと『地図』スキルが必要だな。ジークは、さすがに取得はしてないよね。通常、洞窟があるダンジョンに挑むなら、地図機能付きの魔道具を用意するのが当然だけど、そんなものないしね。んーー。まいったなぁ。いっそう壁に穴をあけて進むか？」

　叔父には珍しく歯切れが悪く、肩をすくめている。

　ダンジョン内で活躍している『索敵』は、敵などの個体を把握するには優れているが、地図機能はない。今までは、草原や森だったので、『索敵』に示された場所へ向かえばよかった。

『地図』スキルね。

　実は先ほど、地図スキルの取得解放条件であるレベル10になったところだ。

　つくづく運がいい。これも『幸運者』の称号のおかげだろう。

　現在のスキルポイントは３４１２なので、余裕で地図スキルの獲得が可能だ。

　迷わず『地図〈極〉』を取得する。スキルポイントが、残り１５１２となったが、気にしない。中途半端な地図ほど役に立たないものはないからだ。

　早速取得した『地図』を起動すると、目の前に洞窟の詳細な地図が展開する。

　３Ｄ機能もある。そこにボタンがあれば、もちろん押すでしょ。ポチッとな。

　おお、立体になった。まずは、上部に視点を合わせて……洞窟だから高低差がない。３Ｄの意味なし（笑）。

　ん？　地底湖が広がってる。水中も見れるのか。おもしろい！

　んーー？　水中の奥に洞窟？　隠しダンジョンか？　進むと行き止まりだが、そこを浮上すれば……。出ました地上に！

　大きな扉がある。……これって魔術団で見た『移動門』に似てないか？

　ここから先が見えないということは、あの扉はおそらくそうなのだろう。

　気になるが、踏破が先決だ。

　３Ｄから２Ｄへ切り替え、ヘルプ機能のボタンを押す。

《ご主人様、寂しかったです》

　やはり使えたか、ヘルプ機能！

　地図スキルにも、アクセスできるようだ。

　ヘルプ機能って、いったいなんなんだ？

　気にはなるが、深追いはしない。

《残念です》

　いやいや、質問をしても、ヘルプ機能、答えないでしょ。

《…………》

　ほらね。今はその時期ではないんだよね。

　わかってるよ、はいはい。

　精霊の森だよね。でもまだまだ俺は、行きませんからね。

　当面の問題を解決して、もう少し成長したら考えるよ。

　さて叔父に『地図』スキルを取得したことを伝えるのは、いろんな意味で危ないから、ここは称号に頼りますか。

「ヴィリー叔父さん、僕が先導します」

「ジーク？」

「僕の『幸運者』の称号を信じてください」と、叔父にだけ聞こえる音量で伝える。

「そうだね。それに乗っかってみようか」

　叔父の同意を得て、俺は隊の先頭に出る。

　もちろん『地図』スキルは起動中だ。

　戦闘のため、俺ひとりが先行することは、もうあたり前なので、誰も疑わない。

　途中で、Ｄランクのガーゴイルとキラーバットの団体に遭遇するが、油断はできない。ガーゴイルは石化に、キラーバットは毒の魔法を使うので、注意が必要だ。

　洞窟内での戦闘は、コンパクトにほかに影響が出ないよう、最小限の魔法で仕留めるのが常だ。

　崩落とか落下なんて、嫌だしね。

　制御できるようになった『疾風』で、モンスターたちの羽を切り落とし『灯火』でとどめを刺す。

　数十匹いたため、騎士たちも手伝ってくれる。狭い洞窟内の戦闘で、仕留め損ねて反撃され、逃げ場を失ったら困るので、手出し無用とは言えない。

「ガーゴイルが、三匹交じっておりますな」

「バルシュミーデ様、ほかの者が先行しているのでしょうか？」

「他者が先行している反応はないよ」

　伯爵と男騎士の会話に、叔父が割り込む。

　ガーゴイルは、本来、門番の役目をしている魔物だ。小部屋などに置いてある石像に紛れていて、ある一定の距離に近づけば襲ってくるのだ。

　その魔物が野放しでいる。先行者がいると、考えても仕方がない。

　だけど、叔父の『索敵』に反応がないことから、その線はなしだ。

「貴公の『索敵』の範囲外の可能性もあるだろう」

　なにも知らない男騎士が、叔父に強く言った。

「私の『索敵』は、二百キロだよ。その範囲内でダンジョンに入ってから、君たち以外の反応がないんだ」

「二百キロだと!?　ありえない。俺たち騎士団の中で『索敵』が得意な奴でも、せいぜい五十キロまでだぞ、ありえない。化け物か！」

「カミルやめなさい。アーベル殿、申し訳ない」

　叔父の索敵範囲を聞いた男騎士が狼狽し、叔父に暴言を吐くと、それを伯爵がとがめ、叔父に謝罪する。

「いえいえ、伯爵が謝罪するほどのことではないですよ。ガーゴイルは、このダンジョンの仕様なんでしょう」

「そう考えるのが正しいですな。そうなると石化が厄介ですな。ジークベルト殿、羽を落としたら、まずはガーゴイルを仕留めてください」

　叔父は気にした様子もなく、淡々と意見を述べ、伯爵がそれに同意して、俺に戦闘の指示をした。

　俺は「はい。わかりました」と、素直にうなずく。

　石化は、状態異常ではあるが『聖水』『癒やし』などの魔法では、完治されない。

　聖属性の領域なのだ。

　しかも上位魔法のため、使用できる者が少ない。

　そのため、石化されると治療費がバカ高く、破産する冒険者が後を絶たない。

　このメンバーでは、おそらく俺しか使えないのだが、公開してないから十分注意しないといけない。

　叔父の『索敵』の結果、この先ガーゴイルの数は、少ないとわかった。

　安心はできないが、進まないと二十二階層にたどり着けない。

『地図』と『索敵』を統合できたらいいのに。

《承知しました。『地図』スキルに『索敵』スキルを統合させます。統合には、スキルポイント１０００が必要です。統合しますか？》

　普段のヘルプ機能の声とは違う、機械的な声が突然頭に流れた。

　突然すぎて、びっくりするわ！

『地図』スキル起動中だから、反応したんだね。

　ヘルプ機能、できることが増えてるよね。

《統合しますか？》

　無視かい！

　わかったよ。はい。統合します。

《統合が完了しました。ガーゴイルの位置を『索敵』範囲内で、赤の点で表示します。そのほかの魔物は、青の点で表示します》

　おぉー、便利！

　ん？　今日の野営場所として狙っていた小部屋が、青の渋滞だ！

　えっ、どうする？　スルーして別の場所を選ぶか。

【小部屋内の魔物数、67匹　そのうち、ガーゴイル１匹　魔物を排除した後の小部屋の安全度99％】

　はいはい。小部屋に行けってことですね。

　行きますよ。

　小部屋までの道のりは、青が点在しているが、数は少ない。小部屋に魔物が集中している影響か。

　左右の分かれ道を、右側へ進む。

　叔父が目配せをするが、俺は首を横に振ると、しかたないねと目が笑っていた。

　魔物数を把握していての行動に、だだ甘だよね。

　進むにつれ、道は狭まる。

　数匹のキラーバットを仕留め、小部屋の前で立ち止まる。

「ジークベルト殿、どうされました」

「この中に魔物が大量にいます。ヴィリー叔父さん、ガーゴイルの数は？」

「一匹だよ。小部屋のようだね。殲滅したら今日の野営場所に最適だね」

　あえて叔父にガーゴイルの数を聞き、伯爵や騎士の顔色をうかがう。

　うん、大丈夫そうだ。

　魔物を殲滅したら、安全な野営場所が得られるとの情報に、周囲の小部屋への関心が高まる。

「アーベル殿、魔物数は？」

「六十強ってところかな。ジーク、威力の強い魔法は控えてね。せっかくの小部屋を貫通したら意味がないからね」

「わかってます。ヴィリー叔父さんも手伝ってくださいね」

「今回はしかたないね。伯爵もお手伝い願いますか」

「承知した。カミルも一緒に来い。ダニエラは、姫様の護衛でここに待機だ」

「「はい！」」

「中にいる魔物は、スライム、オーク、ガーゴイル、キラーバット、そしてサイクロプスとゴーレム」

「Ｃランクとは腕が鳴りますな」

「サイクロプスが四匹、ゴーレムが二匹だ。私はゴーレムに対応しよう。ジークはガーゴイルを先に仕留めた後、サイクロプスだ」

「ジークベルト殿、ガーゴイルを仕留めた後、キラーバットの羽を落としてくれると助かりますな。私とカミルで仕留めましょう」

「わかりました。小部屋の扉を開けると同時に『疾風』を展開します」

「了解」

「承知」

「わかった」

　それぞれ返事が返ってきたのを確認し、戦闘態勢が整ったところで「行きます」と、声をかけ扉を開ける。

『疾風』

　突然の魔法攻撃に魔物たちは混乱し、キラーバットがバタバタと落ちていく。

　その中には、目的のガーゴイルもいたが、数匹、羽を落とせなかった。

　叔父が素早く突入し、ゴーレムの前にいるオークを次々と瞬殺する。

　伯爵と男騎士もそれに続き、中に突入する。

　最後に俺も部屋に入り、うしろの扉を閉じる間際「お気をつけて」との王女の声が聞こえた。

『倍速』で、羽がないガーゴイルのもとに赴くと、首を狙い威力が強い『灯火』を放つ。

　ガーゴイルの口もとから、白い光が消えていく。

　危なかった。あと数秒遅ければ『石化』を使用されていた。

　ホッと、安心したのもつかの間、足もとにはスライムの大群だ。

　単体では、プルンプルンしてかわいらしい印象だが、団体だとドブ川のようだ。

『熱火』をドブ川へ放つ。

　炎の川に変わり、あっけなくスライムはドロップ品となる。

　サイクロプスは、部屋の中心に二匹、右側に一匹、左側に一匹いる。

　左側の一匹は、ゴーレムと一緒にいるため、叔父が仕留めるだろうと判断する。

　先に中心の二匹だな。

『倍速』で距離を縮め、魔法袋から黒い剣を取り出す。

　鞘さやから剣を抜き、刃先まで黒い剣を構え、サイクロプスに一太刀浴びせる。

　しかし攻撃を受けたはずのサイクロプスは、平然としている。

　Ｃランクの魔物に剣スキルがない攻撃は効かないかと、落胆しつつ、黒い剣に『灯火』を施す。

　いわゆる、魔法剣だ。

　これならどうだと、再度切りつけると「ギャィ（イタイ）」と、悲鳴をあげる。

　おぉーー。効いてる！

　初めて試してみたが、なかなかいいんじゃないか。

　次の攻撃をけしかける前に、サイクロプスの大きな手が俺に向かってくるが、やすやすと避け、その手が地面と激突する。

　地面には手形の陥没ができていた。さすがの攻撃力だ。

　サイクロプスは、ひとつ目の巨人で攻撃力はあるが、動きが全体的に鈍い。

　鈍いといっても普通の魔物より、少し鈍い程度だが、俺は『倍速』を使用しているので、瞬間的に攻撃を避けられる。

　まぁ普通の冒険者からしたら、あり得ない動きなのだが、いかんせん、剣の修練には持ってこいだと思った。

　黒い剣を再び構え、『灯火』を施す。

　やはり魔法に耐えられるのかと、黒い剣を見つめる。見た目が黒くなければ、どこにでもある普通の剣だ。

　ただし、黒い剣（封印中）と記載がなければね。

　半年前、父上とアル兄さん、テオ兄さんの模擬戦を観戦していたら、そろそろ真剣での修練も始めようとの提案があった。兄さんたちも、七歳を過ぎた頃には、真剣で修練を始めたとのことだった。

　俺は六歳から、剣術の稽古を始めて一年以上経っていたが、それまで使用していた剣は、刃がない模擬剣だった。稽古の内容は、基本動作と体力作りが主であり、模擬剣で十分事が足りていた。

　しかし、ついにそれを真剣に変える時がやってきたのだ。




　そこで俺に合う武器を探すため、我が家の保管庫に赴き、この剣と出会う。

　吸い込まれるように近づき、手に取ると、黒く光って短くなり、俺のサイズとなっていた。

　父上たちも驚いていたが、一番驚いたのは俺だ。

　その後、父上たちが触っても、もとのサイズには戻らず、鞘から剣を抜くことさえできなかった。

　だが俺は、いとも簡単に鞘から剣が抜けたのだ。

　俺は嫌な予感がして、すぐに鑑定をした。




　**********************

　黒い剣（封印中）

　効果：封印中

　説明：？？？を素材に作られた剣。剣が認めた者のみ使用できる。

　所有者：ジークベルト・フォン・アーベル

　**********************




　肝心な部分がわからない！

　ヘルプ機能いわく、封印されてなんの素材で作成されたのかも不明らしい。

　いつの間にか、剣の所有者になっていた。

　呪いの武器ではないよね。

《おそらく違います。封印中のため詳細がわかりません。クッ、不覚！》

　呪いはなさそうなので、何度か振ってみる。

　うん。手になじんで、しっくりくるな。

『この剣にします』と宣言するが、アル兄さんが猛反対した。

　得体の知れない武器を所持するのは危ないとのもっともな意見を述べている。

　でも、アル兄さん。この黒い剣は、我が家の保管庫にあったのだ。貴重な剣の可能性はあっても、危険はないだろう。

『本当に危険なものなら、手の届く場所に保管はしませんよ』とのテオ兄さんの援護射撃に『そうですよ』と、俺も乗っかる。父上にも同意を得ようとうかがい見るが、浮かない顔をしていた。

『父上？』と、声をかけると、その声にハッとするが『手になじむならそれにしなさい』と、同意してくれたのだ。

　そんな経緯で、真剣を手に入れたわけだが、この戦闘で、剣スキルが獲得できれば御おんの字だ。

　父上から出された難題をクリアできるチャンスがきたのだ。

　これでダメだったら、もう無理だ。あきらめる。

　サイクロプスに何度も切りかかるが、浅い傷しかできない。

　魔力を徐々に上げて挑むが、少し傷が深くなっていく程度である。

　あと二匹いるのだ。ここで時間を取りすぎるのもよくない。

「チッ」と舌打ちして、黒い剣を鞘に納め、『疾風』を放つ。

　急所を狙った一撃は、サイクロプスを瞬殺した。

「魔法で一撃。剣では傷だけ……。剣スキル遠いな」

　渇いた笑みを浮かべ、もう一匹のサイクロプスに近づく。

　そばで戦闘をしていた男騎士が、俺の手に剣があることに気づき、なにかを言っているが無視だ。

　ここでも修練を積みたいが、まだ敵はいる。

　上位の『猛火』を放つ。サイクロプスは一瞬にして、火に包まれ、周りにいたスライムも一緒に焼けている。

　ドロップ品となる頃には、鎮火しているだろうと予想して、右側に移動する。

　すると、右側のサイクロプスが伯爵に襲いかかっていたが、伯爵が攻撃を避け、綺麗なカウンターで切り上げる。

　太刀筋にぶれがなく、両断とはいかないが、致命的な攻撃を与えたようだ。

　後ずさるサイクロプスを逃がすまいと距離を詰め、胸部を中心に乱れ刺して体力を奪った後、首をスパッと切り落とした。

　近くで戦闘を見ていた俺は、その剣さばきに圧倒された。

　叔父が伯爵を強いと言ったのは、伊達ではない。

　感心していると左側から轟ごう音おんが響き、強い風が駆け抜ける。

「何事だ！」と、伯爵が叫ぶ。

　左側は、砂埃が立ち上がっていたが、少しずつ、全貌があきらかになる。

　そこには、数多のドロップ品があり、叔父が立っていた。

「やりすぎたかな」

　これをしでかした当事者は、右頬をかきながら、苦笑いしている。

　前方には、巨大な丸い穴ができていた。

　俺に加減しろと言ってこれですか……。

　いつもおいしいところは、全部持っていくんですから。




「おい」

「なんですか？」

「お前、剣を使うのか？　魔術師ではないのか？」

　食事の準備中に、男騎士が俺に声をかけてきた。

　先ほどからチラチラ見ていた理由はそれか。気が散って、危うく包丁で手を切る寸前だったんだぞ！　怪我したら治せるけど、痛いじゃないか！　痛いのは嫌だからなっ！と、心で叫んでいると、男騎士の言葉遣いを気にした王女が注意する。

「カミル、ジークベルト様に対して、お前とは、失礼です。エスタニア王国の品位を問われます。気をつけなさい」

「姫様……。申し訳ございません」

　男騎士は、即座に片膝をつくと胸に手をあて、王女に頭を下げた。

「わたくしにではなく、ジークベルト様に謝罪なさい」

「……申し訳ございません。以後、気をつけますので、お許しください」

　すぐさま王女が謝罪先の指摘をすると、男騎士は、その体制のまま、体を俺に向け頭を下げた。

　王女は、その態度にとても満足そうだ。

　すぐに「気にしていないのでいいですよ」と伝えると、男騎士の眉間にくっきりとしわができた。

　あっ、しまった。

　この場合「以後、気をつけろよ」みたいなことを言うべきだった。あの言い方だと、男騎士なんて眼中にありませんと、言っているようなものだ。

　言葉って、難しい。

　まぁ真実、眼中にないんですけどね。

　気まずい沈黙が訪れる中、王女が場をつなぐ。

「ジークベルト様は、魔術師を目指されているのですよね？」

「えっ？」と、王女の思ってもいない問いかけに、きょとんとする。

　男騎士もそうだったが、なぜ魔術師なのだ？

「えっ？　違うのですか？　魔術師を目指されているものだと思っておりました。あれほどの魔法をお使いなのですから、魔法を極めて研究などの道に進まれるのかと、勝手に思っておりました」

　俺の反応を見た王女が、思い違いをしていたと気づき、その理由を述べた。

　その理由に納得した俺は、迷いのない声で答える。

「冒険者になる予定ですよ」

「冒険者ですか？」

　意外な職業に、王女は目を瞬かせる。

「えぇ、世界を見て回りたいんです」

「まぁ！　ですが……、侯爵家がお許しになるのですか？」

　王女の金髪の上にある白い耳が、一瞬ピンと立つが、すぐに下がると、心配そうな面持ちで俺に尋ねた。

　素直でかわいいと、俺の王女の評価がまた上がる。

　すごく好感が持てる子だよね。

「僕は四男なので、自由にできるんです」

「そうなのですね。わたくしもお役に立て――」

「わぁー!!」

　俺の真正面でサラダを作っていたエマが、完成したサラダを運ぼうとして小石につまずき、盛大にやらかした。

　かかえていたサラダボールが宙を舞い、どうすればそんなにうまく着地するのか、逆さになってエマの頭をすっぽり収めた。おかげでエマは、体中が野菜とドレッシングまみれとなっていた。

　うん。ドジっ娘侍女ですね。

　当のエマは「わぁあぁぁーー」と、言葉にならない声を発している。

　まぁ、そうなるよね。

　うん、うん。手間暇かけたからね、そのサラダ。

　きっとおいしくできていたと思うけど、やってしまったことは、しかたない。

　そんなことより、まずエマのケアだ。俺が行動した直後、「貴重な食料を！」との男騎士の怒声が響き渡った。

　おいっ！　怒鳴るより先にすべきことがあるだろう。こいつまじでダメだ。

　男騎士の態度に、大きくため息をつく。

　ブチブチと女々しく、いまだ声を荒らげている男騎士を後目に無言でエマへ近づくと、頭からサラダボールを取り、体中の関節を手で触り、怪我がないか確認する。

　その行動に、エマが半泣き状態で答える。

「ジークベルト様、ずっ、ずみません」

「それより、怪我はないかい？」

　俺の問いかけに「ないです」と、エマは頭を横に振り、懸命に泣くことを我慢している。

　その様子を流しつつ、本人の申告とざっと見た感じから、膝と腕のあたりのすり傷だけのようだ。

　たいした怪我ではなくて、よかったと安堵する。

　洞窟の中にいるため、地面は土ではなく、堅い岩なのだ。

　下手をすると骨折する可能性だってある。

『聖水』と『微風』、それから『洗浄』だ。

　同時進行は難しいため、ひとつひとつ、魔法を施す。

　まずは『聖水』で、膝と腕のすり傷を治療する。ついでに、見た目ではわからない打ち身も治療する。すり傷は、跡形も残さず、綺麗に消えた。

　よし。次は、エマの体に張りついている野菜を『微風』で、サラダボールに集め、魔法袋に片づけたと見せかけて、『収納』のゴミ箱へ格納する。

　最後に『洗浄』でドレッシングの汚れを落として、ミッション完了だ。

　うん。完璧。小石につまずく前のエマが、そこにいる。その仕上がりように満足する。

　当事者のエマは、緑色の瞳をパチクリとさせ、両手を見てから視線を上にあげる。

「あっ、あり、ありがとうございます！」

「たいした怪我じゃなくてよかったよ。サラダは気にしないでいいよ。予備があるからね」

「はい！　ありがとうございました！」

　エマは、元気よく返事をすると立ち上がり、頭を下げる。

　その様子は微笑ましく、エマの性格のよさが滲み出ている。

「エマ、よかったわ。ジークベルト様、ありがとうございます」

「たいしたことはしてないよ」

　俺の行動を静観していた王女は、俺とエマの話が終わるタイミングで、声をかけ頭を下げた。

　さすが一国の王女！　胆が据わっている。

　侍女の失態にも動揺せず、俺が行動するとわかっていたようだ。内心はすごく心配していたようだが、感情を抑えて傍観していたのだ。

　王女の気持ちがなぜわかるか、いやだって、耳と尻尾が「心配です」状態だったのだ。

　エマの治療中、王女の金髪の上にある白い耳がピンと伸びてピコピコと動き、尻尾も忙しなく動いていた。これあきらかに心配している証拠でしょ。

　普段の王女なら、ポーカフェイスで喜怒哀楽が、周囲にわからないように行動しているはずだが、耳と尻尾が、王女の感情出しちゃってるんです。

　まぁそのおかげで、俺の王女の評価はうなぎ上りだ。

　ふたりが仲良く手を取り合って喜んでいる姿を横目に、魔法袋から料理長お手製の『アーベル風サラダ』を取り出し、エマへと渡す。

「わぁー、おいしそうですね！」と、王女がひときわ明るい声を出して覗き込むと、その場が一変、和気あいあいとした雰囲気に包まれた。

　その雰囲気に居づらくなったのだろう。男騎士は、そそくさと持ち場に戻っていった。




　夕食の準備がほぼ完了した頃、伯爵と叔父が調理場に姿を現した。

　伯爵は、俺の姿を捉えると、矢継ぎ早に質問する。

「カミルに伺いましたが、ジークベルト殿は剣を嗜たしなんでいるとか」

「いえ、嗜みなどと言えるレベルではありません」

　俺は首を横に振り、否定した。

「失礼。ジークベルト殿は、魔法以外の戦闘スキルは所持されていないのですかな。いや答えたくなければ結構だが、興味があってね」

　俺の反応を見た伯爵が、言葉を慎重に選びながら俺に尋ねた。俺はそれに応える。

「戦闘スキルは所持していません。一応、父上に剣の手ほどきを受けています」

「そうですか！　やはり男児たるもの戦闘スキルの所持を目指すものですな。よければ、ダンジョンにいる間、私が教授しますがいかがですかな」

　伯爵は、満足げにうんうんと、腕を組みながらうなずいている。

　その申し出に、俺は前のめりに返事をする。

「いいんですか!?」

「えぇ、もちろん！」と、伯爵は、にこやかに返事をした。

　なんてありがたい！　神が！　ここに神がいる！

「助かります！　じつは父上から八歳の誕生日までに、剣スキルを取得するようにと課題が出ていまして、もう時間がなくてあきらめていたんです」

　俺は興奮さめやらない様子で、事情を話した。

「またそれは、厳しい指導ですな」

　俺の事情を聞いた伯爵は目を見開き、少し驚いた顔をした。すると、伯爵の横にいた叔父が俺の事情を補足する。

「アーベル家は、剣の名家でもありますからね。私も幼少期は鍛えられましたが、あいにく相性が悪くてよく父さんに叱られていましたよ」

「アーベル殿でも、苦手分野はありますか！　お父上のヘルベルト・フォン・アーベル殿は、我が国でも有名な武人ですからな！　しかしアーベル殿は素晴らしい魔法の才能があるではないですか。戦闘スキルまで所持されたら、我々騎士は面目が立ちませんな！」

　叔父の苦戦話に、機嫌が上がった伯爵は、盛大に笑っていた。

　伯爵……。水を差すようですが、七年前の鑑定で、叔父は、戦闘スキルの剣・短剣・弓を所持しています。

　しかも、弓は６で、最上級レベルです。現在は、それよりもレベルが上がっていると思われますと、俺は心の底でそっとささやいてみた。




　夕食後、伯爵から指導を受けるため、小部屋から少し離れた広場で、俺は準備運動を始める。体がいい感じに温まってきたところで、伯爵と叔父が話をしながら現れた。

　王女たちも、見学するために集まってきた。

　全員が揃ったことを確認して、俺が魔法袋から黒い剣を出すと「その剣は！」と、叔父が驚いた声を出した。

　やはり叔父が、関係しているようだ。

　父上の態度から、黒い剣について、叔父が関わっているのだろうと、予想はしていましたよ。

　俺はなにも知らないふりをして、驚愕した叔父の反応に返すように、首を半分傾けながら質問する。

「ヴィリー叔父さん、この剣を知っているのですか」

「あぁ！　所有者がジークになっている」

　さらに大きな声をあげた叔父は、額に手をあて「兄さんから報告を受けてないんだけど……」と、周囲に聞こえないぐらいの声でつぶやいた。

　伯爵たちは、そんな俺たちのやり取りを不思議そうな顔をして、静観している。

「いや、うん。その剣は……。昔、私があるダンジョンで見つけてね、我が家の保管庫の奥底に封い……しまっていたはずなんだけどね」

　やけに歯切れの悪い叔父の返答も気にはなったが、それよりも剣の保管場所に驚いて、思わず口に出していた。

「えっ!?　保管庫のわりと手に取りやすいところに、乱雑に置いてありましたよ」

「あぁ、そうだと思ったよ」

　叔父の反応から、剣は保管庫の奥にしまっていたのだと思う。誰かが移動させたのか。それとも剣が勝手に移動した？　そうだったらホラーだけど……。

「……呪いの剣では、ないですよね？」

「ん？　それは大丈夫だから、安心していいよ」

　叔父は俺を安心させるように、頭をポンポンとなでて、苦笑いをする。

　いやいや、これだけ煽って、大丈夫だからで済まないですよ。安心できるはずないからね。

　俺が、不満げな顔を叔父に向けると同時に、伯爵が会話に割り込んできた。

「失礼。いわくありげな剣なのですかな。見た目は黒いが、普通の剣のように思えますがな」

　伯爵が興味深そうに剣を見ながら、叔父に尋ねると、叔父が俺に視線を移し口を開いた。

「ジーク、バルシュミーデ伯爵に剣を渡してくれないかい」

「はい」

　俺が伯爵に剣を渡すと、その腕が漫画のようにガクッと下がる。

「こっ、これは！」との伯爵の焦った声と共に、剣が俺にすぐ返却された。そして何度も手を開けたり閉じたりして、手の状態を確認した後、伯爵は、俺と剣に視線を向けた。

「ジークベルト殿は、重くないのですかな」

「いいえ、普通の剣と同じ……、いや、幾ばくか軽いかもしれません」

「軽いですか……。なるほど。アーベル殿、所有者限定の剣なのですな」

　俺の返答に、伯爵は納得したかのように大きくうなずくと、自信ありげに叔父に言った。それを受けた叔父が茶目っ気たっぷりに、黒い剣の特性を説明した。

「ご名答！　さすがバルシュミーデ伯爵。今は鞘から出ているので、ジーク以外が持つと重くなり、鞘に収まれば、ジーク以外、抜けなくなります」

「ほぉー。まさに珍品ですな！　敵に剣を奪われても、攻撃される心配もない。素晴らしい剣ですな！　それに――」

　剣の特性を聞いた伯爵は、興奮した様子で熱弁し始め、話が止まらない。

　叔父、わざと肝心な部分の説明を省きましたね。ほかにもありますよね？　と目で訴えると、叔父はウィンクし、伯爵たちにわからないよう俺に合図する。

　叔父の仕草から、これ以上答える気はないと悟り、俺は追及するのをあきらめた。

　まぁ危険であれば、父上が黒い剣の所持を許可するわけがなし、叔父がこの場で回収しているはずだ。

　けど、叔父が保管庫の奥にしまって、言葉を濁していたが封印するほどのものだ。

　人目に触れさせたくなかったのか？　なにかよほどの理由があったのだろう。

　叔父が黒い剣の所持を黙認したということは、その余程の理由は、すでに解決済みか、もしくは解決の必要がなくなった可能性が高い。

　呪いの剣ではないようだし、半年間この剣と修練を共にしてきたのだ。愛着はある。それに今さら、ほかの剣を与えられても、しっくりこない。

　んーー。もうこの剣については、深く考えるのは止めよう。

　結論が出たところで、修練場に足を踏み入れる。

　叔父が、修練に集中しやすいようにと、わざわざ小部屋に近い広場を見つけて、土魔法で、修練場を作ってくれたのだ。どこまでも過保護でござる。

　俺が修練場に入ったことを確認して、伯爵と男騎士もそれに続く。男騎士も一緒に指導を受けるのだ。

　女騎士は……。察してほしい。

　行動を共にして数日経っているが、女騎士と会話した覚えさえない。協調性の欠片もないようで、移動や食事以外は、顔を見せない。

　最近、王女付きとなったため、王女たちも性格などを把握しきれていないようだ。ただ王女や伯爵の命令は、素直に従っているため、騎士としての問題はなく、自由にさせているようだ。ちなみに剣の腕前は、男騎士より上だ。

　さて、集中。

　腹の中心に力を入れ、精神を統一する。

　剣を構え、素振りを始める。

「ほぉー。剣の構えは、素晴らしいですな！」

　伯爵が、俺の構えを褒めてくれた。

　前世では、剣道を習っていた。

　高校時代は、インターハイにも出場した実力だ。ただ準決勝直前に食中毒を起こし、救急車で運ばれた苦い思い出もある。あれも不運値のせいだったんだろうな……。

　雑念で、素振りが乱れる。

　集中しろ。油断すると、素振りでも怪我をする。

　竹刀と剣では、当然重さも違うし、剣道はスポーツだが、剣術は命を殺めるものだ。

　その違いは明白だ。一瞬の隙で『死』とつながるのだ。

「では、そのまま素振りを二百。型や剣技は自由だ」

　伯爵の指示に、俺は小さくうなずき、素振りを続ける。幼い体だが、体力には自信がある。

　額に汗が、ジワジワと浮き出てくる。

　俺は目の前に魔物がいることを想定して体を動かし始めると、剣を縦に横へと流し、仕留めていく。




◇◇◇




「アーベル殿、ジークベルト殿は、剣の素質がとても高いですな。半年前から指導を受けた動きではありませんぞ」

　ジークベルトの剣筋を見た伯爵は、感心した声でヴィリバルトに伝えた。

「ジークは、天才ですからね。騎士たちの面目が立ちませんよ」

　微笑みながら肯定したヴィリバルトは、ジークベルトの評価を簡潔に述べる。その評価を聞いた伯爵は「ふむ」とひと言つぶやくと、腕を組み、眉をひそめて考えだした。

「あの動きで、剣スキルがないとは……。ふむ。体が小さいため、剣技の威力がなく決定打とならないのだな。こればかりは実戦で経験を積むしかない。本人も自覚して、サイクロプスで実戦を積んだのですな、ふむ」

「普通の思考サイクロプスではなく、オークで修練するのが妥当ですけど。そこがジークですね」

　ヴィリバルトが、ジークベルトの欠点を指摘する。

「そうですな。実戦で魔物を倒せば、スキル習得が早くなりますが……。あの動きならオークは倒せますな。ふむ。剣スキルより、短剣スキルなら、すぐに取得できるのではないですかな」

　伯爵もヴィルバルトの指摘にうなずき、短剣スキルの取得の可能性を示唆すると、ヴィリバルトがそれを肯定する。

「そうですね。ジーク自身は気づいてないようですが、身内びいきではなく、戦闘スキル系の潜在能力は、どの分野でも芽が出ると考えています」

「末恐ろしいですな」

　伯爵がその大きな体をわざと震わせる。その伯爵の態度を見て、ヴィリバルトが誇らしげに言った。

「自慢の甥ですよ」




◇◇◇




　伯爵と叔父が、そのような会話をしていたとは露知らず、俺は剣の修練を淡々とこなした。




　次の日の早朝、叔父の腕枕から起床した俺は、伯爵と叔父に促され、オークのスポットにひとりとり残された。叔父が、前日に探し出していたようで、危なくないように柵が張られている。

　そして説明もほぼないまま、黒い剣を回収され、代わりに渡されたのは短剣だった。

「これでオークを一匹倒してこいって、スパルタすぎない？」

　途方に暮れていると、正面右の土から黒い煙が立ち上がり、オークが一匹出現した。

　一匹でよかったと安堵して、短剣を右手に掴み、気を引き締めた――。

《短剣スキルを取得しました》

　頭にヘルプ機能の声が聞こえたが、反応を返す余裕はもうなかった。身に着けているマントのおかげで、オークの攻撃は半減できたが、この小さな体では受けた衝撃に耐えることは難しかった。激闘の末、短剣一本でオークを倒したのだ。

　地面に仰向けになり、呼吸を整える。辛うじて意識だけは保っていようと、近辺で戦闘を観戦しているはずの叔父たちを待った。

「ジーク！　なんて無茶をしたんだ！　魔法で弱らせて、短剣でひと突きすればいいだけなのに！」

　叔父が慌てた様子で、飛んでくると、俺の体に『聖水』をかけ、そう叫んだ。

「だったら、そう言ってくださいよ。説明を端折ったのはヴィリーお――」

　俺は力なくそう答え、体力の限界か意識が落ちた。




＊＊＊




「――ジーク」

　とても懐かしい声に反応して、瞼がゆっくりと開く。

　目の前には、母上の姿が。

　ああ、夢かと、もうこの世にいない母上を認識して、夢の中だと確信する。

「あら、うふふ。夢ではないかもしれないわよ？」

　おどけたふうに話す母上を前に、やけにリアルな夢だと思う。

　俺は母上の膝の上から起き上がり、周囲を見渡すが、真っ白でなにもない。

「僕の夢。もう少しがんばれよ。母上は、再現力満点だけど……」

「あら？　俺って言ってもいいのよ」

　俺の様子を静観していた母上が、呼称に反応する。

「そうか夢の中だから、俺でもいいのか？　でもなぁ、アンナに、普段から言葉遣いには、気をつけるようにって言われてるし……」

「うふふ。ジークらしいわね」

　俺が真剣に悩んでいるその横で、母上が笑っている。

　ああ、とても懐かしい光景だ。

　俺が感傷に浸っていると、突然、強くて暖かい光が、俺を包み込む。

「あら、珍しい。ヴィリーがあせっているわ」

　母上の口から叔父の名前が出る。

「叔父さん？」

「ジークが、意識を失ってから、あまり時間が経っていないのに、もう四回目の治療魔法よ」

「えっ？」と、母上の説明に驚くと同時に、あの光は治癒魔法だったのかと納得する。

　それにしても俺の夢、変なところリアルすぎる。

　叔父が心配しているらしいが、せっかく母上の夢を見ているんだ。もう少しここにいたい。

　俺の心の声が聞こえたのか、母上が上品な笑顔で話しだした。

「そうね、少し未来さきの話をしましょうか――」

　母上の未来の話しを聞いていた俺は「都合よすぎない？」と、突っ込んだ。

　無事にダンジョン攻略できて、剣スキルも取得できる。その後、新しい仲間も、かわいいお嫁さんもできて、俺の希望通り冒険者になるんだって。他にもいろいろと聞いたけど、あまりにも俺に都合よくできている。

「そうかしら？　ジークならできるわよ」と、母上は微笑む。

「いや、だって」と反論するが、俺の夢だから願望がすべて出たのかと、少し恥ずかしくなった。




　どこからともなく

「お客様、そろそろお時間ですよ。はい」

　聞き覚えのある声に俺は驚く。

「あら、もうそんな時間なのね」と、母上がその声に反応する。

「母上、今の声――」と、俺が言葉をつなぐ前にまた意識が落ちていく。




　ジーク、母様はいつでもあなたのそばにいるわ。

　今の時間と仲間を大切にしなさい。

　さあ、お戻りなさい――。




＊＊＊




　意識が急激に引っ張られる奇妙な感覚に、目が覚めるのだと頭で理解して、体が反応した。重く閉じた瞼が、徐々に開き、白い光が眼前に広がる。

　母上の夢を見たような気がする。なにか大事なことを伝えられたような、そんな夢だった。

「ジークベルト様、お目覚めになられたのですね」

　王女の声に、視線を移すと、そのうしろでエマが慌てた様子で走っていく。

　俺が目覚めたことを報告しに行ったようだ。

　俺は起き上がると、手の違和感に気づく。王女が俺の手を握っていた。

「よかった」と安心した声を出した王女に、感謝を伝えようと言葉を口にした瞬間、魔テントの扉が勢いよく開いた。

「ジーク！　よかった」と叔父が俺を抱きしめた。その体は小刻みに震えていた。

　心配している叔父の腕の中で、不謹慎ながらも、俺、この世界に転生してよかったと思った。

　愛されている実感と、これから未来の冒険に胸が躍る。

　今この時間を一生懸命生きる。母上、そういうことでしょ。










あとがき




　はじめまして、フクフクです。

　この度は「不運からの最強男」をお手にとっていただき、誠にありがとうございます。

　まずは、この作品に関わっていただいた多くの方に、感謝を伝えたいです。

　ありがとうございます。

　わたしひとりの力では、決して成し得なかったことで、恵まれたご縁とご協力に感謝しています。

　原作小説の書籍化は、難しいかなと思っていた矢先のお話でしたので、驚きもしましたし、大変光栄で嬉しくもあり、逆にプレシャーも感じました。校正を進めるうえで、伝えることの難しさや、文章の未熟さを実感しました。この経験を得たことは、これからの執筆活動の中で、大きく成長できるのではないかと思います。

　不運からの最強男は掲載してすぐに注目を浴び、多くの読者の方から評価をいただきました。

　初掲載作品での反響に当時は、戸惑うことも多く、何気なく書いてはじめて公開した作品だったので、一時は作品を非公開にして削除することも検討したほどでした。

　しばらくして読者の方から「いつまでも待っています」「続きを楽しみにしています」との連絡をいただき、まだ待っていてくれる人がいる。期待に応えないと。この人たちを裏切られないと、執筆を再開したきっかけでした。

　じつは物語の結末は、公開した当初から決まっています。

　ジークベルトたち各キャラがいい意味で活動的なため、わたしの意図しないお話ができあがったりと、脱線することもしばしばありますが、概ね順調に話しが進んでいます。

　すこし裏話をすると、ヒロインのディアーナの登場シーンは、わたしが想定していた内容ではなく、気がついた時には、陰謀の影がある国の王女として話が進んでいました。既定路線とは違う方向に話しが流れていき、修正するのにとても苦労しましたが、最終的には満足いく内容となりました。これからの展開に注目していただければと思います。

　続きを楽しみにしてください。

　各キャラに愛着はありますが、わたしの一番の推しはテオバルトです。

　あの不憫さは、かわいそうでかわいらしく、テオバルトの魅力が最大限に出ていると感じています。もちろん、主人公ジークベルトの素直さや向上心も、執筆していて楽しくなります。

　また有難いことに、小説の挿絵も中林ずん先生が担当していただけることになり、感謝しかありません。中林先生の世界観は素晴らしく、一緒にお仕事をさせていただいて、刺激を受けることも多く勉強になります。

　これからもジークベルトの成長をあたたかく見守っていただければ、嬉しいです。読者の方がクスッと笑えて、ほっこりする物語になればと思います。

　書店に本がならぶことは、いまでも夢ではないかと思うことがあります。

　あらためて、書籍化にご協力いただいた方々に感謝と、応援してくれる読者の皆さまに感謝します。

　コミックも含め、これからも応援よろしくお願いします。

フクフク










服の新調




　ある日のアーベル家。

　庭口につながる扉の前で、ジークベルトが周囲の気配を探りながら立っていた。

「時間がない。早くしないと捕まってしまう」

　数分前、外に出ようとノブに手をかけたところで、人の気配を感じて出るのを躊躇した。

　今日だけはどうしても家から離れたいジークベルトはとても焦っていた。そう後方から気配を消して、静かに近づく侍女長アンナに気づきもしなかった。

「ジークベルト様、ここにいましたか」

　アンナの呼びかけに、天を仰ぐジークベルト。

「終わった」と小さくつぶやいて後ろを振り向くと、毅然とした態度のアンナとさらに後方にはマリアンネの姿が見えた。

　アンナに促されてマリアンネのそばに近づくと「ジーク、どこに行こうとしたの？」と咎めるようなその声に「そのっ」と言葉に詰まる。

「たしか午後の予定は、数週間前から約束していたオーダー服の新調だったわよね」

　マリアンネが首をかしげながらジークベルトを詰めると「はっはい。少し外の空気が吸いたくて……」と、苦し紛れの言い訳をした。

　するとマリアンネが「そうだったの。それなら私も付き合うわ！」と、かなり乗り気な様子でジークベルトの手を掴んだ。

「ゴホッン。マリアンネ様、そろそろ仕立て屋との約束の時間です」

　マリアンネの行動を遮るようにアンナが咳払いをする。

「あら、少しぐらい待たせても問題ないわ」

「マリー姉様。ぼくはもう大丈夫なので、部屋に向かいましょう」

「残念ね。ジークとお散歩したかったわ」

　なぜかジークベルトが、マリアンネを宥めながら仕立て屋が待つ部屋へ手を引くのだった。




　部屋に入ると、その中は洋服店さながらの品揃えで、既製品や布などがセンス良く置かれ、数人のお針子たちが並んで待っていた。

　ジークベルトは、部屋を見渡して商品の確認をすると、危惧したものがないことがわかり、取り越し苦労だったと安堵した。

　予め段取りを決めていたのだろう。お針子たちがジークベルトの前に集まり採寸が始まった。採寸はすぐに終わり、既製品の試着に入る。

　ジークベルトは、もうされるがままだ。数十着の試着が終わり、最後の試着でそれは起きた。「ジーク、最後にこの試着をお願い」と、マリアンネの指示に従って、侍女たちが服を持って試着室に入ってきた。

「マリー姉様、これはドレスではないでしょうか」

　ジークベルトは試着室から出ると手にドレスを抱えたまま、マリアンネに抗議する。

「そうよ。とても似合うと思うわ」

「マリー姉様、ぼくは男ですよ。『くまサン』がないと安心していたら、ドレスの試着なんて、しませんよ」

　強く主張するジークベルトをよそに、マリアンネは侍女たちに目配せをした。

　ジークベルトの抵抗むなしく、侍女たちに抱えられ試着室に連れ戻された。

　試着室からは「やめて」「脱がさないで」「着たくない」といったジークベルトの嘆きの声が聞こえる。

「ジークも期待していたのね。『くまサン』の新作はまだなのかしら？」

　本日の仕立ての大本命は『くまサン』だったが、それがなくマリアンネは落胆していた。その憂いに満ちた表情からも、悲しみが伝わってくる。

　すると後ろで待機していたアンナから「マリアンネ様、先日その服飾デザイナーの居場所を突き止めました」との突然の吉報に、マリアンネは言葉がでない。

「ギルベルト様には、すでに報告済みです。アーベル家お抱えの服飾デザイナーとして、雇用も可能です」と、アンナがしたり顔で告げた。

「さすがアンナね。お父様もジークの『くまサン』の虜だもの。早速手配をお願い」

「承知しました」

　ジークベルトがその事実に気づくのはとうぶん先で、ジークベルトの苦難は続く。
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。
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